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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　真伝勇伝・革命編



　堕おちた黒い勇者の伝説７





　第三章　劣勢







　ぽんぽんぽんっと、ルーク・スタッカートは自分の頭を指でたたく。


「さてさて、どうしましょうかねぇ」


　そう呟つぶやき、思考を巡めぐらせる。


　彼の頭はとある貴族どもが行った実験によって、非常に速く回転するようになっている。


　だからいま、目の前で起こっている出来事を処理し、さらにそこから一手、二手、三手、いや、十手以上先まで想定し、シミュレートすることができる。


　まだ二十代前半だというのに真っ白になってしまっている髪かみに、いつも閉じているように見える糸目。


　その瞳ひとみを少しだけ見開いて、状じよう況きようを確かく認にんする。


　彼がいまいる場所は、ワティ侯こう爵しやくの屋や敷しきの、屋根の上だった。


　そこから彼はいま自分たちが置かれている状況について、思考を巡らせる。


　いま自分たちが置かれている状況は、最悪だった。


　ミラーが立てた計画よりも、ずいぶんと早く行動を起こす時期がきてしまったのだ。


　なぜそうなってしまったのかの理由は、一つ。


　シオン・アスタールが、兄であるケスタリウス皇子を殺してしまったからなのだが。


　夜の帳とばりの向こうで、爆ばく発はつが起きる。


　それも貴族たちが住まう区画で起きていいとは思えないほどに巨きよ大だいな爆発が、何度も、何度も起きる。


　それをルークは見つめ、薄うすく笑って、


「あーあー、クラウ、頑がん張ばってるなぁ。でも、十倍以上いる敵を相手にして、どこまで持ちこたえられますかねぇ」


　と、呟く。


　そう。


　いま、クラウ・クロム率いる革命軍は、テングロン侯爵を中心とした貴族たちの兵によって襲おそわれていた。


　それもローランド帝てい国こくの、ど真ん中で。


　ルークが見つめるさきの空が、次々と赤く輝かがやく。


『光燐くうり』の閃せん光こうが舞まい飛び、大規模攻こう撃げき魔ま法ほうが炸さく裂れつする。


　それはもう、完全に戦争だった。


　戦争が、街の中で起こってしまっている。


　そしてその、爆発が起こる位置で、ほぼ、いまがどういう戦況なのかが、ルークにはわかってしまう。


　だから、


「う～ん、クラウ、頑張ってるんですけどね」


　と、少しだけ困ったような口調で、彼は言う。


　クラウの部隊は押されているようだった。奪うばわれたら一いつ瞬しゆんで終わる、と思われる位置はなんとか死守しつつ、少しずつ敵への攻撃も続けているようだが、それでも徐じよ々じよに、クラウが率いている部隊は追い詰つめられている。


　もちろん凡ぼん庸ような将があそこを指揮していたのなら、十分ももたずに、部隊は壊かい滅めつしてしまっていただろうが。


「クラウは、頑張ってる」


　と、ルークはもう一度言う。


　もう、絶望しか感じられないほどの兵力差の中で、すでに二時間、クラウは踏ふみとどまっている。


　それは異常なことだった。


　たぶん、同じ状況、同じ兵力を与あたえられても、自分にはクラウと同じことは、できない。


　絶対にあそこで、自分は生き残ることができない。


　あそこまで敵のほうが戦力も、兵力も圧あつ倒とう的に上、という状況で、それでも仲間の士気を落とさずに、信しん頼らいを勝ち取り続けて二時間、踏みとどまる──そんな飛び抜ぬけたカリスマ性は、とても自分にはないから。


　だから、


「ああいうとこ、クラウはすごいですよねぇ。まあ、初めて出会ったときから彼は滅め茶ちや苦く茶ちやでしたけど」


　と、ルークは、クラウには絶対に聞こえない場所で、独り笑う。


　遠くでまた、爆発が起きる。


　その火の手が上がった場所で、また一つ、クラウが不利になったのがわかる。それをルークは見つめ、


「ま、だからといって、不可能が可能になるわけじゃないんですけどね」


　と、今度はさらにこの国の中ちゆう枢すうのほうへと、目を向ける。


　ラッヘル・ミラーが向かった、アバーズ公こう爵しやくの館やかたがある方向だ。


　ミラーの計画が成功しているのならば、そろそろアバーズ公爵の兵が立ち上がり、貴族の敷しき地ち内で内乱のようなものを起こしてしまっているテングロン侯爵を罰ばつする、なんて動きがあってもおかしくないのだが。


「……ミラー先せん輩ぱい、失敗したかな？」


　と、ルークは呟く。


　その可能性は、ないわけではなかった。アバーズ公爵はこの国の中でも最大の勢力を持っている貴族で、そう簡単に出し抜ける相手ではないのだ。いくらミラーが優ゆう秀しゆうだといっても、


「この国は、手て強ごわいですからねぇ」


　もちろんだからといって、もう革命は止まらないが。


「でも、早くしないと、クラウが死んじゃい……」


　が、そこでまた爆発がある。


　その爆発は、軍官舎のど真ん中で起きて。


「あら、クラウ、死んだかな？」


　と、言う。


　しかし助けにいくことは、できない。そんなことをしたところで、なにも変わらないから。そうじゃなくても、こちらのほうが圧倒的に人員が少ないのだ。だから、クラウはクラウの持ち場を、ミラーはミラーの持ち場を。


　そして、


「私は私の持ち場を、しっかり死守しないと」


　と、ルークは目を、自分が立っている屋敷へと落とす。


　ワティ侯爵の屋敷。


　このワティという男も、かなり大きな勢力を持っている貴族の一人だった。テングロン侯爵とほぼ、同等の勢力を持っている。


　そしてもしもこいつが今回の争いに参加し、テングロン侯爵側に加勢するようなら、その瞬間に、すべてが終わってしまうはずだった。


　完全に勝ち目がなくなってしまう。


　だから、


「なるべく欲と、権力が分散するように、分散するように、操作していかないと……」


　と、彼は屋根から飛び降りる。


　途と中ちゆうの窓まど枠わくにつかまる。


　窓にかけられているはずのセキュリティ用の魔導トラップはすでに外れている。


　部下がすべて外して、中に潜せん入にゆうしているのだ。


　ルークは窓からワティ侯爵の屋敷の中へと、入る。


　するとそこは、寝しん室しつのようだった。大きな天てん蓋がい付きのベッドがおかれた、部屋。


　といっても、個人の寝室とはとても思えないほどにその部屋は広いが。


　それをルークは、見回す。


　詰め込めば五、六人の家族が暮らせてしまいそうなほどに広い寝室。


　明かりは消されていて、暗い。


　そこに泣き声が聞こえる。


　女の──いや、少女の泣き声だ。


　ルークはそちらに目を向ける。


　すると床ゆかに、綺き麗れいな金色の髪かみを持った十六歳くらいの少女が、床に組み敷しかれている。


　少女を押さえつけているのは、ルークの部下だ。


　年の頃ころはまだ二は十た歳ちになっていないくらいの、男。


　怜れい悧りな瞳に、色白な肌はだ。ローランドの軍服に身を包んだ体は、細身だが、その下の体は鋭するどく鍛きたえられている。


　その、部下の名をルークは呼ぶ。


「やあリーレ。状じよう況きようは？」


　それにリーレが顔を上げ、やはり顔と同じ、冷静な声こわ音ねで言ってくる。


「整ってます。そちらはどうでした？」


　その問いに、ルークは肩かたをすくめて答える。


「外は、ひどいねぇ。負けるかも」


「そうですか」


「代案を考えないといけないかもなぁ。ミラー先輩との連れん絡らくも取れなくなってるし……クラウも死ぬかもしれない」


「はい」


「で、クラウ、ミラーが死ぬようなら、ちょっと勝ち目がない。ミラー先輩の計画に乗ってみたけど、もしだめなら、今度は私が練り直さないと」


　するとそれに、リーレはこちらを見て、


「初めからルーク先輩の計画のほうがいいと、私は思ってましたが」


「そう？」


「あなたほど頭が切れる人を、私は知りませんから」


　などと褒ほめられるが、しかし、ルークはそれにへらへら笑って、


「でも、私が作る計画にはいまいち、魂たましいがなくてなぁ。そしてこの国はそれがないと、変わらない気がするんだよね」


　などと、言う。


　するとリーレはわからないとばかりに少しだけ首をかしげ、聞く。


「魂──というのは、たとえばシオン・アスタール少将が行ったような、独断のことでしょうか？」


　リーレが言っているのは、シオンがケスタリウス皇子を勝手に殺してしまったことを言っているのだ。


　そしてそれがきっかけで、今回、ミラーの計画はあっさり狂くるってしまった。


　当然だ。


　シオン・アスタールがたった一人で、敵の首領の一人を殺してしまう、なんてことは、予想することができないことだった。


　さらにケスタリウス皇子を失ってしまったテングロン侯こう爵しやくの勢力は、思っていたよりも遥はるかに早く、実力行使に出てきてしまった。


　そしてそれに対たい抗こうするだけの準備が、ミラーたちにはまだ、できていなかった。


　いまの状況に突とつ入にゆうするには、あと三日──いや、二日早かった。完全に、不意を突つかれてしまうようなタイミングで、戦争が始まってしまった。


　だから、苦戦する。


　いやこれは、苦戦どころの騒さわぎじゃない。クラウは死にかけ、ミラーは行方ゆくえ不明になってしまっている。


　そして、それについて少しだけルークは思考を巡めぐらせる。


　もしかしたらもう、この革命はとっくに終わってしまっているんじゃないか？　と。


　とっくにクラウも、ミラーも殺されていて、自分たちの陣じん営えいは、敗北しているんじゃないか？


　そんな考えが、頭の隅すみに持ち上がる。


　もしそうなら、自分たちもここでワティ侯爵などを相手にしている場合ではなかった。


　すぐに、逃にげるべきなのだ。


　もしもここで、ワティ侯爵を押さえたとしても、ミラー、クラウの二人が持ち場を押さえきれなければ、この革命は成功しないのだから。


　そしてすでにその状況に突入している可能性は、十分にあった。


　クラウは死んでいる。


　ミラーも死んでいる。


　なら、もう、


「全部やめて、撤てつ退たいすべきじゃないですか？」


　リーレが的確なタイミングで、的確な意見を言ってくる。


　その部下の顔をルークは見る。


　リーレは年に似合わず、非常に優秀だった。自分のように、実験で脳に魔ま法ほう陣じんを埋うめ込まれたりしているわけでもないのに、ひどく頭が切れる。


　情報収集能力もずば抜けている。


　なにより、どんな状況でも情じよう緒ちよが安定している。


　なにがあっても冷静さを失わず、ルークの側かたわらで的確な意見を言ってくれる。


　そしていま、リーレの判断では、逃げる──というのが正解なのだろう。


　確かに状況だけ見れば、そうだ。


　今回の戦いくさでは、一カ所でも後おくれを取れば負けてしまう──というほど劣れつ勢せいな状況から始まっているのだ。


　そしてもう、二カ所で後れを取ってしまっていた。


　ミラーの持ち場と、クラウの持ち場。


　すでに連絡が取れなくなってしまっているその二人を信じて、勢いだけで計画を続けるのは、


「馬ば鹿かですよねぇ」


　と、彼は小さく、呟つぶやく。それからまた、指で頭をぽんぽんっとたたく。


　さて、どうするのが一番正しいのか？


　どういう動きをするのが、もっとも被ひ害がいが少なく、それでいて、今後の革命を起こすための力を維い持じできるのか？


　頭の中でいろいろと考えながら、思考を回す。


　思考を回す。


　しかし出てくる答えはやはり、すぐに撤退、だった。リーレが言った通りだ。ここに留とどまる意味などない。その価値もない。


　なのになぜか、


「もう少し、やってみましょう」


　なんて言葉が、自分の口から漏もれる。


　なぜ、そうしようと思ったのかは、わからない。


　まだ、ミラーがなんとかしてくれると思っているのか。


　クラウが奇き跡せきを起こすと思っているのか。


　もしくは伏ふく兵へいとして、シオン・アスタールが打開策を見つけてくれると感じているのか。


「…………」


　自分の気持ちが、いまいちわからない。だが、ルークはリーレを見て、言った。


「私が撤退すれば、今回の計画は完全に終わる。そして再度同じだけの勢力を作るのに、十年は……」


　しかしそれを、リーレが遮さえぎって言う。


「ルーク先せん輩ぱいの考えた計画なら、おそらく四年で同じところまでこれます」


　それにルークは言葉を止め、リーレを見つめる。そして彼が言った言葉を頭の中で反はん芻すうする。


　四年。


　四年。


　四年。


　それは長いのか、短いのか。


　いや、四年かけてミラーと同じことを仮に自分ができたとして、果たしてこの国を変えることができるのか？


　そうは、思えなかった。


　なぜならどうも、この国は普ふ通つうの道理で回っているようには、見えないのだ。国の内部や仕組みは腐ふ敗はいしきっているのに、国としての力は拡大を続けている。


　軍事力が日増しに跳はね上がり、人口が増え、他国を脅おびやかすほどに強大になっていく。


　それはなにか、人間を超こえた大きな力でも働いていなければ納なつ得とくすることができないような異お常かしな状況で、そしてルークが調べただけでもそんな状態はすでに、百年近く続いている。


　そしてそんな国を、自分が変える？


「はは、とても無理ですね」


　と、彼は小さく呟いて、笑う。


　いや、もう、まずそれをどうにかしよう、というモチベーションを上げることも、できそうになかった。


　なにせ自分は、ただ、頭の回転が他人より少し速い、というだけの能力しか持ちあわせていないのだ。


　そして頭がいい、というのは、あきらめが早い、ということでもある。


　無理だと思ったことはしない。


　効率が悪いと思ったことはしない。


　もしも相手の力や、権力が、自分の手に負えないと判断したら、だめだとわかっていても一度、足を止めてしまう。


　そしてそんな態度で、


「……この、狂った国を変えることができるとは、思えないんですよねぇ」


　と、暗い寝しん室しつで言う。


　やはり自分はここで、ミラーやクラウ、シオンの計画に、乗るべきなのだ。自分たちよりも遥はるかに大きな力を持っている敵に対して、無む謀ぼうにも勝負を挑いどもうとしている馬鹿たちと一いつ緒しよに、お祭まつり騒ぎをするべきなのだ。


　だから自分はいま、ここから逃げる気に、ならないのだろう。


　この、


「圧あつ倒とう的に不利な状況でも」


　とそこで、また遠くでなにかが爆ばく発はつしたような音がする。


　この寝室には光は届かないが、ルークはそれに、自分が入ってきた窓のほうを見る。かすかな風がカーテンを揺ゆらしている。


　それから再び、リーレを見下ろす。彼は少女の口をおさえ、床ゆかに組み伏ふせている。


　そのリーレに、


「じゃあ、計画を続けましょう。女を叫さけばせて」


　と、ルークは言う。


　するとリーレはうなずく。それから少女へと目を向けて、


「いまからあなたを犯おかして、そのあと生きたまま腸はらわたをえぐりだします」


　などと言う。


　それから少女の口から手をどける。


　瞬しゆん間かん。


「いやぁああああああああああああああああああああああああああああ！」


　少女が、悲鳴をあげた。


　広い部屋にその、彼女の悲鳴が反はん響きようしていく。


　その悲鳴の中をルークは歩き出す。


　部屋を出る。


　ちなみにこの屋や敷しきにはいま、さっきの少女と、もう一人の男しか、いないはずだった。残りの衛兵や、仕つかえている使用人などは全部、毒殺してあるはずだった。


　部屋を出るとすぐに、階下への階段がある。そこは吹ふき抜ぬけ構造で、階段の上から、屋敷の入り口の門と、広いエントランスが見下ろせる。
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　そのエントランスの中央に、派手な装そう飾しよくがほどこされたローブのようなものを着た、初老の男が、あらかじめこの屋敷の中に潜せん入にゆうさせておいたルークの部下に、おさえこまれている。


　その部下に、ルークは言う。


「ラッハ、ムー、ごくろうさま。侯こう爵しやくのさるぐつわを、外してあげて」


　それに部下二人が、うなずく。さるぐつわを外す。


　するとワティ侯爵が怒いかりの形相でこちらを見上げ、


「き、貴様、貴族にこんなことをして、ただですむと……」


　が、その言葉が言い終わる前に、ルークは無言でナイフを取り出す。それを投げる。それがあっさり、ワティ侯爵の太ももに刺ささる。一瞬、ワティ侯爵はなにが起きたかわからない、というような顔になり、それからすぐに痛みを感じたのか、


「ぐあっ」


　と、小さく苦く悶もんの声をあげる。


　それににこにこ笑いながら、ルークは言う。


「ああ、すみません、つい手が滑すべりました。どうしましょう。この国で、貴族の方にこんなことしちゃったら、ただじゃすまないのに……私、殺されちゃいますよね？　メチャクチャにされちゃいますよね？」


　なんて言いながら、ルークはさらにもう一本、ナイフを取り出しながら、階段を下りていく。


　そのナイフを見て、ワティ侯爵の顔に恐きよう怖ふの色が浮うかぶ。


「や、やめ……」


　が、無視してまた、


「あ、また手が滑った」


　ナイフを投げる。


　侯爵のもう片方の太ももに刺さる。


　侯爵の顔が歪ゆがむ。


　おそらくもう、傷が治るまでは歩けないだろう。治っても歩けないかもしれない。


　ルークは手で合図すると、ラッハとムーがワティ侯爵から手を離はなす。ワティ侯爵はそのまま、床に倒たおれる。もう動けない。


　その側らまでルークはやってくる。そのまましゃがみ、ワティ侯爵を見下ろして、言う。


「ああ、ああ、本当にすみません。いやー私、ドジだなーってよく上司に怒おこられるんですよね。つい手が滑っちゃうから……でもこれはもう、終わりですよね。貴族の方々のご機き嫌げんを損そこねちゃったら、この国じゃなんにもしてなくても殺されちゃう可能性があるのに、こんな傷までつけてしまって……私、どうなっちゃいますかねぇ？」


　なんて、言う。


「ああ、それに私の部下が、娘むすめさんにも襲おそいかかろうとしてたけど……犯したり、殺したりしちゃだめだよって、言うの忘れてきちゃったなぁ。どうしよう。まだ、間に合うかなぁ」


　と、二階のほうへと目を向ける。


　相変わらず少女の悲鳴は止まらない。


　リーレが本当に犯したり、傷つけているとはとても思えないが、いったいどうやってあれほどまでに泣き叫ぶよう仕向けているのか、それはちょっと不思議だった。


　とりあえずルークはそれを見上げ、それから再び、ワティ侯爵を見下ろす。


　するとワティ侯爵は顔を上げ、こちらを見上げてきている。


「き、貴様、何者だ？」


　それにルークは答える。


「別の貴族に飼われた、犬です」


　噓うそだった。


　だが、噓でいい。


　ワティ侯爵がそれに目を細め、


「別の貴族……？　いったい、なにが起きてる？　私の屋敷を襲えるような貴族など、そうそういるはずが……まさか、テングロン侯爵が……」


　と、向こうから目的の名前を言わせることに、成功する。テングロン侯爵はいま、クラウと交戦している勢力の、リーダー格の貴族だ。ワティ侯爵とは常に権力争いをしている相手のはずで、その名前がすぐに出ることは、わかっていた。


　ルークはそれに、言う。


「ええ、そうです。そして我が主は、あなたが、シオン・アスタール皇子が起こそうとしている革命に参加しようとしている、という情報を、つかんでいる。だからあなたを殺しに……」


　が、それにワティ侯爵は慌あわてて、言う。


「ま、待て！　それは誤解だ！　私はシオン・アスタールなどを担かつぎ上げようなどとは思っていない！」


「そうなんですか？」


「そうだ！　テングロンに伝えろ。おまえと権力争いするつもりは……」


　しかしそれを遮さえぎって、ルークは言う。


「信用、できませんねぇ。それに、あなたがなんと言おうと、どうせ邪じや魔まだから殺せ、と、主には言われています」


　と、手を伸のばす。ワティ侯爵の首をつかむ。それをワティ侯爵は必死に引きはがそうとするが、なんの訓練もせず、ただ、のうのうと肥えさらばえた男の力は、弱い。


　喉のどを潰つぶすようにルークは力を込こめていきながら、


「ああ、それに主からは、あなたの娘も好きにしていいと言われてまして……平民の子種を仕込んでやれ、とのことです。おもしろいですね。ワティの家から、平民の血が混じった子が生まれるんです。それをあなたは見ることができませんが……ああ、まあどうでもいい話ですね。とりあえず死んでください」


　と、言う。


　それにワティ侯爵の表情が変わる。こちらを怒り狂くるった顔でにらみつけてきて、それにルークはにっこりと微笑ほほえむ。


　が、次の瞬間。


　部屋の中に強きよう烈れつな光が放たれる。


『光燐くうり』の光だ。


　屋敷の扉とびらを薙なぎ払はらい、そして、黒い覆ふく面めんと、戦せん闘とう服ふくを着込んだ男たちが突とつ入にゆうしてくる。そして、


「ワティ侯爵を、お救いしろ！　賊ぞくは皆みな殺ごろしだ！」


　なんて声があがる。


　それにルークは顔を上げ、


「おっと、まずい」


　と、ワティ侯爵から手を離す。


　するとワティ侯爵が、


「こ、ここだ！　早く助けろ！」


　そこでルークは慌てて、部下のラッハと、ムーに言う。


「ま、まずい、計画は失敗です。逃にげましょう！」


　すると二人はうなずく。そのままリーレがいるはずの二階へと逃げる。


　それを追ってルークも逃げようとするが、


「させるかっ！」


　黒い戦闘服の男の一人が、一気に間合いを詰つめてくる。かなり早い。男はナイフを取り出し、ルークの胸を刺そうとする。


「くっ」


　それをルークは弾はじき、相手を殴なぐろうとする。しかしよけられてしまい、逆に殴られる。


「ぐあ」


　ルークは思いっきりのけぞる。後方へと吹っ飛ぶ。しかしさらに、男は追いかけてくる。ルークの顔面を左手でつかみ、床に押しつける。さらにナイフを掲かかげる。


　するとその後ろから、


「殺せ！　そいつを殺せ！」


　と、ワティ侯爵が怒ど鳴なる声がして、それと同時にナイフを振ふり下ろされる。


　その腕うでを、ルークは押さえる。しかし徐じよ々じよに、徐々にナイフが押しつけられてきてしまって。


　ルークは、顔をしかめながら小声で言った。


「……力が、強いよリーレ」


　するとそれに、覆面をかぶった男が、やはり小声で言った。


「体重をかけてるので」


「少し斬きられたほうが、リアリティあるかな？」


「おまかせします」
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「ふむ。わかった。じゃあ、こっからの手順は」


「問題ありません。理解してます」


　と、リーレが言うので、ルークはそれにまばたきだけで相づちをうち、それから、腕の力を抜く。


　それと同時に、体を少しだけずらす。


　するとナイフが肩かたの肉を削けずるように刺さる。


「ぐぁっ」


　ルークは苦悶の声を、大きく上げてみせる。


「殺やれ！　早く殺れ！」


　とワティ侯こう爵しやくが嬉うれしそうに叫さけぶが、ショーの時間はもう、終わりだった。ルークは足を跳はねあげ、上にのっているリーレの頭を、思いっきり蹴けり飛ばす。


　リーレはそれに反応できずに、直ちよく撃げきで受ける。吹っ飛ぶ。場所はワティ侯爵の、すぐ近く。


　その、ワティ侯爵へ向け、ルークはもう一本ナイフを取り出し、投げる。


「なっ」


　と、ワティ侯爵は驚おどろいたような顔になり、しかし、


「侯爵っ！」


　リーレがかばうように、侯爵の前に手を伸ばす。するとナイフはリーレの腕に刺ささる。これでおそらく、ワティ侯爵のリーレへの信しん頼らいは、跳ね上がるだろう。


　それを確かく認にんしてからルークは、


「くそ！　外したか！」


　と、やはり大きく言ってみせ、それから、逃げることにする。逃げるのは難しくない。なにせここにいるのは全員、自分の部下なのだから。


　二階にいく。


　ラッハとムーが待っている。ワティ侯爵の娘は気絶させられ、さらに縄なわで拘こう束そくされている。


「この娘こ、どうします？」


　と、ラッハが聞いてくる。


　それにルークは、答える。


「拉ら致ちだ。で、それをシオン・アスタールが救う。テングロン侯爵に襲われたワティ侯爵は、シオン・アスタールの陣じん営えいについて、テングロン侯爵の敵に回る──」


　と、いうのが、ここで成功させたい筋書きだった。


　シオンたちは、ワティ侯爵と手を結びたいと思っていたが、その矢先、テングロン侯爵からの攻こう撃げきを受けた。


　さらにワティ侯爵もテングロン侯爵の攻撃を受けた、という情報を知って、助けにきた。


　さあ、一いつ緒しよに手を結んで戦いましょう──というのが、ここで達成したい筋書きなのだが。


「すでにミラー先せん輩ぱいやクラウ、シオンさんが殺されてると、シオン・アスタールの勢力ってどこにいるんだよ、って話になっちゃうんですよねぇ。さて、どうなるかな？」


　と言いながら、ラッハとムーが、ワティ侯爵の娘を連れて窓の外へ出て行くのを確認する。


　それからここに残していくリーレのほうへと振り返り、


「まあでも、お互たがいを信じて、それぞれの持ち場をきちんと守るしか、やれることはないですけど」


　と呟つぶやき、それから後方へと、下がる。窓から飛び出す。


　そして、次の持ち場へと向かう。


　それは、クラウたちがいる場所へ再び戻もどる道だった。


　いま、この戦いで一番重い責務を負わされているのは、彼だから。なにせ貴族たちが抱かかえる私設兵の大集団と、わずかしかいない兵力でぶつかっているのだ。


　革命軍の本ほん拠きよ地ちはここだと、証明し続けているのは、彼一人だから。


　そして早く助けにいかないと、


「いくらクラウが悪運強くても、死んじゃいますよねぇ」


　と、ワティ侯爵の館やかたの屋根に、再び上る。


　軍の官舎がある方角では、相変わらず激しく光が明めい滅めつしている。


　となるとおそらくは、クラウはまだ、生きてるだろう。それに、


「すごいな」


　と、ルークは感かん嘆たんの声を漏もらす。


　あの兵力差でいまだ戦い続けられる、という、クラウの兵としての力と、指揮官としての力に、驚く以上にもう、あきれてしまう。


　だがそれも、もう長くはなさそうだった。


　さらにミラーからの援えん軍ぐんは、あの様子だとまだきていないだろう。


「ミラー先輩は、やっぱり殺されたか」


　もしそうなら、そういうシナリオを頭の中で進める必要があった。


　ミラーが手に入れようとしていた、アバーズ公こう爵しやくからの援えん助じよはない。


　だが、ワティ侯爵の軍は、リーレがミスをおかさなければ、いずれシオン派の兵として、テングロン侯爵の兵とぶつかってくれるだろう。


　だがそこまで持って行くには最低でもまだ、二時間はいる。


　だが、あと二時間は、さすがのクラウも前線を維い持じするのは無理だろう。


　だから、助けにいかないと。


「まあ、私がいったところで、どうにかなる戦力差じゃないんですが」


　と苦く笑しようしながらも、彼は走りだす。


　暗い、夜の闇やみの中を。


　それでもなんとか革命の光が消えないようにと、彼は──
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　血が舞まう。


　空が真っ赤に染まる。


　爆ばく音おんと、轟ごう音おん。


　魔ま法ほうによる閃せん光こう。


　そして光が瞬またたくたびに、人が死ぬ。


　人が死ぬ。


　仲間が死ぬ。


　それをクラウ・クロムは見つめながら、


「あ～あ～まじぃなこりゃ」


　と言って、楽しげに笑う。


　もちろんいまの状じよう況きようは、笑っていられるような状況ではない。


　なにせいま、クラウたちの前には、貴族どもが金をかけて育て、囲っていた精せい鋭えいが、二千人以上もいるのだ。


　一方クラウたちが持っている兵の数は、たった四百。


　いや、敵の激しい攻撃によってかなり数を減らしてしまっているので、すでに三百を切っているかもしれない。


　おまけにその三百も、すべてが精鋭というわけではない。あきらかに敵の兵たちよりも性能は劣おとっている。


　つまりこれは、あきらかに勝ち目のない戦いくさだった。普ふ通つうの精神なら、こんな状況でここに留とどまってなどいられないはずで、とっくにクラウたちの軍は総そう崩くずれになってもいいはずなのだが、


「……しっかしこいつら、逃にげねぇな」


　と、自分を囲むように立ち、必死に戦っている兵たちを見て、クラウは呟く。


　それはもう、異様な光景だった。


　仲間が次々死ぬ。


　敵の兵力は、もう、どうにもできないほどに大きい。


　なのに、誰だれも逃げないのだ。


　誰も裏切らず、降こう伏ふくしないのだ。


　必死の形相で敵と戦い、そして殺されていく。


　死ぬ瞬しゆん間かんに、一人が叫んだ。


「く、クラウ中ちゆう佐さ！　ローランドを、この国を変えてください！」


　そんな馬ば鹿かなことを叫び、そしてそいつの頭は、敵の『稲光いづち』によって吹ふき飛ばされた。


　さらに他の奴やつが叫んだ。


「くそ、くそ、くそ、おまえらムカツク貴族どもには、絶対に負けねぇええええええええええええ！」


　悲鳴のような声だった。


　そしてそいつも、あっさり殺された。


　本当に誰も逃げようとしない。


　おまえら馬鹿かと怒ど鳴なりたくなるほど、誰も逃げようとしない。


　そしてそれを見つめて、


「こりゃ、おもしろくなってきた～」


　クラウは、笑う。


　にやにやと楽しげに笑う。


　なぜなら彼が余よ裕ゆうを見せていなければ──


　指揮官があきらめてしまえば、もう、ここにいる仲間たちの心を支えているものが、なくなってしまうから。


　戦場の死しに神がみクラウ・クロム。


　敵の血で腕うでを真っ赤に染める、紅こう指しのクラウ・クロム。


　彼がいればどんな劣れつ勢せいな状況でも、一瞬で戦せん況きようがひっくり返ってしまう、なんていう噂うわさを必死にみなが信じて、なんとかここに踏ふみとどまっているのだから。


　だが、


「……その評判を信じてくれた奴らを生かすには、どうすりゃいい？　なにが正解だ？」


　と、彼は頭の中で必死に戦術を練る。


　敵は本当に強かった。


　当然だ。


　このローランド帝てい国こくの中ちゆう枢すうを担になっている貴族たちが抱えている兵なのだ。個人の能力なら、クラウに迫せまるような奴も何人かいるようで、おまけに、


「だーいぶ殺したはずなのに、全然減ってねぇだろこれ」


　と、クラウはうんざりしたような声音で、遠くを見る。


　シュスの話では、敵は二千のはずなのだが、しかし、殺しても殺してもまるで減っていく様子がない。


　むしろさらに増えているようで──


「くそ、こりゃもう、退たい却きやくしながら、時間稼かせぐしかねぇか？」


　と、呟く。


　それから横に控ひかえていたシュスに聞く。


「おいシュス」


「はい」


「もうだいぶ俺らここで時間稼いでるよな」


　するとシュスはうなずいて、言う。


「そうですね。すでに三時間は持ちこたえているかと。兵も百二十人しか失ってません」


　百二十人しか……と、シュスは言った。


　確かにこの軍官舎というあまり逃げ場のない場所で、さらにこの兵力差で三時間戦って、百二十人の損害は少ないかもしれない。


　だがそれでも、百二十人の命が失われてしまっている。


　そしてこちらの兵力はすでに二百八十。


　敵はまだ二千以上いる。


　兵力差はさらに開き、全員総出で敵とぶつかり続けなければならない仲間たちの疲ひ労ろうはたまる。


　おそらく次の三時間は、百二十人の損害では踏みとどまれないだろう。いや、全ぜん滅めつの可能性もある。


　なら、どうする？


　と、クラウは考える。


　どうすりゃいい？


　と、彼は思考を巡めぐらせる。


　ミラーが用意すると言っていた、ミラーが後ろ盾だてとして用意していたアノリタ・アバーズ公爵からの援軍は、くる様子がなかった。


　もしもミラーが援軍の要よう請せいに成功しているのなら、とっくにここにきていてもおかしくないのだが、


「あのおっさん、いったいなにを……」


　しかしそこで、伝令が現れる。


「中佐、こちらを！」


　と、伝令役の兵士がクラウへ一枚の書面のようなものを渡わたしてくる。それはミラーからのメッセージだった。


　メッセージは暗号化されており、見ただけで簡単に読むことはできないが、


「シュ～ス」


　と、クラウは部下にそのメッセージを渡す。そしてその間に、襲おそってきた七人を殺す。部下十人に大規模攻こう撃げき魔法の発動を命じる。そしてその十人が魔法の発動のために動けなくなった穴を、クラウ一人で埋うめにいく。


　クラウが前線に飛び出すと、彼に攻撃が集中し始める。


　ここにいる兵士は全員、クラウを中心に踏みとどまっているのだから、彼さえ殺せれば、この戦争は終わるのだ。


「死んでやんねぇけどな！」


　と、彼はナイフを片手に襲ってきた男の腕をつかむ。ねじって折る。そのままそのナイフを持ち主の首に突つき立てる。地面に捨てて、その後ろから襲ってきた男の腹に蹴けりをたたきこむ。


　さらに左側で『光燐くうり』の魔法陣じんを描えがこうとしていた男の手首をつかむ。そのままそいつの手を使って『光燐くうり』を完成させ、敵兵に向かって放つ。


　それで八人殺すことに成功する。


　とそこで、敵が叫さけぶ。


「ば、バケモノだ！」


「こんな奴とどうやって戦うってんだよ！」


「に、逃げろ！　ここにいたら皆みな殺ごろしにされるぞ！」


　なんて、口々に言い始める。


　ちなみに、最後に『逃げろ、皆殺しにされるぞ！』と叫んだのは、実はクラウの仲間の兵だった。そしてその言葉の効果はテキメンで、敵兵に一いつ斉せいに恐きよう怖ふが伝染し始める。あきらかに動きが遅おそくなり、統制がとれなくなっていく。


　敵部隊の隊長らしき者がなにかを叫ぼうとするが、それを他の仲間が殺す。


　それをクラウは見て、


「あー、いいぞおまえら！　いまの一連の作戦に関かかわった奴ら、生き残ったら昇しよう進しんさせっから、なんとか死ぬ気で生き残……」


　が、言葉を言い終わる前に、敵隊長を殺した仲間の胸に、『光燐くうり』による穴が空いたのが見えた。


　それにクラウは言葉を止め、舌打ちする。


「ちぃっ、馬鹿が、死ぬ気で生き残れっつってんだろ」


　と呟つぶやきながら、さらに敵を殺していく。彼が動くと、みるみるうちに彼の周囲にいた敵の陣形が崩くずれ、敵の数が減っていく。


　だがそれでもやはり、戦況は変わらない。敵に伝わる恐怖も、クラウがいる、この場所だけだ。まるで数が違ちがい過ぎるのだ。それもすでに囲まれてしまっている。


「くそ、そろそろここも、もたねぇぞ」


　とそこで、背後で気配がする。


「クラウさん！」


「あ？」


　敵の首をへし折りながら、クラウは背後を振ふり向く。


　するとシュスが言う。困ったような顔で、


「解読しました」


「んで？」


　そこで一歩、シュスは近づいてくる。そしてクラウにしか聞こえないくらいの小さな声こわ音ねで、


「ミラーさんは、作戦に失敗したそうです」


「あああ？」


「もうここには、援えん軍ぐんはきません」


「はぁあああ？」


「しかしもう革命は始まったので、プラン２を始めるとのこと。助けにいけないので、自力で切り抜ぬけろ、とのご命令です」


　なんていうシュスの言葉に、クラウはますます顔をしかめて、


「ああああああああ？　なんだよそりゃ！」


　と、少しだけ声を荒あららげて、言った。


　そのままもう一度、敵のほうを見る。


　ちなみにここでの戦いは、ケスタリウス皇子を掲かかげるテングロン侯こう爵しやくを、賊ぞく軍ぐんにするための計画が成功するまでの時間稼かせぎが目的のはずだったのだ。


　ミラーはテングロン侯爵と敵対している他の有力貴族と結び、貴族同士で仲間割れをさせて貴族の力を疲ひ弊へいさせ、さらに革命から目をそらさせる、という計略を張はり巡らせていたはずなのだが、しかし、その、ミラーが動かそうとしていた貴族がおそらく、動かなかったのだろう。


　おまけに、いま襲ってきている敵兵たちが欲ほつしているものも、クラウたちは持っていない。


　ミラーたちによって拉ら致ちされたテングロン侯爵の身み柄がらは、ミラーがすでに別の場所へ移してしまっているし、行方ゆくえ不明になっているケスタリウス皇子は、すでにシオンが殺してしまって渡すことができない。


　つまり、ケスタリウスとテングロンの身柄を引き渡して降参しろ、という敵の勧かん告こくに応こたえることができないので、降こう伏ふくすることすらできない。


「ってことはなにか？　あのおっさん、俺にこの状じよう況きようで逃にげ切るか、もしくは何倍もいる敵を全部、殲せん滅めつしてこいって言ってんのか？　あんにゃろ、冗じよう談だんも休み休み……」


　とそこで、さらに敵が襲ってくる。


　そいつの首の骨を折り、地面にたたきつけて、クラウは、


「だぁもう！」


　と、怒ど鳴なる。


　しかし一人殺しても、敵の兵はさらに増え続けている。


　一方仲間の数は、減り続けている。その減り方も、加速度をつけるように急激に減り始めている。


「クラウさん！」


　と、シュスが言う。


「撤てつ退たいしますか？」


　なんてことを、言う。


　だが撤退はもう、無理だった。


　いまさら撤退しても、すぐに追いつかれて、全員殺されるだろう。いや、完全に取り囲まれているのだ。そもそも逃げる場所がなかった。


　もちろん、クラウ一人なら──いや、自分の周囲にいる数人だけを守ってなんとか逃げ切る、というのは、できるかもしれない。


　だが、自分を信じてここで戦ってくれている仲間を見捨てて逃げる、なんてのは、


「おもしろくねぇから、俺にゃ無理だな。でもなら、どうするよ？」


　と、クラウは顔を上げる。


　目の前にまた、魔ま法ほうの閃せん光こうが弾はじける。


　部下の上半身が飛び、血の雨が降ってくる。


　その血を浴びながら、彼は笑えみを浮うかべる。


「な～にが、紅こう指しのクラウ・クロムだ。全身、仲間の血で汚よごれてんじゃねぇか」


　敵が溢あふれ返るくらいにいる。


　そして仲間が死ぬ。
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　仲間が死ぬ。


　その、仲間を助ける方法が思いつかない。


「で、この中で俺が取れるプラン２ってのは……」


　頭を回転させる。その間、彼は動かない。敵の攻撃が迫せまってくるが、その敵はシュスが処理してくれる。


「クラウさん！」


　シュスがそう叫ぶが、無視して思考を巡らせ、そして、


「軍官舎に、立てこもるぞ！　全員を集めろ！」


　と、命じる。


　それにシュスが言う。


「官舎に？　ですが官舎の中に立てこもったら、大規模攻撃魔法一発で、全滅してしまう可能性が……」


「うるせぇ！　どうせここにいても、全滅だろうが！　なら、俺の考えに乗れよ！」


　と、クラウは怒鳴る。


　するとそれにシュスがこちらを見て、それから少しだけ楽しそうに笑う。


「考えが、ある？　この状況で？　なら、信じます。というか、この状況でまだ考えがあるって言えるクラウさんと戦えて、嬉うれしいです」


　なんて言葉に、クラウはシュスを見下ろして、


「おまえ、馬ば鹿かにしてんのか？」


　と聞くと、シュスは笑って、


「いいえ、心から尊敬してます」


　そう言ってから、彼は走り去る。仲間たちに命令を伝えにいったのだ。


　それを確かく認にんしてから、クラウは再び敵兵を見る。


　敵の動きは、さっきよりもさらによくなっている。殺せば殺すほど、精せい鋭えいが前衛にでてくる仕組みになっているようで、官舎に仲間が戻もどる間にも、かなりの被ひ害がいがでてしまいそうだった。


　そしてそれを最小限に防ぐためには、


「俺がここで囮おとりになって、しばらく攻撃を食い止める必要が……」


　とそこで、


「死ね！」


　と、敵の隊長らしき男が襲ってくる。気配は声がする直前まで、感じられなかった。


　男は剣けんを持っている。その剣が首をかすめる。皮ひ膚ふが、切れる。


　その、切れた傷口を、周辺の皮膚ごと、クラウは爪つめでさらに、えぐる。


　毒が自分の体に侵しん入にゆうするのを、防ぐためだ。


　さらにそのまま、剣を使う敵の首に蹴けりを入れる。喉のどが潰つぶれた手応えがある。


　敵は死ぬが、クラウは止まらない。


　敵の毒がついている剣を拾って、


「あああああ、つまんねぇええええ！　てめぇら弱過ぎんだよ！　俺を殺しゃあ全部終わんのに、いったい何千人がかりで、何時間かかってんだ!?」


　と、大声でいう。


　それで敵の目が、一斉にこちらに向く。


　周囲に魔法陣じんが一斉に展開され始めるのが見える。


　これでおそらく、敵は自分のところに殺さつ到とうするだろう。そうなれば仲間たちが軍の官舎に立てこもるだけの時間が、稼かせげるはず……


　その、はずだったのだが……


「やーべ、注目、されすぎた」


　ちょっともう、展開されている魔法陣の数が多すぎて、


「死ぬか、こりゃ」


　と、顔をしかめた。


　そこに敵が一人、飛び出してくる。


　どこの貴族の私兵のものかはわからないが、青い軍服。


　真っ白い髪かみ。


　にやにやと細い糸目。


「って、ルークか」


　ルークはナイフを掲げる。突つきだしてくる。動きは、それなりに速い。


　だが、クラウほどじゃない。


　クラウはあっさりそのナイフをよけ、


「おまえ、なんだよその格好」


　と聞く。


　するとそれに、ルークはこちらに次々とナイフを繰くり出してきながら、


「これですか？　これは、クラウがピンチになったタイミングで出ていこうと敵の格好して潜せん入にゆうしてたんですが……」


「はぁ？　おまえ、敵の中にいたのかよ。ならさっさと出てこいよ」


「いや～、でもここについたの、四、五分前くらいだったんで……それに私が一人出ていったところで、戦せん況きようは変わらないでしょう？」


「まあ、おまえ弱ぇしな」


「でも、その弱い私にちょっと殺されてください。じゃないと、あの魔法の山、止まらないでしょう」


　と、言う。


　それにクラウは、ルークの背後を見る。もう、敵兵たちが構築した魔法陣は、完成してしまっている。


　いまは、どこかの貴族の私兵──に、見える、ルークが襲おそいかかってきているから魔法は放たれていないが、クラウがルークを殺した瞬しゆん間かん、一いつ斉せいに放たれるだろう。


　そしてあんな量の攻こう撃げき魔法を放たれてしまえば、クラウがどれほど強くても、肉にく片へん一つ残らないはずだった。


「だから、おまえが救ってくれたって？」


　クラウが聞くと、ルークはナイフを繰り出してきながら、言う。


「ほんとは、もっといいタイミングになるまで出てきたくなかったんですけどねぇ。でも、自己主張が激しい友達が死にそうだったんで」


「おっと、おまえ、俺のこと友達だと思ってたのか？　俺は思ってないのに？」
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「あはは、やっぱり助けるの、やめようかなぁ」


　とルークは笑う。そして、


「もう、とりあえずいいから、殺されるフリしてください。そうすれば、敵の魔法を一度、リセットできる」


　と、ナイフがまた、突き出される。それをクラウは、よける。


「って、なんでよけるんですか！」


　というのに、クラウが答える。


「時間稼かせぎだ。官舎に仲間を戻らせて……」


　が、その言葉のさきを予想していたかのように、ルークが続ける。


「官舎の中で敵を殺して、私と同じようにその、戦せん闘とう服ふくを奪うばうんでしょう？　で、少しずつ、少しずつ、自分の仲間を敵兵の中に紛まぎれ込ませる。いいと思いますよ。もうこの状況じゃ、それしか手がない。でも気づいてないかもしれませんが、あなたの部下が……たしかシュスさんとかいう名前の彼が、ほとんど官舎の中へ誘ゆう導どうを終えました。だからもう、死んじゃっていいですよ」


　と、ナイフを掲かかげる。


　それをクラウはまた、よける。


「だから！」


　ルークが言うが、クラウは無視して聞く。


「仮に殺されたフリして、そっから、どうする？　敵の魔法は止まるだろうが、俺がほんとに死んだのか、確認にはくるだろう？」


「でしょうねぇ」


「そっから、どうする？」


　それにルークが、次々ナイフを繰り出しながら、言う。


「ダッシュ、ですかね？」


「ダッシュ？」


　と、クラウはそこで、じりじりと近づいてきている敵兵との距きよ離りを見て、それから背後の軍官舎のほうを、ちらっと見る。


　官舎からはけっこう離はなれた場所へと移動してしまっており、味方の兵がまるでいない状じよう況きようで、誰だれからの援えん護ごもなく逃にげるのは大変そうだった。


　おそらく、失敗するだろう。


　そして失敗すれば、それで終わりだ。


　クラウはシュスにまだ、今回の計画について、話していなかった。軍官舎に戻り、それから敵の戦闘服を奪いながら、少しずつ敵軍に潜入して、脱だつ出しゆつする。


　そして時を見て、再び反乱を再開する。


　その、時っていうのが、あればだが。


　クラウはひたすら攻こう撃げきしてくるルークを見つめ、言う。


「おいルーク」


「はい」


「情報のすりあわせをする。まず、ミラーのおっさんは、失敗した」


「ほう」


「で、プラン２へ移行するそうだ。おまえ、プラン２ってなんだか知ってるか？」


　するとルークが答える。


「……アバーズ公こう爵しやくを落とせなかった場合、同程度の勢力を持つステアリード公爵と競きそわせるプランがありましたが……しかし、そうか、ミラー先せん輩ぱい、まだ死んでないんですね。これは、すごいな。それぞれぎりぎり、頑がん張ばってる」


「でもここにはもう、誰も助けは……」


　が、クラウがそう言いかけたところで、ルークが言う。


「いえ、援えん軍ぐんはきます。ミラー先輩がアバーズ公爵からの援助を受けられなかった場合を想定して、私はワティ侯こう爵しやくからの援軍がくるよう、罠わなをはっておきました」


「んで、その援軍はいつくんだよ？」


　するとそれに、ルークは少しだけ表情を曇くもらせて、


「あと、二時間くらい、ですかね？」


「二時間だ？　そりゃやっぱ、もたねぇなぁ」


　と、クラウはうめくように言う。


　それにルークは、なぜかあきれたような顔で、クラウを見つめてきて、


「あー、考えてること、わかりますよ」


「おまえに読まれるほど、俺の頭は単純じゃねぇよ」


　と答えるが、しかし、おそらくルークには全部わかっているだろう。というか、いまのこの、圧あつ倒とう的に不利な状況では、自分たちが取れる選せん択たく肢しは、非常に少ないのだ。


　まず、シュスに計画を伝える必要がある。指示を出す人間を、軍の官舎に無事に送り届ける必要がある。


　そして、この状況でクラウが官舎にたどりつくのは、おそらく無理だった。


　というよりも、クラウさえ殺せばこの戦闘は終わると、誰もが思っているような状況で、クラウが官舎へと帰れば、敵の大規模魔ま法ほうが官舎へと放たれる可能性も、ぐっとあがってしまうのだ。


　それは防がねばならない。


　なら、


「ルーク、おまえが……」


　と言うと、また、彼は途と中ちゆうで言葉を継つぐ。


「私が部隊の指揮をとって、兵を逃がせばいいんですか？」


　それに、クラウはうなずく。


「頭使って、コソコソ逃げたりするのはおまえのほうが得意だろ？」


　するとルークは笑って、


「否定はしませんが」


「なら、頼たのむ」


「で、あなたはどうするんですか？」


　その問いに、彼はにやりと笑う。


「もう、わかってんだろ？」


　そこで、拳こぶしを振ふり上げる。ルークがよけられない速さで、その拳をルークの胸へと突き出す。


　ルークはそれに、反応しない。


　ただ、つまらなそうな顔でそれを見つめ、


「さよなら、ですね。クラウ」


「死なねぇよ」


「はは、じゃあ、また再会できることを祈っ……」


　が、言葉はそこまでだった。


　拳がルークの胸にあたる。


　ルークの体が、後方へ──軍の、官舎があるほうへと、弾はじけるように吹ふっ飛とぶ。


　だが、もうそちらを見ない。ルークへ敵の目が向かないよう、クラウは真まっ直すぐ、敵兵へと目を向ける。


　すると馬ば鹿かな敵兵のうち、いくつかの部隊は魔法の作成を解除してしまっている。


　クラウはそちらを見つめて、言う。


「いまからおまえらに、このクラウ・クロムを敵に回したことを、後こう悔かいさせてやる！　死にたい奴やつから前に出てこい！」


　と、怒ど鳴なる。


　そのまま、走り始める。


　真っ直ぐ、敵軍へ向けて、一人で走り始める。


　そしてそのまま、続ける。


「言っとくが、俺を殺してもこの戦争は終わらないぞ！　革命は、始まったんだ！　この国は変わる！　この腐くさった国は、変わる！　もしもこの国に不満を持ってる奴は──」


　とそこで、早くも敵の前衛に、ぶつかる。クラウは目の前にきた敵を殺す。


　殺す。


　次々殺す。


　そして殺しながら、続ける。


「不満を持ってる奴は、仲間になれ！　立ち上がれ！　狂くるった貴族どもの時代は、終わったんだ！　これからは、平民出身の王族、シオン・アスタールがこの国を……」


　途中で、敵の攻撃がクラウにあたる。


　とある兵の放った『稲光いづち』が頭をかすめ、体ごと吹っ飛ぶ。しかし地面に落ちてから、すぐにクラウは動く。


　敵を殺す。


　だが、彼ができたのは、そこまで。


　敵からのナイフや、剣けんが、体に刺ささる。


　背中に。


　胸に。


　腹に。


　致ち命めい傷しようは、なんとかさける。


　だが、血が溢あふれ出す。


　自分の中の力が、どんどん抜ぬけていくのが、わかる。


　それでも彼は止まらない。


　怒鳴るように、叫さけぶように、言葉を続ける。


「この国は、変わるんだぞ、おまえら！　いま動けば！　いまここで頑張れば、国が変わるんだ！　それがわかんねぇのかっ！」


　そこでさらに一本、剣が腹に刺さり、背後に抜ける。重要な器官がいくつか、斬きり裂さかれてしまったのが、わかる。


　それでクラウは、動けなくなってしまう。地面に膝ひざがつき、


「……ああ、くそ、だめだ」


　顔をしかめる。


　すると目の前に、一人の男が立つ。


　そいつが誰なのかはわからないが、男が言う。


「ふむ。こいつが、クラウ・クロムか。噂うわさどおりのバケモノだな。こいつ一人に、いったい何人殺されたのか……だが結局、貴族に逆らって、殺される……馬鹿の末路は憐あわれだな」


　なんて言われる。


　それにクラウは、顔を上げる。


　そして笑う。


「はっ、憐れなのは、おまえだよ。貴族の犬が」


「ああ、確かに私は貴族の犬だ。そしておまえはその、犬に殺される」


「俺が死んでも、もう止まらないぞ。この国は、変わる」


「世よ迷まいごとだ」


「違ちがうね。もう、始まったんだ。この国は、変わ……」


　しかしそれを遮さえぎって、また、


「世迷いごとだと言っている」


　と、男は言った。


　そしてナイフを取り出し、それでクラウを切りつけてくる。そのナイフには毒が塗ぬられている。一気にその毒が全身に回るのが、わかる。


　意識がどんどん、暗くなっていく。


　それで、終わりだった。


　彼の物語は、終わり。


　クラウ・クロムは、地面に倒たおれた。


　急速に失われる意識の端はしで、男が勝ち鬨どきをあげるのが、わかった。


「クラウ・クロムは殺した！　これで我らの勝利はほぼ確定した！　残党を始末……」


　しかし聞こえたのは、そこまで。


　クラウ・クロムの意識は、そこで途と絶だえた。





　　　　◆


　　　　◆


　　　　◆





　勝ち鬨が聞こえる。


　勝ち鬨が聞こえる。


　軍の官舎の中で、その声を聞きながら、ルークは指示を出し終わり、次の動きを決めるために動いていた。


　ここの部隊は一度、解散する。


　殺して奪うばった敵兵の戦せん闘とう服ふくを着て、敵に紛まぎれ込む。もう、三割の兵は混戦に乗じて敵の中に紛れ込んでいた。


　残り六割を、どれくらい数を減らさずに逃にがすことに成功するか？


　とそこで、


「……クラウさん」


　と、隣となりで、クラウの補ほ佐さ官かんをしていた、シュスとかいう名の男が小さく呟つぶやくのが聞こえた。


　ルークはそちらを向き、しかしもう、なにも言わない。


　クラウがどうなったかは、わからない。


　だが、普ふ通つうなら生きてはいられないだろう。途中、声は聞こえた。


　あの馬鹿は、馬鹿みたいに声が大きいから、この国が変わるだなんだと、子供みたいなことを叫んでいた。


　そしてその声は、この官舎の兵たち、全員に聞こえていた。


　途中、涙なみだを流すものまでいた。


　それほどクラウは部下に慕したわれ、影えい響きよう力りよくを持っていた。


　それはもう、敵兵の心にも響ひびいたかもしれないと、そう思えるほどに、クラウには妙みような求心力があった。


　ルークは、官舎の窓から、クラウがいるであろう方角へと、目を向ける。


　そして、


「……さすがに、死にましたかねぇ」


　と、呟く。


「昔のあの、実験場でも生き残ったんだから……今回も奇き跡せきがあるかな、とも思ったんですが、さすがに無理ですかね」


　そう言って、敵兵の集団のほうを見る。クラウの姿は、当然だが見えない。


　しかしそれを見つめて、


「でもあんなふうな戦い方を見せられたら、撤てつ退たいという選せん択たくは、なくなりましたね。あきらかに逃げるべき状じよう況きようで、あんなふうに前に進まれてしまうと……」


　が、そこでルークは言葉を止めて、驚おどろいたように目を、見開く。


　なぜなら目の前に、異常な光景が現れたから。


　敵兵同士が、殺し合いを始めたのだ。


　なぜそうなったのかは、わからない。


　さっきまでクラウたちの部隊に襲おそいかかってきた敵の兵たちが、互たがいに魔ま法ほうを撃うち合いはじめて。


　そこでルークは、シュスに聞く。


「あれはいったい、どういうことでしょう？　もしかしてすでに、私たちの仲間を、変装させて敵に潜もぐり込ませてましたか？」


　と、聞く。


　だがそれに、シュスは首を振ふる。ただ、神しん妙みような顔で戦場を見つめ、


「……クラウさんの、言葉が……」


　とだけ、言った。


　クラウの最後の言葉が、一部の敵兵の心に、響いた、というのだ。


　もちろんそういうことが起こる可能性は、あった。そうじゃなくても、この国はひどい場所なのだ。不満は溜たまりに溜まっている。


　だがどれだけその不満が溜まっても、ほとんど革命が起きないのが、この国の異常さだった。なにか呪のろいのようなものがかかっているかのように、この国は変わることができない。


　だが、いま、


「…………」


　目の前で、なにかが変わろうとしていた。


　それはクラウの言葉が、兵たちの心に響いたのか。


「それともなにか、どこかで大きな変革でもありましたかね？」


　と、ルークは呟く。


　しかしとにかく、まだ、革命の火は消されていないようだった。これほど不利な状況にもかかわらず、まだ、


「前に進め、ですか。まあ、いいでしょう。クラウがあんなに頑がん張ばったんだ。私ももう少し、お付き合いします」


　と、ルークは窓まど枠わくに手をかける。


　戦場は、ひどい有様だった。


　誰だれが仲間で、誰が敵なのか、わからないくらいに乱れてしまっている。


　当然だ。


　同どう士し討うちが始まったのだから。


　そしてこの混乱を逃がす手はなかった。


　リーレがワティ侯こう爵しやくに援えん軍ぐんを用意させるまでの間。


　ミラーがステアリード公こう爵しやくとアバーズ公爵を同士討ちさせるよう、準備するまでの間。


　そしてその間に、シオン・アスタールが、王として立つためのなにかを、手に入れるまでの間。


「今度は私が、ここを受け持ちましょう」


　そう言って、彼は窓から飛び出した。




　第五章　皇子シオン・アスタール







　場所は変わる。


　ここはローランド帝てい国こくの、中心。





　シオンが扉とびらを開ける。


　するとそのさきには、この国の王がいる。


　ローランド帝国の中心に立つ男が。


　この国の、すべての害悪の元げん凶きようが。


　俺の……


「父親が」


　と、シオンは呟く。


　玉座の間は、広かった。


　石造りの大広間。


　中央に赤いビロードでできた絨じゆう毯たんが伸のびている。


　他には、なにもない。


　ただ、真まっ直すぐ玉座へと絨毯が伸び、そこに一人の男が立っている。


　玉座の前に、座らずに立っている。


　男は一本の黒い剣けんを握にぎりしめ、天てん井じようを見上げるようにして、立っている。


　金色の長い髪かみに、やはり金色の──シオンと同じような色の、金色の瞳ひとみを持った男。


　どういうわけか、年のころは二十四、五に見えた。


　とてもシオンの父親の年ねん齢れいには見えないが、おそらくはあいつが、自分の父親なのだろう。


　なにせここは、王以外が立ち入ることが許されていない、ローランドの王の間なのだから。


　だからシオンは言った。


　この国の、王に向かって。


「おまえが俺の……いや、私の、父親ですか？」


　だが、王は反応しない。


　もちろん、声が届いていない可能性は、あった。なにせこの玉座の間は、かなり広いのだ。


　だがその広さの中に、王以外いないので、それなりに自分の声は響いたはずなのだが。


「……入ります」


　と、シオンは言う。


　しかしやはり、王は反応しない。ただ、呆ぼう然ぜんとした顔で天井を見上げたまま、なにやら小さく、呟いている。


　ぶつぶつとなにかを、呟いている。


　だが、それがなにかは聞こえない。


　それを見つめ、それからシオンは一歩、広間の中へと入ろうとする。


　するとそこに、ルシルが現れる。


　だが彼が現れたのは、シオンの側かたわらではない。


　王の、背後だ。


　剣を握り、天井を見上げている王の背後に、姿を現す。


　まるで王を守るかのように。


　王を支えるかのように。


　その、ルシルがこちらを見つめる。


　その目は、くるな、と言っている。


　こちらに近づくな、と言っている。


　いや、この王の間に入る前にも、すでに忠告されたのだ。


　入れば、力の奪うばいあいになり、そしていまは『勇者』にきちんと認められている王のほうが、力が強いのだという。


　だからいま、この状況で王に接せつ触しよくすれば、シオンは王に取り込まれ、殺されてしまうのだという。


　だから王の間には入るな。王に近づくな──そう忠告された。


　さらにルシルは、いまの状況では王のほうにつくのだという。そういう契けい約やくで、シオンの力が王を超こえて、『勇者』に認められるまでは、それは変わらないのだという。


　だからいま、ここには、シオンには味方がいなかった。


　いつ殺されてもおかしくない。


　いつ襲いかかられてもおかしくない。


　ルシルが真っ直ぐこちらを見つめる。青く澄すんだ瞳でこちらを見つめ、


「何者だい？　君は。ここはローランド帝国の、王の間だと知っての侵しん入にゆうかな？」


　なんてことを、言ってくる。


　まるでシオンのことを知らない、というような口ぶりで、そんなことを言ってきて。


「…………」


　シオンはそれに、しかし、答えない。


　ただ足を、王の間へと伸ばす。踏ふみ入れる。瞬しゆん間かん、体の中のなにかがどくんっと跳はねるような感覚があった。


　自分の中を蝕むしばんでいる暗い力が、なにかに反応するような感かん触しよくがあった。


　おそらくは、『勇者』の力だ。


『勇者』の力が、この王の前に充じゆう満まんしている、もう一つの『勇者』の力に呼応したのを、感じる。


　それもそこにある力は、自分の中にあるものよりも、遥はるかに大きい。


　それが、部屋に入っただけで伝わってきた。もしもこんなものが一気に自分の中に入ってしまえば、きっと、自分は正気を保っていられないだろう。


　それがわかるほどにその力は大きく、そして、


「…………」


　と、シオンは玉座を見上げる。


　王の姿を。


　父親のはずの、男の姿を見上げる。


　男が、正気を保っているようにはとても見えない。


　シオンがこの部屋に入ってきてもまるで気にした様子がなく、剣を片手にただ、ただ、天井を見上げているのだから。


　シオンはそのまま、玉座に向かって歩を進める。


　それにルシルの瞳が、細く、細く、閉じられていく。


　それがなにを意味しているのかは、わからない。


　あきれているのか、落らく胆たんしているのか。


　ただ、シオンのその行動を快く思っていないのは、確かだった。


　そしてやがて、ルシルの目が、閉じる。


　と同時に、王の視線が、天井から降りてくる。そのまま近くまでやってきたシオンを、見下ろす。


　すでに意志を失ってしまっている、虚うつろな金色の瞳でこちらを見下ろし、


「……誰だ？」


　と、聞いてくる。


　声も、嫌いやになるほど自分とそっくりだった。


　それにシオンは、答える。


「あなたの、息むす子こです」


「息子？」


　王が首をかしげる。


　そして、言う。


「はは、私に、息子はいない」


　などと、言う。


　それに一瞬だけ、心の中がざわめくような感覚がある。


　たとえばそれは、母が無理矢理こいつに人生を奪われ、子供を生むころには捨てられたことや、その後の母の辛つらそうな顔を思い出して。


　それでも自分に接しているときだけは、いつも笑え顔がおだった母を思い出して。


　だが、それをシオンは面おもてにはださない。


　そんなことには、意味がないからだ。


　そもそもこいつにはもう、正気がなくなってしまっているように見える。


　そしてそれでもいま、自分は、こいつからの助けがいるのだ。


　それはこの国を変えるため。


　ミラーの計画を成功させるため。


　軍の官舎でいま、貴族の私設兵と殺し合いをしているクラウたちを助けるため。


　この狂くるった国でもがき、苦しんでいる民たみを救い出すため。


　シオンは感情をださずに、ただ、


「そうですか。ですがあなたが覚えていなくても、私はあなたの息子です」


　胸に手をあて、そう言った。


　すると王は不思議そうな顔でこちらを見つめる。


「ふぅん。ではその息子がここになにしにきた？　我が玉座を奪いにきたか？」


　それにシオンは答える。


「そうだと言えば、お父様は私をどうなさいます？」


「さて、な。殺すか」


「殺せますか？」


　王はこちらを見下ろし、唇くちびるの端はしを片方だけ上げて、笑う。


「殺せるか、だと？　私がおまえを殺せるか？　は、はは、ははは、おもしろいことを言う。それはおまえももう、すでに感じているだろう？」


「…………」


「おまえがもしも本当に私の息子ならば、いま、自分の中にある力の大きさの違ちがいを、感じているだろう？」


「…………」


「もしもおまえが私と代わってくれるというのなら、喜んで代わろう。ここにいるのは、辛い。意識がぼやけるんだ。あまりの力の大きさに、なにも考えることができない」


「…………」


「ただ、ただ、痛みと、苦痛と、絶望だけが体の中を駆かけ巡めぐっている。それをおまえは、代わってくれるのか？」


「…………」


「おまえは『呪こいれ』を受け止めるだけの器うつわがあるというのか？」


「…………」


「なら、助けてくれ。解放してくれ。この呪いから私を──」


　とそこで、父親が一歩前に出る。


　刹せつ那な、耳元で声がする。小さな、小さな、囁ささやくような声で、


「馬ば鹿かが、もう十分だろう。逃にげろ」


　ルシルの声だった。


　だが、もう遅おそい。


　目の前で父親が剣けんを振ふり上げる。するとその剣から分ぶん裂れつするように、数本の黒い剣が生まれる。


　見たこともないほどに黒く、暗い、闇やみ色の剣。


　その剣が突とつ如じよ現れ、それから一いつ斉せいにこちらに飛んでくる。


　よけられる速さじゃない。


　一本が首に刺ささる。


「ぐっ」


　という声が自分の喉のどからあがる。


　さらに胸に一本、右みぎ腕うでに一本、左足に一本が、突つき刺さる。


　痛みはない。


　血もでない。


　ただ、黒い剣が体を貫つらぬき、さらに中に入ってこようとする。そしてその黒い剣には呪いが込こめられている。


　それは化ばけ物ものの呪い。


　この国に古くから棲すみついている、異形の神の呪い。
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『堕おちた黒い勇者』の呪いだ。


　それが、自分の中に入ってくる。


　入ってくる。


　そして自分の中にあった呪いと、結合しようとする。体の中を駆け巡っていた不快さ、苦痛、絶望感が一気に増大していく。いままでの何倍も、何倍も、何倍も大きな呪いが、皮ひ膚ふの下を、内臓の奥を、脳の奥底を這はいめぐり、


「……ぐあ、あああ、ああああああ」


　シオンは、その場に立っていられなくなる。膝ひざをついて、腹を押さえる。しかし我が慢まんしきれずに、口から吐と瀉しや物ぶつが溢あふれる。そこに血が混じっている。血の色は赤くない。金色にきらきらときらめいているが、しかし、


「…………」


　それがなにを意味しているかを考えられるほどの余よ裕ゆうは、もうシオンにはなかった。


　父親が言う。


　王が言う。


「ほう。耐たえるか。なら本当に、おまえが私の次の生いけ贄にえなのか？」


「……ぐ、ぐ、あ……」


「バケモノはやっと、私を解放してくれる気になったのか？」


「…………うあ、あ」


「なら、なら早く解放してくれ。この絶望から解放してくれ。力はやる。権力もやろう。この狂った世界から、ここから私はもう、逃げたいんだ」


　そこでさらに、剣が体に突き刺さってくるのが、わかる。


　一本。


　二本。


　三本。


「あ、ああああああああああああああああ!?」


　シオンはそれに、絶ぜつ叫きようする。


　口から内臓が飛び出し、狂ってしまいそうな感覚がある。


　それを必死にこらえる。叫さけびながら、彼はこらえる。


　すると王の声が近づいてくる。


「まだ耐えるか。まだ耐えるか。は、はははは、はははは、終わるんだな。ついに私の苦痛は終わるんだな」


　また剣が刺さる。もう、何本の剣によって体を貫かれたか、わからない。だが、王からの力の譲じよう渡とは止まらない。


　もう、耐えられない。


　限界を超こえてしまって、なにも考えられなくなってしまう。


　誰だれかを救いたいとか、なにかを守りたいとか、そんなことはどうでもよくなってきて、ただ、苦痛の上をふわふわと漂ただよっているような感覚だけが感情と思考を支配し始めて。


「…………」


　シオンは、震ふるえる。自分が自分でなくなっていってしまう感覚に、震える。


　そして必死に思い出す。狂ってしまわないように、必死に思い出す。


　それは死ぬときまで笑っていた母親の顔。


　自分に希望を託たくしてくれた友達の顔。


　自分が選せん択たくを誤ったせいで死んだ仲間の顔。


　泣きながら仲間を裏切っていたキファの顔や。


　全部をあきらめたような顔で牢ろうに入った、あいつの……


「…………」


　ライナの、顔を。


　あの、ねぼすけのやる気のない顔を思い出して、


「…………く、くそ」


　シオンは、必死に自分を保とうとする。内側から爆ばく発はつしてしまいそうな苦痛に耐えながら、震えながら顔を上げる。


　するといつの間にか、父親がすぐ、目の前までやってきている。こちらの顔をのぞき込むようにして、手を伸のばせば届きそうなほどの近さまでやってきている。


　その目は虚うつろだ。


　正気を保っている目ではない。


　その、落ちくぼんだ目でこちらを見下ろし、


「か、代わってくれ！」


　と、言う。


「この苦痛を代わってくれ！」


　と、言う。


「おまえが誰だか知らないが、私を、私を救ってくれ！」


　そう、すがりつくように言ってきて。


　こいつは王のくせに。


　この国のすべての民を守る責務を負っているはずの立場にあるはずなのに、なにもかもを自分になすりつけようとしてきて。


「さ、触さわるな！」


　と、シオンは王の顔を、思いっきり殴なぐる。


　苦く悶もんの表情で王は一いつ瞬しゆん、後ろへと下がる。


　シオンはその王の胸についていた、マントを留とめるための装そう飾しよく具ぐをつかむ。


　その装飾具は、『槍やりに蛇へびが絡からみついている』という、ローランド帝てい国こくの紋もん章しようが象かたどられている。


　それをシオンはつかみ、奪うばい取ると、立ち上がる。痛みと絶望で倒たおれてしまいそうな体に必死に力を入れ、立ち上がると、


「……ああ、そんなに嫌いやなら、代わってやる！」


　と、叫ぶ。


「い、いまはまだ、力が足りないが……いつか、いつかおまえを玉座から引きずり下ろしてやる！」


　と、怒ど鳴なる。


「……国も、民も、家族も、俺の母親も……いや、自分のことすら守れないようなクズは、俺が引きずり下ろしてやるから！　だから、だからおまえはここで、待ってろ！　この国の王の座は、俺が引き継ついでやるから！」


　そう、叫びながら、しかし彼は後ろへと下がる。


　これ以上『勇者』の力を譲渡されてしまうと正気が保てなくなってしまうので、彼は逃げるように、下がる。


　そしてそれに王は。


「…………」


　なにも言わず、なにもしない。


　ただ、虚ろな目でこちらを見つめているだけで。


　失望するような目で、こちらを見るだけで。


　しかし無視して、シオンは下がる。


　父親をにらみつけながら、後ろへと下がる。背中が門に当たる。その門を、背中で押すようにして、開く。


　やはり王は、なにもしない。


　追いかけてもこない。


　ただ、悲しそうな顔でこちらを見るだけ。


　辛つらそうな顔でこちらを見るだけ。


　シオンはそれをにらみつけ、


「おまえは、俺が……」


　というと、王が突とつ然ぜん、口を開く。


「救ってくれるか？　息むす子こよ」


　それにシオンは顔を歪ゆがめ、そして、


「…………」


　なにも言わずに門の、外に出た。


　途と端たん、空気が一気に軽くなるのを感じる。


　いや、もちろんさっき体に取り込んでしまった『勇者』の呪のろいが減るわけではないので、内部で蠢うごめいている苦痛は変わらないが、しかし、彼の周囲を埋うめ尽つくしていた狂きよう気きのようなものは、急激にその重さを失っていく。


「ぜはっ」


　それに彼は、大きく息を吸う。


　吐はき気けを抑おさえるように。


　苦痛をこらえるように、彼は息を吸う。吐く。


　それでほんの少しだけ、落ち着く。


　そのまま閉じた門のほうを振ふり返り、


「あれが……」


　と、彼は呟つぶやく。


「あれが、俺の父親か……」


　完全に狂くるってしまっていたこの国の王の姿を、思い出す。


　子供のころに想像した父親の姿とは、ずいぶんと違ちがった。母親を苦しめて、馬ば鹿かにして、最後には捨てた非道な父親、というイメージをずっと持っていたのだが、しかし、


「それよりもずっと……」


　質たちが悪いじゃないか──と、彼は小さく呟く。


　するとそこで、目の前にまた、ルシルが現れる。


　美しい金色の髪かみに、異常なまでに整った容姿。ルシルがこちらを見下ろして、言う。


「生きて、戻もどるとはねぇ」


　それにシオンはルシルを見上げて言う。


「はっ、俺のそばにいていいのか？　おまえの主は、俺の親おや父じなんだろう？」


　するとルシルは笑う。


「彼はもう狂ってるから、一いつ緒しよにいてもおもしろくないんだよ」


「で、俺といるのはおもしろいって？」


「はは、さてね。で、これほどのリスクを冒おかすだけの価値が、果たしてあったのかな？」


　と、聞かれる。


　それにシオンは自分の手のほうを見下ろす。手には紋章がつかまれている。それは金色に輝かがやいていて、なにかしら高価な金属で作られていることがわかる。


　その紋章を掲かかげて、


「これは手に入れた」


　それをルシルも見下ろして、


「それに、意味がある？」


「さあ」


　言いながら、シオンは立ち上がる。あまりの痛みに床ゆかを転げ回ったせいで、汚よごれてしまった服の埃ほこりをはたく。しかし服には血と、吐と瀉しや物ぶつもついてしまっていて。


　そしてその血が、服に赤いシミを作っている。


　それにルシルが言う。


「ふむ。まだ血が、赤いね」


「うん？　あれ、吐いたときは金色に見えたんだけど」


「まだ、君は『勇者』にきちんと選ばれてないから。『勇者』は君の父親を気に入っている」


「ふぅん。ってか、選ばれると俺の血、金色になるのか？」


　するとルシルは笑って、


「派手だろう？」


「いや、派手になりたいわけじゃないんだけど」


「あはは」


　と、ルシルは楽しげに笑うが、正直笑い事じゃなかった。いまだって体の中に溢あふれる苦痛は、我が慢まんできないほどに大きいのだ。おまけに血の色まで変わるだなんて、


「俺、耐たえられるかなぁ」


　と、少し不安になる。


　するとルシルは肩かたをすくめ、


「君が耐えられないで狂ったら、また、退たい屈くつな毎日が始まるよ。狂きよう人じんのそばに侍はべるのは、それなりに苦痛だからね。だからできるだけ、君が狂わないといいのだけど」


　なんて、言う。


　そしてそのまま姿が薄うすくなって、消えてしまう。


　それをシオンは確かく認にんしてから、もう一度手に持っていた金の紋章を見る。


「……さて、これを俺は、どれくらい有効に使えるかな」


　そう言いながら、歩き始める。


　玉座の間の前に伸びる廊ろう下かを抜ぬけ、いくつかの衛兵たちのチェックを受けてから、外へ。


　外に出ると、ここにシオンを送ってきてくれていたカルネがつまらなそうな顔で待っている。空を見上げ、口笛を吹ふき、ふらふらと二、三度左右に揺ゆれたところでこちらの存在に気づき、振り返る。


　童顔でいまいちへらへらとしたような表情のカルネがこちらを見つめ、


「お～、すごい、生きて帰れたんですねぇ」


　と、ルシルと同じようなことを言う。


　それからシオンの体を上から下まで、見る。そして血と埃と吐瀉物で汚れている彼の服に首をかしげ、


「シオンさんが言うところの、親子水入らずでのご対面って、ＳＭプレイとかすることだったんですか？」


　なんて馬鹿なことを聞いてくる。


　しかしそれを無視して、シオンは真まっ直すぐ、カルネの後ろに控ひかえていた馬車へ乗り込む。





　カルネはそれに肩をすくめ、同じように馬車に乗りこむと、


「あ～、出して。いきさきは、ヌーブル伯はく爵しやくのところですかね？」


　などと、言う。


　そしてそれは的確な指示だった。いま、ここでシオンが王との面会に成功した──という情報を持って行くべき相手は、貴族たちの中でも、どの派は閥ばつにも所属していないといわれているヌーブル伯爵のもとへと持っていくべきだった。


　ヌーブルを落とせば、無所属の他の貴族たちをこちらに取り込める可能性も出てくる。


　ミラーが集めてきた貴族の後ろ盾だてと、シオンが集めてきた貴族の後ろ盾。


　そこにさらにヌーブルの勢力が加われば──


「いや、それでもまだ、足りないが……」


　だからといって、なにもしないわけにはいかない。


　彼は手に握にぎった、紋章をもう一度見る。


　カルネがそれに、聞いてくる。


「それは？」


　それにシオンは、答える。


「父親から、奪うばった。これを、王位を譲ゆずり受ける約束をした、という看板にする」


　するとカルネは目を丸くして、聞いてくる。


「ほんとに譲り受けたんですか？」


「いいや」


「なのにそんなこと言って、大だい丈じよう夫ぶなんですか？」


　それに、シオンはうなずく。


「たぶん、ね。少なくとも、この国の王はそれを否定したりはしない。というか……」


　あいつにはもう、そんなことをするだけの理性が残っているようには、見えなかった。だからなにを言おうと、この紋もん章しようをどう利用しようと、問題は起きないはずだ。


　あとは、


「俺がどれだけうまく立ち回れるか、なんだけど」


　と、彼は馬車の椅い子すに、体を沈しずめる。さっきの王との力の奪いあいで、体中が痺しびれるほどに、疲つかれてしまっている。さらに椅子に背中を押しつけると、眠ねむ気けまでやってきてしまって。


　それをカルネが見て、言う。


「疲れてますね」
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「そう見える？」


「ええ」


「まあ、初めての親子対面だったからなぁ」


　というと、カルネは不思議そうな顔で、


「僕は親を知らないので、わからないですが」


　なんて、言う。


　その言葉に、シオンはカルネを見つめ、それから、


「そうか」


　とだけ言って、目を閉じる。


　すると意識が闇やみに吸い込まれていくような、内側で這はい回っている呪いに、意識を乗っ取られそうな感覚がある。


　それに必死で抗あらがいながら、彼は、夢の中へと落ちていこうとして。


　しかし、


「あ～、寝ねようとしているところすみません。シオンさん、敵です」


　状じよう況きようは、それを許してくれない。


　目を開ける。


　すると目の前ではもう、戦せん闘とうが始まっている。馬車の扉とびらを破って、二人の武装した兵士が入り込もうとしてきて、しかしその二人の首に、カルネがナイフを突つき立てている。


　だが、敵はそれだけじゃない。


　外から声がする。


　それも、数人の声が同時に、


『求めるは雷らい鳴めい〉〉〉・……』


　一いつ斉せいに、『稲光いづち』の詠えい唱しようを始めていて、カルネがこちらを見て、言う。


「馬車を捨てます。外に出て！」


　と、シオンの胸むなぐらをつかんで、敵が侵しん入にゆうしてきたのとは反対の扉を開き、外へ投げ捨てる。


　それにシオンは吹っ飛ばされながら、見てしまう。


　カルネを乗せたままの馬車が、五筋の『稲光いづち』によって爆ばく発はつするのを。


　と同時に、シオンは地面に着地し、転がる。体勢を立て直して、状況を確かく認にんする。


　すると敵は、七人いるようだった。


　いずれもローランドの軍服を着込んでいる。そのうちの数人が、こちらを見る。


　殺せ、と叫さけぶ。


　それにシオンは、


「くそっ」


　走り出す。


　馬車から、カルネが飛び出してくる。カルネの左ひだり腕うでは、血まみれで動かなくなってしまっているようだったが、それでも彼の動きは速い。


　目の前にいた一人の首に、右手だけでナイフを突き立てる。


　だが、七人の敵の中で一番背の低い男が言う。


「護衛は無視しろ！　目標は、シオン・アスタール皇子、ただ一人だ！　捕ほ獲かく、もしくは殺すことに成功した奴やつには、一生遊んでくらせるだけの報ほう奨しよう金きんがでるぞ！」


　と、叫ぶ。


　すると一斉に敵がシオンのほうへと襲おそいかかってきて。


　そしてそれに、シオンは言う。


「ルシル」


　と、本当の護衛の名を呼ぶ。


　だがそれに、ルシルは姿を現さない。


　ただ、声だけが聞こえる。


　耳元で、囁ささやくような声が、


「……助けないよ。これくらいを乗り切れないなら、君にはたぶん、無理だ」


「…………」


「だからとりあえずは、不可能を可能にして見せてくれ。じゃなきゃ、民たみの心は君に集まらない。勇者の力は、つかんだニンゲンの心の量で決まるんだから……そして君は、現国王よりも多くの心をつかむ必要がある……圧あつ倒とう的なニンゲンの心をつかむ必要がある。となると、奇き跡せきがいるよねぇ」


「…………」


「この国の誰だれもが、君を応おう援えんしたくなるような、奇跡や、伝説が……さて、それを君は、作れるかな？」


「…………」


「エスタブールの戦せん役えきで活かつ躍やくした、英えい雄ゆう王子──それが果たして、この国の王にまで上り詰つめることができるのか？　私は楽しく、見物させてもらうよ」


　と、声が響ひびいて、そして消える。


　その声は実際にこの場に響いたのか、それとも自分にだけ聞こえたのか、それはわからない。


　だが、とにかくルシルは助けてくれないようだった。


　なら、


「馬で逃にげる。カルネも……」


　が、それにカルネが、答える。


「僕はここで、敵を殺します。シオンさんは、さきにいってください」


「でも、君一人じゃ……」


　しかしそれにカルネが、もう一人敵を殺しながら、


「あなたがいたほうが、邪じや魔まですよ。あなたはあなたのやるべきことを。で、僕は僕のやるべきことを……それぞれ、全力でやりましょう」


　と言って、背の低い、リーダー格とおぼしき相手へと、カルネは攻こう撃げきを仕し掛かける。


　しかし敵も強そうだった。カルネの攻撃をあっさりよける。さらに部下にまずはカルネを殺すように、命じる。


　カルネは片腕の動うごきを封ふうじられてしまっていて、あきらかに不利に見えた。


　このままでは、殺されてしまうだろう。


　だがそれを、


「…………」


　シオンは助けようとは、しない。カルネの言う通りだから。自分の実力では、彼らのレベルの戦闘の中では、足手まといにしかならないから。


　いや、いまの自分ではまだ、誰も救うことができないから。


　だから自分は、


「俺は……俺がいるべき場所へいく」


　そう言って、両手を動かしながら魔法陣じんを描えがく。その魔法陣が完成すると同時に、馬車の馬の背に乗る。そして、馬車と馬とを繫つないでいたハーネスへと手を向けて、叫ぶ。


「求めるは雷鳴〉〉〉・稲光いづち！」


　刹せつ那な、魔法陣の中央に光の塊かたまりが現れ、そこから稲いな妻ずまが放たれる。ハーネスを焼き切り、馬が自由になる。


　シオンは馬を走らせる。


　すると背後で、稲妻や、閃せん光こう、炎ほのおが弾はじけるのが、わかる。


　カルネが本格的に戦闘を始めたのだ。


　だがやはり、シオンは振ふり返らない。全力で馬を走らせて、貴族たちが住まう区画へと、進む。


　いったさきで、自分がなにを、どれだけやれるのかは、わからない。


　ルシルの言った通りだ。


　この戦争には、奇跡がいるのだ。


　奇跡が起きなければ、勝てない。


　そしてその奇跡を、自分は起こせるのか？


　起こせなければきっと、


「……仲間は全員、殺されるな」


　と、シオンは薄うすく笑えみを浮うかべながら、言う。


　いつもそんなことばかりだった。


　あの、ライナと一いつ緒しよに出た戦場でも。


　いや、子供のころからずっと、自分のそばにいる人間は、死んでいく。


　泣き叫びながら死んでいく。


　それは兄弟たちや、貴族たちからの嫌いやがらせで。


　それはこの、腐くさった国に耐たえきれなくて。


　だがそれもすべて、


「この戦争で、終わらせる。この国を変える」


　そのために、悪魔に魂たましいを売ったのだ。


　人間をやめる覚かく悟ごまでして、前に進むと決めたのだ。


　もうライナや、キファや、仲間たちが泣いたりしないように。


　母さんが、人生をなくしたりしないように。


　ここにいる人間たちが、狂くるったこの国に押し潰つぶされたりしないように、


「俺は……」


　と、シオンは言う。


「俺はこの国を……」


　必死に馬を走らせる。


　また別の刺し客かくが、前方に現れるのが、見える。


　数は十人以上。


　さっきよりも、多い。


　それを見つめ、それからまた、さっきのルシルの言葉を思い出す。


　奇跡がいる、という、あの言葉。


　それにシオンは笑みを浮かべ、


「やってやろうじゃないか。必要なら奇跡だろうがなんだろうが、いくつだって起こしてやる。全員の心を掌しよう握あくして、俺は……俺はこの国の王に……」


　とそこで、敵の魔法がシオンの馬にあたる。シオンは馬から落ちる。だが、すぐに走り始める。敵から逃げるように、必死に、無様に路地を逃げながら、


「俺はここで、この国の王になって、世界を変えてやる！」


　そう、叫んだ。






　はうつー・なんせんす・まにゅある







　突とつ然ぜん、違い和わ感を感じた。


「…………」


　狭せまい部屋の中。強きよう烈れつな違和感を感じる。


　それに。


「……なんだぁ？」


　ライナ・リュートは思わず、小さくそう呟つぶやいた。寝ね癖ぐせのついた黒くろ髪かみに、朝から晩までずーっと寝ぼけた黒い瞳ひとみ。


　しかしいま、その、ぼやけた瞳を彼は大きく見開いて、緊きん張ちようさせている。


「…………」


　あきらかに。あきらかになにかいま、異常なことが自分のすぐそばで起きたのが、わかったから。強烈な違和感。異様な雰ふん囲い気き。


　それを感じる。


　だから彼は緊張して、


「いったい……いったいなんだ、ありゃ？」


　そう言った。


　ちなみにいま、彼がいるのは王城のいつもの質素な執しつ務む室しつだった。


　例によって例のごとく、この国ナンバー１の仕事狂きよう、馬シ鹿オ王ンに仕事を押しつけられて死にそうになっていたところに、突とつ如じよ、その違和感は、現れたのだが。


　いや、現れたという説明は、少し間ま違ちがっているかもしれない。最初からそれはあって、そして、ライナがやっといま、その、異常な物体に、気付いたという言い方が正しいだろう。とにかくその、異常な物体がある方向を、彼は見つめた。


「…………」


　もう、じーっと見つめた。


　するとその、ライナが見つめた先にいた男が彼の視線に気付いて、


「……ん？　どうしたライナ？」


　顔を上げる。目の前の机で、書類と格かく闘とうし続けていたこの部屋の主あるじが顔を上げて、こちらを見る。気高さを感じさせる銀色の髪かみに、強い意志がこめられた金の瞳。


　ここローランド帝てい国こくの若き王にして、ライナに仕事ばっかり押しつけてくるいじめっ子大王──シオン・アスタールだ。


　彼はこちらを不思議そうな顔で見て、


「うん？　なんだよそんな真しん剣けんな顔でこっちばっか見て。俺の顔になんかついてるか？」


　なんて聞いてくるが、ライナは答えない。


　というか、答えられない。


　そんな質問に答えている暇ひまはなかったから。


　とにかくいま、この狭い執務室の中では異常な事態が起きていた。もう、誰だれも想像していなかった異常事態が起きていて。


　それにライナは、


「…………」


　震ふるえる。言葉を失って、震える。


　するとシオンがさらに怪け訝げんそうな顔になり、


「だからいったいなによ？　黙だまってたらわか……」


　が、もう、最後まで言葉を聞かない。シオンの言葉なんて、聞いてる場合じゃないから。


　それほど事態は切せつ迫ぱくしていた。だからただ、ライナはじっと、その場所を見つめる。


　異常事態が起こっている場所を、見つめる。


　するとそれに、シオンもやっといまの事態の緊きん急きゆう性せいに気付いたようだった。


　彼も真顔に戻もどり、ライナを見つめる。それから、ライナの視線が向いている方向をたどり、


「いったい……ライナはなにを見てんだ？」


　と、振ふり返った。


　瞬しゆん間かん。


「…………」


　シオンも震えたのが、ライナにはわかった。


　彼がそれを見つけてしまったのが、わかった。


　そしてそれの放つ、あまりの威い圧あつ感に、異様な雰囲気に、がくがくと震え始めるのが、わかった。


　当然だろう。


　それほどそこにあるものは、強烈なのだ。


　ライナはそれを、見つめる。


　恐きよう怖ふに震えながら、じっと見つめる。


「…………」


　それは、シオンの背後の本ほん棚だなの中に収まっていた。


　そこにはいつも、ちょっと古びた、ぶ厚く巨きよ大だいな辞典のようなものが収まっていたはずなのだが、今日に限ってなぜか、別のものがささっていた。


　でもそれに、最初は気付かなかったのだ。


　部屋の、いくつもある本棚の一部の本が、別の物に入れ替かわっていたってなかなか気付けないものだと思う。


　でも、ふとした瞬間に気付いてしまう。


　ふとした瞬間に、見つけてしまう。


　そしてそれが、命取りになる。


「…………」


　ライナは、見る。


　シオンの背後の本棚を、見る。


　その本棚にはいま、ぶ厚く巨大な辞書──ではなく、小さめの、一冊の本がささっている。


　表紙は目がちかちかするほどの蛍けい光こうピンク。


　あきらかにちょっといかがわしい、奇き抜ばつなピンク。


　そしてその本のタイトルは。


　世界に、恐怖を放ちまくるその、タイトルは──


『いますぐ女にモテるための、１０１の方法』


「っておまえ……」


　と、ライナが言いかけた、刹せつ那な！


「ち、違ぁああああああああああああう！」


　シオンが叫さけんだ。絶ぜつ叫きようするように叫んだ。


　が、もう信じられなかった。そんな叫びは信じられなかった。いままでのシオンの、『女なんて興味ないぜ』的な好青年スマイルも含ふくめ、ライナは全部信じられなかった。


　世界すべてに、神や悪あく魔まやなんかもういろいろに裏切られたような気がした。


　だってそこに、真実があったから。


　本棚の中に、真実があったから。


　だからライナは、シオンに向かってもう、この上なく優やさしい、生温かい微び笑しようを浮うかべて言った。


「あは。まあまあ、そんな必死にならずに」


「ってちょっと待ってってえええええ！　おまえ、おまえ絶対なんか勘かん違ちがいして……」


「いやいやシオン君。わかってる。よお～くわかってるよ。シオンだってあれだよな。この国じゃ英えい雄ゆう王おうとか呼ばれて人気者ぶってるけど、しょせんは二は十た歳ちの若い男……そういう……そういう血迷った時期も……ぷぷぷ」


「ぷぷぷってなんだぁあああああ！」


　と叫ぶシオンに、ライナは優しく言ってやる。


「い、いや、ほんと笑ってな……ぶぁはは……ほんとほんと……ふひはは……噓うそ、これあれね？　笑った真ま似ねね？　ほんと笑ってない。これほんと。それより、いや～うん。僕はあれ、健全だと、思うよ？　二十歳はこうでなきゃね？　そうかモテたいか。うんうん。そんなにモテ……」


「だから違うって！」


　悲痛な顔で叫ぶシオンに、なんだか可哀かわい想そうになってきてライナはもう、許してやることにした。


「はいはい。そうだね。違うね。僕だけはわかっているよ、マニュアル君」


「全然わかってねぇえええええええええ!?」


　シオンは再び絶叫した。ここ最近では珍めずらしいほどうろたえきった顔で絶叫した。


　いや、普ふ段だんのシオンなら、『いますぐ女にモテるための、１０１の方法』を持っていたことが判明したとしても、ここまでうろたえたりはしなかったかもしれない。


　だって実際に、国中の女からモテまくっているのだ。いま、シオンが俺の女になれと言えば、ついてくる女は星の数ほどいるだろう。


　それだけ彼には魅み力りよくがあるし、おまけに世界的に有名な英雄王だしで、彼はもう、恐こわいものなしのはずだった。それこそ別にこんな本の一冊や二冊持ってたって、恥はずかしくもなんともない。ジョークで買ってみた、ぐらいで、許されるはずの話だ。


　だがしかし、シオンは異常なまでにうろたえていた。いつもすました顔をして、動どう揺ようしたりしないはずの彼が、絶叫してしまうほどうろたえていた。


　その理由は、なにか？


　その答えは。


『いますぐ女にモテるための、１０１の方法』の、横に並んだ本のタイトルにあった。


　その、本のタイトルは──





『部下をうまく使う、１０１の秘ひ訣けつ』


『ザ・リーダーシップ!!　成功体験者１０１人から学べ!!』


『ＨＯＷ　ＴＯ　国造り～１０１ステップで、君も王様だ！（成功スゴロク付き）』


『友達のいない君へ──１０１人友達できるかな？』


　などなど。





　その、ずらっと並んだ、こう、じんわりと優しい気持ちになってくるタイトル群に、ライナはシオンをまじまじと見つめると、


「マニュアル君は、１０１が好きなぁ～」


「だから違うから！」


「いやいや、勉強熱心で、素す晴ばらしいと思うよ？　でも、お兄さんから一つだけ忠告させてもらっても、いいかな？」


　という、かなりの上から目線の言葉に、シオンは顔をしかめ、


「いらない」


　と言ってくるが、無視してライナは言う。やはり優しい顔で言う。指を一本たて、シオンにひょいっと向けると、


「本からの知識だけじゃ、なにもできないゾ☆　たまには外にも出ろ少年☆」


「ってこいつ殺す……まじ殺す」


　シオンはこちらをにらみつけて言う。


　なんかもう、彼はだいぶ疲つかれたような顔になってきていたので、それにライナは満足げにうなずくと、立ち上がった。


　そのままシオンのほうへいく。彼の、背後にある本棚のほうまで移動する。『いますぐ女にモテるための、１０１の方法』を手に取る。


「……とまあ、んな冗じよう談だんはともかくとして、なんでまたシオンってば、こんなマニュアル本いっぱい買い込んできたわけ？」


　言いながら、本のページをぺらぺらとめくってみる。するとそこには、およそ実戦では役に立たなそうなことが、たくさん載のっていた。


『レッスン１・まず褒ほめろ。褒め言葉に女は弱い!!』


　いやそうだろうけど、そりゃ男もそうだから。


『レッスン２・街に繰くり出せ。家で待っていても、女は手に入らない!!』


　ああ～まあ、うん。そりゃそうだよね～。


『レッスン３・褒めるなら服！　女の子は、意外に服装を褒められるのに、弱い』


　へぇ～、そんなもんなのか。そんでそんで？


　とか、なんかまずいことに、それなりに引き込まれ始める。いや、別に女にモテたいというわけじゃないんだけど、なんていうの？　雑学っていうの？　暇つぶしに、そこそこ読めちゃうというか。


　と、ライナは本を読み進める。文字の上に目線を、適当に走らせる。


　そのまま数ページ飛ばして、次のレッスンに進んだところで、


『レッスン12・スマートかつ完かん璧ぺきなお茶の誘い方「へい彼女、お茶しな～い？」』


　って、ええええええええええ冗談だろ!?


　と、ライナは心の中で叫んでいた。


　いまどき!?


　いまどきお茶しないって!?


　まじか!?


　ライナは驚きよう愕がくの表情になり、それから、シオンを見る。


「お、お、おまえ、これ、これ読んだ？」


　するとシオンは、疲れた顔になって、うなずく。


「……ま、ざっとね。ぺらぺら～と、めくっては見たけど、それ、すごいでしょ？」


「す、すごい。ってか、すごいなんてもんじゃない。なんでこんなもん買ったの？　よっぽど女に不自由してるのか？」


「いやだから、俺は買ってないって」


「ふむ。自分では買ってないけど、ママに買ってもらったと？」


「ママって誰だれだよ」


　という突つっ込こみに、ライナは笑えみを浮かべ、


「シオンちゃん。仕事ばっかりしてないで、たまには女の子にも目を向けなさい。ママはとても心配です。ｂｙママより」


　なんて馬ば鹿かな発言に、


「…………」


　シオンはこちらを見る。


　それからなぜか彼は、自分がやろうとしていた書類の山を見る。するとそれはもう、とても人間にこなせるとは思えない仕事の山で。


　しかしそれを彼はこなそうとしている。


　ちなみにもう、すでに二日徹てつ夜や。しかしこれからも三日の徹夜が決定していて。


　そんないまの状じよう況きようを彼が思ったのか思わなかったのかはわからないが、シオンはちょっとだけ気まずそうな顔になって、


「……ああ～、まあ……死んだ母親は、天国でそんなこと想ってるかもしれないけど」


　そう言った。


　その、ちょっとだけ弱気そうな顔になったシオンに、ライナはすぐに、


「いや、想ってるね。間ま違ちがいないね。お友達のライナ君も、あんまりこきつかうと愛あい想そつかされちゃうわよｂｙママ的なことを間違いなく想ってるね！」


「そ、そうかな？」


「間違いない」


「じゃあ」


「うんうん」


「あと十日徹夜ぐらいに仕事量を減ら……」


「って増えてんじゃねぇかぁああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああってね……叫ぶ気力が、もう、二日徹夜したぐらいじゃ慣れちゃってあるところがすげぇむかつく……」


　げんなりライナが言うと、シオンがあははと笑った。


　それから彼も、棚たなから一冊の本を取り出す。彼が取ったのは、『友達のいない君へ──１０１人友達できるかな？』で。


　それを読みながら、言った。


「ま、とにかくこれ買ったのは、俺じゃないんだよ。カルネが突とつ然ぜん持ってきてさ～」


　ちなみにカルネというのは、シオンの部下の名前だった。


　カルネ・カイウェル少将。


　シオンが王になるために起こした革命の、立役者の中の一人だ。シオンの左ひだり腕うでとまで呼ばれている男で、一応はこのローランドの中でも、かなり有名な奴やつのはずなのだが──


「……あいつ、マニュアル君だったのか。ま、そういう顔してるけど」


　ライナが言うと、シオンもマニュアルを読みながら、


「いや、そういうわけじゃないらしいんだけどね。でもなんかこの手の本に、けっこう俺の名前が勝手に使われているらしくて……ほら、こことか」


　そう言って、『友達のいない君へ～』の、とあるページを開き、指で示してくる。


　ライナはそれを受け取って、読む。


　ちなみに途と中ちゆうからなので、どういういきさつでそこにそんな文章が書かれているのかはわからなかったが。


　そこには、こんなことが書いてあった。


『言わずと知れた英えい雄ゆう王おうシオン・アスタール様は、こう語る。


　俺はあれだよ。友達のためなら、命かけれるね。まじさ。革命の時なんかはもう、信しん頼らいと信頼の結びつきだけで駆かけ抜ぬけてきたようなもんだから。え？　死ぬのは恐こわくなかったかって？　そんなもん考える暇ひまなんてなかったさ。俺の横にはいつもダチンコがいて、だから俺も頑がん張ばれる。ダチってそういうもんだろ？


　と、陛下は筆者に熱く語ってくれたのですが、これこそが私の言いたかったことなのです！』


　とかなんとか、そんなことが書かれていて。


　ライナは顔を上げた。そしてシオンを……彼の困ったような顔を見つめ、


「だ、ダチンコ？」


　震ふるえる声こわ音ねで言った。その、古いにしえから伝わる恐きよう怖ふの魔ま法ほうの言葉に、もう、いまにも笑い出してしまいそうになるのをぐっと我が慢まんして、言った。


　するとシオンは笑う。


「な？　まいるでしょ？」


「ってか、誰よこれ。おまえインタビュー……」


「受けてない受けてない。そんな暇ないよ。そうじゃなくても仕事は山積みなのに」


　言いながら、シオンはうんざりした顔で机の書類の山を見つめる。


「でもま、そんなわけで勝手に名前を使われて、勝手に妙みようなキャラを作られてるけど、対処しますか？　ってのが、カルネの言い分」


　とそこで、ライナは読み進めていた『いますぐ女にモテたい～』の中にも、シオンの名前があるのを見つけた。


　我らが英雄王シオン・アスタール様が語る女論、と題された章の冒頭を、見る。


『俺からすりゃ、女ってのはさぁ～、弱い生き物なんよ。だからこう、ぐっとね、熱い気持ちで抱だきしめてやりゃ、イチコロっていうの？　でもだからって馬鹿にしてるわけじゃないゼ？　守ってやらなきゃいけない、か弱いベイビーだと……』


　が、そこまででもう、読むに耐たえなかった。


　ライナは思わず顔をそむけ、


「ぐはぁ」


　と言った。まじで言った。


　するとシオンは笑う。


「ちょっと、問題でしょ？」


　ライナはうなずく。


「こりゃ、問題だなぁ……ってか、おまえ世間からどういう目で見られてんの？　こんな……こんな古な発言をするあほ男に、世間の女どもはきゃーきゃー言ってんのか？」


　それにシオンは、肩かたをすくめる。


「いや、大半の本はたぶん、こんな妙なことになってるとは思わないけど、この著者だけ、なんかちょっと勘かん違ちがいしてるみたいなんだよなぁ」


　という言葉に、ライナは自分の持ってる本を見る。


『いますぐ女～』と『友達のいない君へ～』


　それからそれから、棚にある、数冊の本。


　その、すべてに、『著グランド・グラークス』と書かれていて。


「うわ、これ全部、同じ著者か」


　ライナの言葉に、シオンがうなずく。


「で、カルネの部下がこれ見つけて、勝手に名前を使ってる上に、これはちょっと王のイメージダウンになるんじゃないかとか心配して、俺のところまで上がってきたと、まあ、そういうわけだ」


　それにライナは、ふぅむと唸うなった。


　それからちょっとだけ、他の本にシオンがどんな馬鹿発言をしてるように書かれてるのか、気になってくる。気になってくるが、まあ、別に読むほどの気力はない。


「で、シオン的には、どうなの？　発禁にでもする？」


　が、シオンは首を振ふった。


「いや別に。それで著者が稼かせいで幸せなら、いいと思うんだけど」


「でもこれ読んで、おまえに幻げん滅めつする奴はそこそこいると思うんだけど」


　するとそれに、シオンはにやりと笑みを浮うかべた。


「この程度で幻滅されるような王は、この国にはいらないよ」


「おっとそりゃ、ずいぶんと自信のあることで」


「ま、なんせ英雄王だからね」


「うわ、自分で言う？」


「言っちゃう。そして……」


　とそこで、シオンは机の上の、書類の束を一冊取る。もう、その一冊だけで、三日は徹夜できそうなほどの仕事量がそこには込こめられていて。常人なら過労死してしまいそうな仕の事ろ量いがそこには込められていて。


　その書類の束を、さあやるぞ！　とばかりにシオンはぼんっとたたくと、言ってきた。


「そして俺はあれだよ。友達のためなら、命かけれるね。まじさ。書類仕事の時なんかはもう、信頼と信頼の結びつきだけで駆け抜けてきたようなもんだから。え？　死ぬのは恐くなかったかって？　そんなもん考える暇なんてなかったさ。俺の横にはいつもダチンコがいて、だから俺も頑張れる。ダチってそういうもんだろ？」


　なんて恐怖の言葉に、


「いや、俺はダチンコじゃないので、今日は帰宅……」


「したら大変なことになる」


　と、シオンは言った。


　それにライナは震えて、


「た、大変なことって？」


「教えない。けどほんと大変なことになる」


　にこにこ、ほんとににこにこしながら言ってくる。悪魔だ。あきらかに悪魔の顔だ。それをライナは、嫌いやそうな顔で見つめ、


「……それって、脅おどし？」


　するとシオンはあっさり、


「脅し」


「……友達に脅しをかけるのは、よくないと思うけどなぁ」


　が、シオンはさらに嬉うれしそうな、いじめっ子な顔になり、


「友達じゃないよ。ダチンコだよ」


「……ううう、ダチンコって、なんかすげぇ嫌な間あいだ柄がらだなぁ……」


　言いながら、ライナは棚にマニュアル本を戻もどすと、再び席に戻る。


　ライナの机にも、相も変わらずやってもやっても減らない書類の山がある。


　そしてそのまままた、ダチンコ二人は仕事に戻った。無言のまましばらく時間がたつ。


　一時間。


　二時間。


　三時間。


「あ、俺そろそろ会議」


　シオンが立ち上がる。


　ライナはそれに、さっきよりもさらに疲ひ労ろうしきった顔を上げると、言った。


「ほ～い」


　シオンはそのまま服装を整えると、


「それじゃいってくるけど、あとは任せたよ、ダチンコ」


「死ね」


「あは」


　と、むかつく笑顔をこちらに見せてから、彼は去っていく。


　部屋から出て、扉とびらを閉める。足音が遠ざかっていく。それをライナは確かく認にんする。


「…………」


　シオンが去っていくのをぼんやりと確認したまま、しかしなぜか、しばらく動かない。


「…………」


　まだ、動かない。


「…………」


　それからおもむろに、彼は立ち上がった。書類はまだ、全然終わってないが、そんなものはほったらかしで彼は立ち上がった。


　そしてもう一度部屋の、扉の向こう側に、誰だれもいないことを確認する。全身を緊きん張ちようさせて周囲の気配を探さぐり、誰もいないことを確認する。


　いま、彼がやろうとしていることは、それほど警けい戒かいする必要があった。


　周囲を探る。だが、気配はない。それにライナはほっと息をつくと、歩き出した。


　向かう先は、シオンの机の後ろだ。


　彼はシオンの机の後ろの、本ほん棚だなに向かう。そこにあるのは例のマニュアル本群で。


　いやあれよ？　マニュアル本に興味とかは別にないよ？　ないけどほら、なんだろ。なんかその～、ちょっとだけ。ほんのちょっとだけ気になるっていうか。もしも、もしも少しでも役に立つ知識があったら、そりゃ、読まないのはもったいないなぁっていうかなんていうかとにかくその～。


「…………」


　と、誰とはなしに言い訳しながらライナは、その本棚にそっと手を伸のばした。そしてさっきからずっと気になっていた本を一冊、取り出す。その、本のタイトルは──


『もう二度とワガママな奴やつに振り回されないための、１０１の必殺技わざ』


　そんな、ちょっと物悲しいタイトルの本を取り出したライナは、


「…………」


　震える手でページをめくった。


　さらにめくった。


　さらにめくった。


　さらにめくろうとした──


　刹せつ那な！


「おい」


　と、声をかけられた。


　それにライナは驚おどろいて、


「へ？」


　と顔を上げる。そして声がかけられたほうを見る。


　するとそこには、一人の女がいて。


　部屋の扉を少し開け、ひょいっと顔を出しているその女は、異常なまでに美しかった。


　長い金色の髪かみに、切れ長の澄すんだ青い瞳ひとみ。


　相棒の、フェリス・エリスだ。


　外見は美人のくせに、その中身は、なにかといえば剣けんを振り回す迷めい惑わく暴力だんご悪魔。


　シオンと並ぶワガママ二大巨きよ頭とうの一人。


『もう二度とワガママな奴に振り回されないための、１０１の必殺技』を読んだあかつきには、真っ先に実じつ践せんしてみたい相手だった。


　その、ライナを振り回しまくるワガママ女が青い瞳でじっとこちらを見つめてきていて。


　その、フェリスの瞳を見つめる。


　ライナはしばらく見つめる。そして。


「うおわっ!?」


　と、やっと叫さけんだ。それからすぐに、手に持っていた例の本を、背後に隠かくす。もちろんもう、そんなことをしても遅おそいが……


　ってか、それよりもなによりも疑問なのは、なぜ、こいつが、ここにいるのか？　ということだった。


　だってライナは、この本を読む前にちゃんと確認したのだ。周囲に誰もいないか？　物音はしないか？　誰かの気配は感じないか？


　それはもう、かつては『ローランド最高の魔ま術じゆつ師し』とまで呼ばれた彼の実力をフル動員して、周囲の確認を怠おこたらなかったのだ。


　そしてそれだけじゃない。本を読んでいる間も、警戒し続けていた。いざ、誰かが近づいてきた気配を感じたら、本を本棚に戻して、疾しつ風ぷうの速さで席に戻って、


『ああ～もう仕事めんどくせぇ～』


　とか言おうとセリフまで決めていたのだ。


　なのに！　なぜ!!


　このワガママ悪魔はいまここにいるのか？


　ライナは、聞いた。


「……おまえ、なんで気配消して部屋に入ってきたの？」


　するとそれに、


「…………」


　フェリスはなぜか、答えない。ただじっと、青い瞳でこちらを見つめていて。


　というか、ライナが背後に隠した本のほうを見つめていて。


　ライナはそれに、


「あ、あの、気配消して入ってこられたら、びっくりするじゃん？」


「………………」


「ま、まあ俺はいいけどさ～でも、ほら、シオンとかがなんか、女連れ込んでいかがわしいことでもやってるときに入ってきたら、お互たがい気まずいと思うし～」


「……………………」


　しかしフェリスはまるでライナの言葉に答えない。ただ、ただ、こちらを見つめるばかりで。


　ライナはそれに、


「そ、そんなに見つめて、なんだよ」


　と言ってみる。


「…………」


「なんか、喋しやべれって。黙だまってたら恐こわいよ」


　と言ってみる。


「…………」


「ああもう、おまえがダンマリ決め込むなら、俺は俺で無視で仕事に戻るかんな？　そうじゃなくても仕事山積みで死にそうなのに。んじゃ、仕事戻るぞ？　いいな？」


「…………」


「じゃ、仕事に戻……」


　そう、ライナが言いかけた、瞬しゆん間かん！


　フェリスが動いた。


　尋じん常じようじゃない速さで動いた。


　それにライナは、きた!!　と思った。すでに、彼女が次にどう動くのか、予想していたのだ。


　彼女は全力で攻こう撃げきしてくる。ライナの隠したものを奪うばうために。ライナの弱みを握にぎるために、彼女は全力で攻撃してくる。


　だが、この弱みだけは握られるわけにはいかなかった。


　彼女にこの弱みを握られる＝死を意味した。


　絶対に。


　絶対に、


「負けらんねぇ!!」


　無む駄だに熱く叫んで、ライナも飛んだ。


　一歩後方に。


　そのときにはもう、フェリスはライナのすぐ目の前まできて、


「隠した本をよこせ」


　と手を伸ばしてくるが、それを払はらう。さらに手を伸ばしてくるが、それも払う。


　すると彼女は腰こしに差していた剣を引き抜ぬく。彼女の中の殺気が爆ばく発はつする。


　殺やる気だ。あきらかに殺る気だ。いつもならこの殺気にやられて、ライナはもうすぐにあきらめてしまうのだが、今日は違ちがった。


　今日はあきらめるわけにはいかな……


「ぎゃぁあああああああああああ!?」


　が、あっさりぶっとばされた。


　さすがに徹てつ夜や二日目の疲ひ労ろう困こん憊ぱいな体で、この暴力だんご悪あく魔まと戦うのは無理があった。


　ライナの体が、きりもみ状に吹ふっ飛とぶ。


　と同時に、ライナがしっかりと握っていたはずの本も宙を舞まい飛ぶ。


　それを悪魔フエリスが、取る。


　そんな光景をライナは吹っ飛びながら眺ながめて、しかし、


「…………」


　にやり、と笑った。


　なぜなら、彼女が手にした本は、例の本ではなかったから。


　戦せん闘とうが始まる直前、ライナは本棚の前まで一歩下がって、こっそり本を交こう換かんしたのだ。


　なんの本と交換されたのかは、後ろを振ふり返らずに交換したのでわからないが、どんなマニュアル本だろうと、


『もう二度とワガママな奴に振り回されないための、１０１の必殺技』


　　　　↓


『誰がワガママだぁあああああああ!!　死ねぇええええええええい!!』


　な展開よりは、ましのはずだった。


　それに、交換したのはマニュアル本じゃない可能性もある。なんかどこぞの魔導研究書の可能性もある。


　だからライナは吹っ飛びながら、にやりと笑って、フェリスが手に取った本のタイトルを、見た。


　するとそこには、あきらかに魔導研究書と思われる字体で、こんなことが書いてあった。


『無口なアイツをその気にさせる、エロテクニック55！』


「…………」


　瞬間、ライナは凍こおりついた。


　その、凍りついたライナの目の前で、無口なアイツが、なぜか顔を真っ赤にしていて。


　本の中にいったいどんなことが書いてあったのかはわからないが、彼女は驚きよう愕がくの表情でこちらを見て、本を見て、こちらを見て、信じられないとか首を振って、それからもう、仕方ない……これは仕方ないことなんだというような顔になりながら剣を構えて、


「って、違……」


　と、ライナが弁解する間もなかった。


　フェリスの剣は、まだ、吹っ飛んでる最中のライナに届く。そのまま思いっきり殴なぐりつける。


「ぐぎゃぁあああああああああ」


　と叫んで、ライナは思いっきり本ほん棚だなにたたきつけられて、倒たおれる。続いて上からマニュアル本の山が降り注いでくるが、


「……もう、どうにでもして……」


　疲つかれた声こわ音ねで、彼はそう言った。


　が、問題は終わってない。フェリスが、なぜかいつになくうわずった声音で、


「……な、な、なんでこんなものを読んでいた！」


　と聞いてきて、それにライナは顔を上げる。彼女の、赤らんだ顔を見る。


　そしてそれに、さて、どう弁解しようかなと悩なやんで、そこでふいに、さっき読んだ本の内容を思い出した。


『もう二度とワガママな奴やつに振り回されないための、１０１の必殺技わざ』に書かれていた、振り回されない必殺技。


　その１。


『ワガママな奴を調子に乗らせちゃだめだ。きちんとＮＯ！　と言おう』


　を、実践してみようかなと思う。


　だからライナは言ってやった。はっきりと、


「いや、おまえには答えたくな……」


「さっさと答えろ！」


「ぎゃぁあああああああああああ!?」


　って顔蹴けられた!?　顔蹴られたよ!?


　ちゃんと必殺技を実じつ践せんしたのに、顔を……い、いや、そんなはずない。そんなわけない。いまのは俺が間違ってたんだ。だって、だってマニュアルには必殺技を全部駆く使しすれば、もう振り回されなくてすむって書いてあったし。


　とか、もう、ライナはだいぶマニュアルに洗脳され始めていた。


　さらに彼は、必殺技その２を試ためしてみることにした。


　必殺技その２。


『嫌いやそうな顔をして、無視しよう。図太いいじめっ子も、意外と無視には弱いぞ！』


　それにライナは、顔を歪ゆがめた。嫌そうな顔をした。そしてそのまま立ち上がり、フェリスのほうは完全に無視で、


「あ～やだやだ。馬ば鹿かに付き合ってらんな……」


「無視するなぁああああああああ!?」


　と剣けんでまた、フェリスが殴りつけて……


　殴りつけ……


　ってか、


「刃はがこっち向いて……うおわおわっ!?」


　ライナはとっさに、剣をよける。


　すると彼の髪かみの毛数本を斬きり裂さき、さらに本棚まで斬り裂いてしまう。


　あとちょっと。ちょっとよけるのが遅おそければ、ライナの首は胴どう体たいとおさらばしていて、


「殺す気かてめぇ!!」


　ライナは叫さけんだ。


　するとそれに、フェリスが少しだけ嬉うれしそうな顔になる。いつもの無表情の奥に、満足げな色が浮うかんで、ライナは、はっとした。


　なぜならさっき読んだ例の本に、こう書いてあったのだ。


『いじめっ子は、相手にすればするほど嬉しそうに襲おそいかかってくるから注意』


　あきらかにいまのフェリスは、それだった。


　ライナが叫んだ瞬間の、あの、嬉しそうな顔！


　だめだだめだ。これじゃまた、相手の思うつぼだ。まあなんか、ちょっと、本の通りにやってるとフェリスの暴力がエスカレートしてきてるような気がしないでもないが、でも、そんなはずないのだ。あのマニュアル本で、もう二千人ぐらいの悩める子羊が救われたという実績があると、本の序文に書いてあったのだ。


　だからあの通り頑がん張ばれば、自分だって救われるはずだという信念のもと、ライナは必殺技を続けた。


　必殺技その３。


『とにかく褒ほめろ。いじめっ子だって、褒められるのには弱い。褒めて、褒めて、褒め倒して、思い通りに操あやつってやれ！』


　その、言葉を信じて、頑張ることにした。


　すると彼女は、


「さあ、もうそろそろ白状しろ。なぜおまえはこんなものを読んでいた」


　などと詰つめ寄ってくるが、それを完全に無視して、ライナは言う。


　真まっ直すぐ、彼女を見つめて、


「ふぇ、フェリスはさ、髪が綺き麗れいだよね」


　途と端たん、


「んな!?」


　フェリスの青い瞳ひとみが、大きく見開かれる。


　しかしライナは手を緩ゆるめない。必殺技をさらに重ねる。


「おまけに目は綺麗だし、なんか、今日は服装もお洒しや落れな感じじゃない？　あ、この胸のところのだんごマークのぼたんがかわいいせいかな？」


　なんてことを、頑張って言った。女の子をいまいち褒め慣れてない彼には、その程度の頑張りが、限界だった。


　しかしそれでもその効果はあったようで、彼女の顔が、嬉しそうな、ほめられてまんざらでもなさそうな表情に……


「…………」


　なったりはせずに、なぜか、さらに真っ赤になっていく。さっきの、照れたような、恥はずかしそうな赤さから、怒いかりに震ふるえるような、そんな感じになっていって。


　あれ、これはちょっと、まずいんじゃないの？　とライナは思った。あきらかになにか彼女は怒おこってるようで、これはちょっと、いや、かなり、まずいんじゃないの？　と、思った。


　するとそこで、彼女は急にわなわなと震えだして、


「う、う、うわー!!」


　なんてことを叫び、手に持っていた『無口なアイツをその気にさせる、エロテクニック55！』をこちらに投げつけてくる。


　そしてそのまま、なぜか無言で走り去っていってしまい。


「……へ？　え？　なんで？」


　と、ライナが言ったときにはもう、彼女の姿はなかった。彼女が消えた扉とびらのほうをライナはぼんやりと見つめる。


　そしてその、いつにない展開に、


「えええ～？　噓うそだろ？　もしかして必殺技、効いた？」


　と、驚おどろいた顔で呟つぶやく。なんかちょっとだけ。ちょっとだけ最後の彼女の様子がおかしかったのが気になるといえば気になるが、まあ、それもいいだろう。被ひ害がいはいまだかつてないほどに少なかったのだ。
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　剣で殴られて、顔を蹴られて、首を斬り飛ばされそうになっただけですんだ。


「…………いや、まあ、それもかなりとんでもないことだとは思うけど……」


　でも、ぼこぼこで今日はもう再起不能です勘かん弁べんしてください、みたいな展開にならなかったのだ。それはすごいことだと思う。ほんとにあの、必殺技が効いたのかもしれない。


「意外にすげぇなぁ、マニュアル本」


　なんてちょっと感心しながら、ライナは、フェリスに投げつけられた『無口なアイツをその気にさせる、エロテクニック55！』も、なんとなく開いてみた。


　そしてそのまま、しばらく読み進めてみる。するとそこには、こんなことが書いてあった。





『シャイなあいつをモノにするためには、まず、褒めて、褒めて、褒め倒すことだ。


　まず髪を褒める。髪は女の命だからね。次に目だ。目が綺麗だねと言えば、女はイチコロ。最後に服。それも胸のあたりを褒めて……ここからが、エロテクニックナンバー１。服の柄がらを褒めながら、彼女の胸に、なにげなくそっとタッチ』


「ってアホかぁあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」


　ライナは叫んだ。


　独り執しつ務む室しつで、これでもかと叫んだ。


　ってか、噓、なんか、なんかすげぇやばくね？　髪褒めて目褒めて、最後に服の、胸のあたり褒めてって、さっき、さっき俺がやったことじゃってうわうわうわうわ、噓、え、じゃ、じゃあフェリスのあの反応ってそういう勘かん違ちがい？　そういうこと？　俺がそういうことしようとしてたって思われ、


「ってそれはまずいだろおおおおおおおおおおおお!?　ああもう、いって説明しないと！　あいつに説明しないと！」


　と、追いかけて説明しようと思い、でも、彼女はあきらかに聞いてくれないだろうと思い、でもやっぱ説明しなきゃ、いや、ああでもだめか。説明したところで、あとでそれネタに永遠にいじめられるだろうし、えええじゃあどうするよ？　俺どうするよ？


　と、もう、八はつ方ぽう塞ふさがりとはこのことだった。ライナは手に持っていたエロテクニックなマニュアル本を思いっきり床ゆかに投げつけ、


「やっぱ役に立たねぇ！」


　と、叫んだところで、


「ん～？　どした？」


　シオンが帰ってきた。


　そのままライナのほうを見る。そして床に落ちているエロテクニックを見る。再びこちらを見て、なぜかにやりと笑って、


「はっは～ん」


「い、いやおまえ、ちょっと勘違いし……」


「いやいやライナ君。わかってる。よお～くわかってるよ。ライナだってあれだよな。しょせんは二は十た歳ちの若い男……そういう……そういう血迷った時期も……ぷぷぷ」


「っておまえそれさっきの俺のセリフじゃねぇか！」


　という叫びに、シオンはまた笑った。そのまま床のエロテクニックを拾い、


「でもこれ、読んでたのはほんとだろ？　なになに『無口なアイツをその気にさせる、エロテクニック55！』？　この、無口なアイツってのは、フェリスのことか？」


　という問いに、ライナはすぐに、


「違う」


　そう答えた。


　が、シオンはにやにや笑ったまま、


「でもさっき、フェリスが顔を真っ赤にして走ってくのを見たぞ？」


　それにライナは、頭を抱かかえて、


「うあ～まじで？」


　と言った。それにまた、シオンはすごく嬉しそうに、


「マニュアル、実践しちゃったんだ？」


「し、してない」


「またまた～。でも、お兄さんから一つだけ、忠告させてもらっても、いいかな？」


　なんて、またもさっきの、ライナと同じような言葉を言ってきて。むかつく笑え顔がおでこちらをにやにや見つめてきていて。


　ライナはそれにもう一度だけ、あともう一度だけ、マニュアル本を信じた。『もう二度とワガママな奴やつに振ふり回されないための、１０１の必殺技わざ』を。


　ＮＯ！　と言える強さを。


　だからライナは胸を張って、いじめっ子に言ってやった。


「いや、おまえのいじめにはもう付き合えな……」


　が、そんなのは無視で、シオンが言う。


「本の中に、恋こいは隠かくれてないゾ☆　マニュアルは卒業しろ☆」


　こ、殺したい……そう思った。


　こいつを殺したい……そう思った。


　だがだめだ。いじめっ子は、相手すればするほど調子に乗ると、マニュアル本に書いてあったのだ。


　だから、無視する。


　しかしシオンは嬉しそうに、


「いやぁよりにもよって、エロテクニックにライナが惹ひかれてるとは知らなかったなぁ」


　頑張って、無視する。


「おまけにそれをフェリスに試ためすだなんて、度胸あるなぁ～」


　震えながら、無視する。


「でもまあ、二人のそんな、生温かい恋れん愛あいを、俺も生温かい目で見守らせて……」


「って我が慢まんしても全然いじめが止まらねぇじゃねぇかああああああああああああ!!」


　という叫さけびに、シオンはさらに笑顔になって、


「あ、あ、もしかしてそれもマニュア……」


「うわぁああああああああん」


　ライナは泣いた。もう、いじめっ子にいじめ切られて泣きながら部屋を飛び出した。


　そのまま城も飛び出す。


　街の書店に飛び込み、あの、クソの役にも立たないマニュアル本を出しまくってる、グランド・グラークスとかいう著者の本を探す。


　するとそれなりに人気があるようで、書店に彼のコーナーがちゃんとあり、そこを思いっきり蹴け飛とばして店の主あるじに怒られる。


　だがそれでもライナの怒りは収まらない。


　収まるはずがなかった。


　本に書いてある内容は、ことごとく役に立たなかったのだ。事態が好転するばかりか、悪い方へ悪い方へいくばかりで。


　こんな本を書く奴は成敗してやる必要がある。こんな噓ばっかり書く奴は、成敗してやる必要がある。


　と、ちょっと八つ当たり気味な怒りを爆ばく発はつさせて、ライナは走る。まずその、『グランド・グラークス』とかいう馬ば鹿か著者の本を出版している出版社を突つき止め、そこに殴なぐり込む。そして無理矢理著者の住所を聞き出すと、再び駆かけ出す。


　著者に会ったら、言ってやることが一いつ杯ぱいあった。おまえ、どういうつもりでこんなもん書きやがったんだとか、俺の人生滅め茶ちや苦く茶ちやにしやがってとか、シオンのインタビューでっちあげていいと思ってんのかとか、軍部も怒って動き出してんだぞとか、もう、いろいろあった。いろいろ言うことはあった。


　だから彼は走る。


　著者・グランド・グラークスのもとへ。


　そしてやがて、彼はたどり着いたのだった。


　諸悪の根源のもとへ。みんなを不幸にする、噓うそ八はつ百ぴやくが並んだ本を書き続ける男のもとへ。


　するとその男は顔を上げる。こちらを見て、笑う。意外と、整った顔だちをしている男だった。


　というか、誰だれかに物事を教えられるほどの年ねん齢れいを重ねているようには見えない、少年のような顔をした金きん髪ぱつの青年で。


　その、男が言う。


「あれぇ、ライナさんから僕のところにくるなんて、珍めずらしいですねぇ」


　と、あきらかにライナのことを知っているような口調で言う。


　というか、ライナも知っていた。このグランド・グラークスを知っていた。おまけにいま、このグランド・グラークスがいるのは軍の、官舎の中で。


　とそこで、ライナは思い出す。さっき、シオンが言っていた言葉を思い出す。


　シオンのイメージが悪くなるようなことを書いている『グランド・グラークス』の本について話しているとき、シオンはこう言ったのだ。


『で、カルネの部下がこれ見つけて、勝手に名前を使ってる上に、これはちょっと王のイメージダウンになるんじゃないかとか心配して、俺のところまで上がってきたと、まあ、そういうわけだ』


　とのことだった。だからなにか対処したほうがいいんじゃないかと、カルネがシオンに言ってきたとのことだった。


　そしてその、カルネが。


　編集部に聞いてきた『グランド・グラークス』の連れん絡らく先さきの住所に、どういうわけかいて。


　おまけに彼の机には、あきらかに『グランド・クラークス』が書いたものだと思われる、蛍けい光こうピンクのいかがわしい表紙の本と、原げん稿こう用紙とペンが載のっていて。


「てめぇが、グランド・クラークスなのか？」


　ライナが言うと、カルネが嬉うれしそうに言った。


「あ、もうバレちゃいました？」


　本当に、嬉しそうに言った。


　それをライナは見る。


　それをライナはまっすぐ見つめる。


　そして彼は、再び思い出していた。『もう二度とワガママな奴に振り回されないための、１０１の必殺技わざ』の、最後のページに書いてあった必殺技を。その、最後の必殺技その１０１には、こう書いていて。


『最後はもう、殴っちゃえ』


　それにライナは、


「おっけ～」


　と言って、カルネに近づく。そして、


「なぁカルネ。いいものあげようか？」


　するとカルネはそれに、


「え？　え？　なんですか？」


　と、突とつ然ぜんのサプライズプレゼントに、どこか嬉しそうな、驚おどろいたような顔をしているので、ライナはにっこり笑った。


　にっこり笑って、言う。


「俺からの、ファンレター」


　そして彼は思いっきり、拳こぶしを振り上げたのだった。




（はうつー・なんせんす・まにゅある：おわり）







　すりーぴんぐ・ほりでぃ







　夢があったんだ。


　絶対に叶かなえたいと思っていた夢が。


　もう、その夢は叶うことはないけれど、でも、これだけは言いたい。


　俺には夢が、夢がぁああああ……


　とそこで、


「なに独りでボソボソ言ってるんだ？　ライナ」


　などと声をかけられる。


　それにライナ・リュートは顔を上げた。


　万年寝ね癖ぐせがついている黒くろ髪かみに、眠ねむそうに緩ゆるみきったやはり黒い瞳ひとみ。


　猫ねこ背ぜの長身瘦そう軀くは、例によって世界中の怠たい惰だを一手に引き受ける準備はできてるぜ！　と言わんばかりに全開でぐったりしている。


　場所はローランド帝てい国こく王城にある、狭せまい執しつ務む室しつ。


　その、自分の机にぐったりと突っ伏ぷしながらライナは、


「……あ、やっと俺のボソボソに気づいてくれた？」


　と、やはり目の前にある机で、一いつ緒しよに山盛りの書類仕事をしている男に向かって言った。


　すると男は書類仕事を続けながら、


「結構長いこと呟つぶやいてたからな～。なるべく気づかないようにしてたんだけど」


　などと言ってくる。


　強い意志が込こめられた金色の瞳に、気高さを感じさせる銀の髪。


　もう、すでにライナと一緒に四日も徹てつ夜やで書類仕事しまくっているというのに、まるで爽さわやかさを失わない好青年顔。


　シオン・アスタール。


　彼はこのローランド帝国の国民すべてに愛される若き英えい雄ゆう王おう──ということに表向きはなっているが、しかしその実態は違ちがう。夜も寝ないで仕事。休日も仕事。朝起きた瞬しゆん間かんから、もっと国を良くしたいとか頭がおかしいとしか思えない戯たわ言ごとほざきやがって、それに付き合わされる俺の身にも……


「だからその、独りでボソボソ言うのやめろって」


　と、またシオンが言ってくるので、ライナはその、仕事馬鹿のほうを眠そうな瞳でにらんで言った。


「……あ、やっと俺のボソボソに気づいてくれましたか陛下」


「いや、それさっき聞いたから。それで？　さっきからなにを言ってるんだ？」


　その問いに、ライナは机に倒たおれたまま答える。


「俺には夢があったんだよ」


「へぇ。夢が？」


「ああ」


「どんな？」


「教えてやらない」


「じゃあいいや」


「聞いてよ～」


「どっちだよ」


「聞いて聞いて」


　するとシオンは書類に走らせていたペンを止め、こちらを見つめると、


「ふむ。ま、ライナの夢とかは少し、興味があるしね。いいよ。聞こう。それで？」


　と言ってくるので、それにライナは答えようとした。


　しかしその前に、シオンがさらに言ってくる。


「ああでもその前に言っとくけど、もしその夢が『俺ってば仕事のない世界にいきたいんだーとか、八百時間くらい昼寝しても怒おこられない世界にいきたいんだー』みたいないつもの戯言だったら、仕事倍に増やしちゃうぞ♪」


「…………」


「増やしちゃうぞ♪」


「………………」


「よし仕事五倍♪」


「噓うそだぁあああああああああああ！」


　と、ライナは頭を抱かかえて叫さけんだ。


　するとシオンはもう仕事に戻もどっており、書類を処理しながら言った。


「まだ元気そうじゃない」


「俺のどこが元気に見えんだよ」


「まだ喋しやべれるところとか」


「はぁあ？　はぁああああああ？　おまえ……喋れなくなるほど仕事なんかしたら、普ふ通つうの人間は死んじゃうんだぞ？」


「え、そうなの？」


「人殺し！　ここに人殺しがいまーす！」


「あはは。殺しちゃうぞ～！」


　と、しかし、シオンも少しだけ疲つかれたような顔で笑う。


　だが仕事をやめない。


　まるでやめない。


　そのおかげで、この暗くら闇やみしかないと思える程ほど腐くさっていたローランド帝国は、急速に改革されていっているのだが。


　しかしそれに付き合わされるライナの体は急速にボロボロになっていて、


「…………」


　あいつマジで殺したいんだけど──とか思いながら、机にぐったり突つっ伏して仕事を続ける。


　そのまま一時間経過。


　二時間経過。


　眠気で吐はきそうになりながら三時間経過したところで、ライナはハタと気づく。


　そういえば俺には夢があったんだ。


　絶対に叶えたい夢が……


「ってまたなんか言いだした」


　とシオンがあきれ顔で言ってくるが、ライナは真顔で答えた。


「この三時間、ずっと考えてたんだけどさ」


「うん」


「俺、おまえに文句言われない夢を思い付いた」


「ほう。つまりこの三時間、夢のことばっかり考えてたと？」


「うん」


「仕事してよ」


　それにライナは熱く拳こぶしを振ふり上げ、


「仕事なんてどうでもいいんだよ！　仕事なんてどうでもいいんだよ！」


「なんで二回言うの？」


「仕事なんてどうでもいいんだよ！」


「はいはい」


「俺には夢があるんだ！　仕事なんかよりも大切な、夢があるんだよ！」


　と、ライナが力強くダメ人間発言をすると、シオンはまたペンを止める。そして苦く笑しようしながらこちらを見て、


「で、どんな夢があるのかな？　パパに言ってみなさい」


「聞いてくれるかいパパ」


「聞かないと仕事しないんでしょ？」


「仕事なんてどうでも……」


「はいはいわかったから。で、夢って？」


　その問いに、ライナはシオンに対して手を差し出し、真ま面じ目めぶった顔で言った。


「なあシオン。この腐った世界を変えたいと思ったことはないか？」


　という言葉に、シオンは顔をしかめる。


「……おまえそれ、俺が昔おまえに言った言葉じゃ……」


「俺が変えてやるよ。俺がこの国の、頭おかしいんじゃないかってほど仕事しまくって、あんま仕事したくない子たちに日々プレッシャーをかけまくる暴君をぶっ殺してやる。だから俺についてこい、シオン」


　と、ライナが言うと、シオンは笑って、


「……暴君って俺のこと？」


「いや、さすがの俺も本人を目の前にして、そんな悪口は言えません」


「言ってるじゃん」


「いえいえめっそうもございません暴君様」


「だから言ってるじゃん」


　と笑いながら、シオンは執務室の壁かべを見る。


　その視線のほうをライナも見上げる。


　すると壁には、時計がかかっている。


　時刻は朝四時。


　ちなみに前回休きゆう憩けいをとったときも、朝四時だなーとか思ったのに、もう二十四時間もたってるじゃねぇかあああああと叫んでもこの馬ば鹿か王おうは聞いてくれないので叫ばないが。


　ライナは、半眼で時計を見つめながら、言った。


「……ま、冗じよう談だんはともかく、おまえちょっと働きすぎだって。この国を変えたいってのはわかったけどさ……まじでこの調子でやってると死んじゃうぞ？」


　するとそれにシオンは肩かたをすくめ、


「そのときはおまえが暴君な俺を倒して、王になってくれるんだろ？」


「やだよ。俺仕事嫌きらいだし」


「はは、俺も別に仕事は好きじゃないよ」


　そう言ってから、シオンは机の上にペンを転がす。そして、


「まあ確かに、少しお腹なかが減ったかな。前に食事したの、何時だっけ？」


　と言われて、それにライナは考える。前に食事したのがいつだったか。ずーっと徹夜で仕事して、給きゆう仕じ係が持ってきたサンドイッチを食べながらさらに仕事させられて、そのあとフェリスが持ってきただんごを食べたのが昨日の夜六時ぐらいだったから、もう前回の食事からは十時間ぐらい経たっているはずで。


「……とりあえずこの国の王は、民たみを飢うえさせるってことはわかった」


　とライナが言うと、シオンはうなずく。


「それはまずいね」


「革命が起きるね」


「ふむ。じゃあその革命が起きる前に、食事休憩に……」


「やったぁああああああああああ！　俺は、俺はついにやったんだ！　夢を叶かなえた！　じゃあ俺は食事にいってきますもう帰りません探さないでください」


「いや、これはただの休憩で、帰っていいとは……」


「うるせぇえええええええええ！」


　と、ライナは叫ぶ。


　その勢いに少し気け圧おされたようにシオンは困った顔になり、


「……いや、まあ、そんな疲れてるなら一度休んでもいいけど……」


　なんて言うので、ライナはそれにもう、あきれきったような表情で言った。


「ってかさ、俺よりおまえのほうが寝ねてねーんだから、まじでちゃんと休めって。飯食って、ベッドいって、十日くらい寝ろ」


「十日はさすがに無理でしょ」


「いいから寝ろって。じゃないとまじで倒れるぞ」


　と、ライナは立ち上がる。もう長いこと座っていたのでなんか腰こしが痛い。その腰をさすりながら、


「ほいじゃ俺、帰るわ」


「はーい。じゃあな」


　と、シオンが言う。そしてどういうつもりかこの馬鹿は再びペンを取ろうとして、ライナはその手をはたく。


「だ～から仕事やめろって」


「だって～、これ大事な仕事なんだも～ん」


　とか言ってくるので、ライナはうんざりした顔で言う。


「だもーんじゃねぇよ気持ち悪ぃな。殴なぐって気絶させるぞ」


「暴力反対」


「じゃあ寝ろよ。ああ、食堂の奴やつに飯持ってくるように言ってくるから、それ食って寝ろ」


　という言葉に、シオンはわかった、と言う。そのわかったはいつも噓なのだが、しかしライナも眠ねむいのでこれ以上付きあいきれない。


　なので彼はため息をついて、


「ああ～、まあいいや。んじゃ俺帰っから」


「うん」


「じゃあな」


「明日あしたな」


「明日ってか、五年くらい寝たら戻るよ」


「はは。じゃあ明日」


「あーい」


　と、ライナはひらひら手を振る。だらだらとした足どりで執しつ務む室しつを出る。


　廊ろう下かを歩く。


　食堂にいく。


　しかし誰だれもいない。


　いつもなら、どんな時間帯でも廊下の途と中ちゆうで、シオンのお付きの部下に何人も会うし、食堂にも何人かいるはずなのだが、今日に限って誰にも会わない。


　それにライナは食堂に向かって、


「おーい」


　と言ってみる。


　しかし食堂からは返事がない。


「おーい、誰かいないのかー？」


　と声をかけてみるが、やはり返事はない。


　それに彼は首をかしげ、それから踵きびすを返す。やはり気け怠だるい足どりで執務室に戻もどり、扉とびらを開けると、中ではシオンが再び仕事を再開していて。


　そのシオンが、はっとこちらを見上げる。慌あわてて仕事をしているのを隠かくすように書類を机の隅すみに寄せて、


「ああライナ。ちょうどいま寝るところだったん……」


「黙だまれ噓つき大王」


「はは。ところでライナもやっぱり仕事をしようと……」


「んなわけねぇえええええええええ……」


　と、思わず叫さけんだ。


　しかしその声ももう、力がない。


　シオンの顔色にも生気がない。


　それをライナは半眼で見つめてから、


「なんか食堂に誰もいないんだけど、どうなってんの？」


　と聞くと、シオンはそれに心当たりがあるようで、あっと言った。そして答える。


「そういえば今日は国民の休日にしたんだった」


「国民の休日？」


「ああ。いつも働き詰づめのみんなが休めるように、みんなで休む日を作ろうってことになって、それが今日だった」


　なんてことを言う。


　いつも働き詰めのみんなが休めるように。


　いつも働き詰めのみんなが休めるように。


「じゃあ俺はなんで今日徹てつ夜やで働いてんだぁああああああああってね、言う気力もないよまじで」


「あは」


「死ね」


「えー」


「ってかもうそれはいいや。おまえはあとで殺すとして、食堂に人がいないんだけど、どうしよ。食い物」


「ライナが作っ……」


「ない」


「じゃあ抜ぬくかぁ」


　と、シオンが言って、立ち上がる。そのままふらふらと執務室の隣となりにある、仮か眠みん室しつへと向かおうとする。


　久し振ぶりに自分から寝るつもりのようで、


「ああ、まあ、眠ねむ気けのほうが勝つしな。でも起きても飯作る奴いなかったらおまえ、飯抜きで仕事……」


　が、そこでシオンはさっさと隣の部屋に行って、ベッドに倒たおれてしまう。


　誰よりも昼寝と惰だ眠みんを愛するライナをさしおいて、さきに寝てしまったこの国の暴君をにらみ、なにかもう一言言おうと思ったが、


「……あ～、眠すぎてなんも考えらんね。帰って寝よ」


　と、うめくように言った。


　そのまま再び執務室を出る。


　誰もいない廊下を抜ける。


　腹がグーと鳴るので、食堂で食い物をいくつかみつくろって持って帰ろうと思う。


　だが、その食い意地がいけなかった。


　人間には誰しも運命の分かれ道というものがあり、彼にとってはそこが生と死をわける運命の分かれ道だった。


「…………」


　休日で、誰もいないはずの、食堂。


　しかしそこに、どういうわけか絶世の美女が立っている。


　艶つややかに輝かがやく金色の髪かみに、透すけるような白い肌はだ。とても人間とは思えないほどの美しさを持っているが、妙みように感情の乏とぼしい顔。


　腰にはその華きや奢しやな腕うでで扱あつかえるとは思えない長大な剣けんに、手には麵めん棒ぼうという姿。


　彼女はなにやらその麵棒で、熱心に小麦粉かなにかの塊かたまりを必死に伸のばしており。


「…………」


　それをライナは見つめる。


　全身を震ふるわせながら、見つめる。


　さっきまでの眠気に緩ゆるんだ瞳ひとみじゃない、緊きん張ちように鋭するどく細まった瞳で、彼女をにらみつける。


　なぜならその女は、悪あく魔まだから。


　人が徹夜でもう三日四日寝ないで働いてるから相手できないよーと叫んでも、完全無視で意味不明なめんどくさいことに巻き込みまくってくる、迷めい惑わく暴走だんご娘むすめだから。


　だから彼は、全身に意識を張り巡めぐらせて気配を消した。


　自然災害よりも質たちの悪い、迷惑と暴走に巻き込まれないように、彼は自分の存在を、全力でかき消した。


　そしてゆっくり、ゆっくり、食堂から離はなれようとするが。


　突とつ然ぜんその、絶世の美女──彼の相棒のフェリス・エリスが、信じられない身のこなしでこちらにやってきて、言う。


「馬ば鹿かライナ！　騒さわぐんじゃない！　他の職人どもが起きるだろうが！」


　もうその段階で意味不明だった。


　まずライナは騒いでいないのだ。


　おまけに他の職人というのがどこにいるかすらわからない。


　ただ、わかることもある。


　ライナにもわかることが、一つだけある。


　巻き込まれたのだ。


　この、傍ぼう若じやく無ぶ人じん暴走娘の異次元世界に巻き込まれ──


「…………」


　とそこで、目の前に麵棒が振ふり上げられるのが、見える。どうやら彼女はそれをこちらに振り下ろすつもりのようで。


「な、なんで」


「だから騒ぐなと言っている！」


　と、フェリスは言った。


　そして麵棒が振り下ろされた。


　ライナはそれを必死によけようとする。彼もかつては、『ローランド最高の魔ま術じゆつ師し』と呼ばれたほどの有名人で、それなりに戦せん闘とうには自信があるのだ。


　だからその、とても人間が放っているとは思えない速さで振るわれる麵棒を全力でよけようとするが、


「こんなんよけられるはずねぇええ……」


　と叫ぶ途中で麵棒が彼の顔面を殴なぐり飛ばした。


　彼はぐぎゃっと叫んで、廊下を転がる。


　するとその彼を見下ろしてフェリスが、指を口にあて、


「しー！　他の職人が起きて、私たちの秘密のレシピが盗ぬすまれたらどうするんだ！」


　なんてことを言った。


　とにかく彼女は他の職人がどうのこうのという話を押したいようで、それにライナは殴られた顔をさすりながら、聞いた。


「……他の職人？」


「そうだ」


「あの……今回はいったいなんなんですか？」


　するとそれに、そんなこともおまえはわからないのかと言わんばかりの顔で、フェリスが言う。


「なにもかにもない。いま私とおまえは、伝説の手作りだんごをこの国の王に献けん上じようしようという、直前ではないか」


　と、いうことらしかった。


　なにやら彼女はだんごを作るつもりのようで。


　それにライナはめんどくさそうに言った。


「いや、おまえがだんご好きなのは知ってるけどさ……でもなんでまた今日は自分で作ろうと思ったのよ？」


　すると彼女は、


「うむ。どこぞの馬鹿が国民の休日とやらを作ったせいで、だんご店がすべて休みなのだ。しかしそれならば、八秒間だんごを食べないと死んでしまうという病気にかかっている私は、いったいどこでだんごを手に入れればいいというのかぁ！」


　と、悲痛な表情で叫ぶので、ライナは言った。


「……八秒間？　おまえそんな病気だったっけ？」


「今日からその病気の予定だ」


「ふむ。じゃあ俺は八秒に一回十億時間ぐらい昼寝しないと死んじゃ……」


「おまえの話など聞いてない」


「だよね～」


「さあ早く起きろ。八秒たって私が死ぬ前に、だんごを作り上げるのだ」


　などと言ってきて、それにライナは立ち上がりながら言う。


「……あれ、なんかさっき、国王に献上するだんごがどうのこうのっていう設定もなかったっけ？」


　と聞くと、フェリスはそれにいつもの無表情でこちらを見つめ、そして少しだけ首をかしげてから、


「よし。じゃあその設定でいこう」


「どの設定だよ」


「八秒でだんごを食べないと献上する」


「全然意味わかんねぇ」


「いいから手伝え。だんごを作るぞ」


「ちょ、あの……俺まじで寝ねてな……」


　が、そこで麵棒が振り上げられて。


「あーうそうそ、付き合う。そのなんかよく意味わかんない話に付き合うから、麵棒下ろして」


　と言うとフェリスはうなずき、


「さあやるぞライナ。私たちは伝説のだんごを完成させるのだ！」


「へいへい……ってか、あの、眠すぎてもう胃が痛いんだよねぇ。だからできれば胃に優やさしいだんごとか作ってくれると嬉うれしいなぁ」


　なんて言いながら、ライナはふらふらと食堂に戻もどっていくフェリスについていく。


「で、最初はなにすんの？　さっさと作ってさっさと食って、んで帰って寝かせて欲しいんだけど」


　と言うと、フェリスは少しだけ嬉しげにこちらを見て、


「ふむ。なかなかやる気のようだな」


「まじでそー見えんの？」


「ではそろそろ始めようか。まずはこれだ」


　と、彼女は懐ふところから一枚の紙を取り出し、それをこちらに渡わたしてくる。


　それをライナは受けとり、


「ん？　なにこれ？」


　と、その紙を見る。


　するとその紙にはこんなことが書かれている。





☆伝説のだんご作り、その一☆


　ライナがテイルスルード地方で収しゆう穫かくされるだんご粉を樽たる一つ分わけてもらっ……





「ってそこからかよ！」


　するとフェリスが勢いよく拳こぶしを握にぎり、


「さあいくぞ相棒。我々は伝説のだんごを……」


「ムリムリムリムリ。俺ほんと寝てないからいまからテイルスルードなんていったら途と中ちゆうで死んじゃ……いや、麵めん棒ぼう振ふり上げられても無理なもんは無……って剣けん抜ぬくな！　あの、いくから、ほんと、ちゃんとおまえに付き合……ぎゃぁあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」





　五時間後。





「……と、いうわけで、俺たちはだんご粉を手に入れたわけだが……」


　もう、疲つかれ果てた声音でライナは言った。


　ちなみに場所は再びさっきの食堂。


　食堂にはもう、窓から強い陽ひ射ざしが入ってくるような時間になっていて。


　ライナは、だんご粉が詰つまった樽を背中に背負いながら、その陽射しにさらされて言った。


「あ～、俺、太陽の光を浴びると灰になっちゃう病気なのに～」


　するとそれにフェリスがうなずき、


「よし、いよいよだんご作りを始めるぞ」


「いや俺の話も……」


　しかし彼女は腕うでまくりをし、


「弟で子しは目で盗むものだぞライナ。しっかり見てろ」


「あの……」


「よし、粉をよこせ」


「………………うう、はぁい」


　と、樽を下ろし、蓋ふたをあけてだんご粉をフェリスに渡す。


「熱湯が必要だ。火をおこせ」


「…………」


「粉に熱湯を入れて、混ぜろ」


「ってかなんで俺が全部やらなきゃ……まあいいや。腹は減ってるし」


　と、いうところで、


「あれぇ」


　なんて声が背後でした。


　それにライナはうんざりする。


　もう一人の悪あく魔まが、早くも目を覚ましたのだ。


　まだライナが一いつ睡すいもしてないのに、あの仕事狂きようが起きだしてきて。


　それにライナは振り向く。


　するとやはりそこには、シオンが立っていた。


　そのシオンが言う。


「やあライナ、フェリス。おはよ」


　それにライナは答える。


「俺はまだ寝てねぇえええええええええ!?」


　するとシオンはフェリスのほうを見て、なにやら勝手にいろいろ事情を把は握あくしたようで、


「相変わらず仲がおよろしいことで」


　などと言ってくるが、もうそれに反論する体力も残っていなかった。


　このいじめっ子大王と迷めい惑わく暴走だんご娘むすめに毎日振り回され続けて、彼はもう文句を言う気力も残っていなかった。


　だからとりあえず、木ベラで熱湯の入っただんご粉をねりねりする。


　フェリスに言われるがままに練り練りする。


「そろそろ手でこねろ」


　と言われるのでコネコネする。


　するとそのライナの手もとをシオンはのぞきこみ、ははぁんという顔になる。
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　そしてこちらを嬉しそうに見つめ、


「もしかして二人は、俺のためにだんごを作ってくれてるのかい？」


　などと言ってくる。


　もう、それにもライナは答えないが、フェリスがシオンに向かって、


「うむ。完成したらおまえにも食べさせてやろう。きっとうまいぞ」


「そう？　そりゃ楽しみだな。じゃあ朝食になにかないかなって見にきたけど、我が慢まんして部屋に戻ろうかな」


「そうしろ。死ぬほど腹をすかせて待っていろ」


　という彼女の言葉に、シオンは微笑ほほえむ。


　そして、国民の休日のせいでライナと、フェリスしかいない食堂を見つめ、


「なんだかんだ言って、二人は優しいなぁ」


　なんて言う。


「じゃ、楽しみに部屋で待ってようかな」


　なんて言う。


　そして踵きびすを返して去っていくシオンの後ろ姿を、ライナは延々とコネコネしながら見つめて。


「…………」


　しかし、そこで彼は、はたと気づいてしまった。


　アレに気づいてしまった。


　自分には、夢があったことを。


　絶対に叶かなえたい夢が。


　俺には絶対に叶えたい夢がぁああああ──


「なにをボソボソ言っている？」


　と、横からフェリスが言ってくる。


　それにライナはもう、目が閉じそうになりながら、


「へ？　俺なんか言ってた？」


「夢がどうのこうの言ってたぞ」


「あ、そうそう。俺、夢が……」


「だんごを作りながら夢を見るとはなにごとだ。集中しろ、集中」


　なんて言われるが、ライナは気にせず続けた。


　なぜならもう、誰だれにも夢を邪じや魔まされたくないから。


　俺は夢を叶えるって、そう決めたんだから。


　だから彼は言った。


「いやフェリス。俺、おまえにだけは聞いて欲しいんだ」


「ん？　私にだけ？　いったいなんの話だ」


「俺の夢の話」


「ふむ。夢？」


「ああ」


「おまえのような日々を刹せつ那な的にしか生きられない変態色しき情じよう狂きようの甲か斐い性しよう無し怠なまけ男にいったいどんな夢があるというのだ？」


「……って、よく舌嚙かまないでそんな長く悪口言えるなぁ」


「コラ、手もとがおろそかになってるぞ」


「え、あー、ごめ……じゃなくてさ、夢の話。ちゃんと聞いてよ」


　するとフェリスは青く澄すんだ瞳ひとみでこちらを見つめ、


「なんだ」


　と言う。


　それにライナは手もとがおろそかにならないようにしながら、


「俺、せっかく作るなら、本当にうまいだんごを作りたいと思っててさ」


　と、そう答えた瞬しゆん間かん。


　いつも無表情で、なにがあってもほとんど感情が面おもてに表れないはずの彼女の顔が、急激に輝かがやいた。


　そして彼女は言った。


　震ふるえる声こわ音ねで、


「……お、お、おまえ……おまえいまいったい、なんと言った？」


　それにライナはもう一度答える。


「だからせっかく作るならさ、やっぱ本当にうまいだんごを作りたいと……」


　しかしそれを遮さえぎって、


「よく言ったぁっ！」


　と、フェリスに肩かたをがしっとつかまれた。そして彼女はうんうんうなずきながら、


「わ、わ、私は、おまえがそう言ってくれるのをずっと待っていたのだ」


　などと言って、懐ふところから一本の木ベラを取り出す。


　その木ベラには、『だんご職人ライナ・リュート』と名前が彫ほられている。


　ちなみにライナはもう一本、フェリスの懐に木ベラが入ってるのを見つけてしまう。そっちの木ベラには『だんご職人シオン・アスタール』と彫られていたので、どうやら彼女はライナとシオン、二人ともをだんご職人にしよう、というような、なんだかよくわからない物語に彼らを引きいれようと思っているようで、それにハマると長くなりそうなのでとりあえず見なかったことにする。


　とにかくライナはその名前入りの木ベラを受けとりながら、続ける。


「だからちょっとここ離はなれて、食材とってきていいかな？　俺、実は好きなの草だんごでさ」


「ほう。草だんごが好きとはなかなかの通つうだな」


「そういうもん？」


「私は褒ほめて伸のばす主義だ」


　という言葉に、彼は、ちょっと怒おこるとすぐに抜ぬかれてパンパンこちらを殴なぐってくる彼女の腰こしの剣けんを見下ろしながら、


「……褒めて伸ばす主義……そう。そうね……」


　と、疲つかれきった声音で言った。


　そしてさらに続ける。


「俺、前からだんごに混ぜこんだら美う味まいんじゃないかと思ってる山草があってさ～」


「ふむ。どんな草だ」


　と興味津しん々しんに聞いてくるフェリスに彼は笑って、


「それは食べてからのお楽しみにしようぜ。でもそれ、とってきていいかな？　ここにはないから」


「よし私も一いつ緒しよに……」


「だからお楽しみなんだって」


　するとそれにフェリスが不ふ審しん気げな顔になり、


「まさかおまえ、逃にげようと……」


　が、それをライナは慌あわてて遮る。


「ば、馬ば鹿か言うんじゃねぇよ！　俺のだんごへの情熱は本物だぜ！　究極のだんごを作る！　俺はいま、そのためだけに生きてるんだ！　俺こそが伝説のだんご戦士だぁ！」


　と、心にもないどころか、自分でもなに言ってるのかいまいちわからないようなことを叫さけんだ。


　しかしそれにフェリスは、


「……お、おまえ、そこまでだんごを……」


　なにやらいたく感動したようで、また、肩をがしっとつかまれる。感かん銘めいを受けた、とばかりの顔でこちらを見つめ、


「もうワシが伝えることはなにもないようじゃな……いきなされ。そして究極のだんごを完成させるのじゃ」


　って誰よおまえ……という突つっこみはもう入れない。彼女の中ではまた、なにやらいろいろめんどくさそうな展開があるようなのだが、とりあえず適当に合わせて、


「わかったよじっちゃん。俺、だんごを完成させるよ」


　などと言いながら、彼はフェリスから離れた。


　それから食堂を出る。


　廊ろう下かを進む。


　階下に下りる。


　そしてそのままローランドの王城も出ることに成功してしまって。


　あの、いじめっ子大王と迷惑バイオレンス娘が暴れまわる魔ま界かいから、生きて抜けだすことに成功してしまって。


　やったぁああああああああああああと、


「…………」


　駆かけ出す体力はもう、残っていなかった。


　だからただ、力無い声音で、


「……はあ、宿帰って寝ねよ」


　と、家路を猫ねこ背ぜでだらだら歩く。


　貴族たちが住まう区画を抜け、街へと入り、そのままいつもの宿に向かう。


　しかしその途と中ちゆうで、露ろ店てんがたくさん出ているのを見つけてしまう。


　今日は休日だから、王城の静けさとはうってかわって街は大賑にぎわいだった。


　当然、露店にはだんご屋もあり。


　それをライナは半眼で見つめ、


「……フェリスの奴やつ、だんご屋が休みだから自分で作るとか言ってたのに……ありゃ噓うそか」


　と、呟つぶやく。


　どうやら彼女は、本気でライナやシオンに、手作りだんごを振ふる舞まおうと思っていたようだった。


　そういえば彼女は食堂で、一人でだんごを作っていたのだ。彼がきたから一緒に作ることになってしまったが、その前は一人でなにやらだんご粉をこねくりまわしていた。


　もしかしたら手作りだんごを差し入れにでも持ってくるつもりだったのかもしれない。


　それにライナは、


「…………」


　しかしなにも言わないで、そのまま歩く。とにかく眠ねむいのだ。なにがどうだったとかを考えることもできないほど眠いのだ。


　だから彼はそのまま宿に──


　とそこで、一人の子供が隣となりを歩いている父親に向かって言うのが耳に入った。


「お父さん、お腹なか減ったー」


「お、そうか。じゃあだんごでも食べるか？」


　そんな会話。


　そちらをライナはぼんやり見る。


　あの子供は腹が減ってるのだという。そういえば、シオンももう長いこと食事をとってなくて、それなのにライナたちの手作りだんごを食べるために、我が慢まんして部屋に帰ると言っていた。


　あの馬鹿勝手に飯食やいいのに、ライナたちの手作りだんごを待つのだという。


　それにライナは、


「…………」


　彼は顔をしかめ、


「……ああもう、クソめんどくせぇなぁ」


　そう言いながら、踵きびすを返した。





　　　　◆





　そして再びいつもの執しつ務む室しつ。


　部屋には書類片手のシオンと、部屋の隅すみにゴザを敷しき、お茶のセットまで用意した、準備万ばん端たんのフェリスが待っていて。


　そこにライナは、手作りだんごを持っていった。彼が作ったのは串くしだんごだった。


　串に刺ささっているだんごは、彼が選んだ草によって明るい緑色に着色されていて、自分で言うのもなんだが、かなり美味そうだった。


　それを見た瞬間フェリスが、


「おお！」


　と言った。


　続いてシオンも仕事の手を止め、


「あれ、ライナ戻もどってきたんだ。フェリスから話聞いて、てっきり逃げたんだと思ったのに」


　という言葉にライナは肩をすくめる。


「いやそれがさぁ、すげぇ腹減ってんのに、おまえが作った休日のせいで、食い物屋どこもやってなくてさぁ」


　なんて言うと、それにフェリスが、少しだけ表情を変える。当然彼女は知っているのだ。食い物屋も、だんご屋も、街ではいくらでもやっていることを、彼女は知っているのだ。


　それにライナは少しだけ笑って、だんごののった皿をフェリスのほうへと持っていく。


「ほれ、食ってみ」


　それに彼女は串を一本取る。


　続いてシオンにも、


「おまえも」


　すると彼は微笑ほほえみ、


「じゃ、もらおうかな」


　と串を取る。


　そのままシオンとフェリスはお互たがいの顔を見あわせ、そしてこちらを見てくるので、ライナはそれに顔をしかめ、


「あんまもったいぶられっと恥はずかしいから、早く喰くえよ」


　と言った。


　するとシオンとフェリスはうなずいてから、そのだんごを口にした。


　それにライナは、少しだけそわそわした気持ちになる。


「……で、どうよ？」


　するとそれにフェリスがふむぅっとうなり、


「驚おどろいたことに、なかなか美味いぞライナ」


　と、言う。


　続いてシオンももう一口だんごをかじり、


「ほんとに。いや、ライナ、これは本職でやってけるんじゃないか？」


　なんて言ってきて、それにライナはまんざらでもない気分になる。


「ほんとかよ」


「ほんとほんと。いや、ライナおまえ……おまえ……」


　が、そこで急にシオンの言葉が止まる。笑顔が突とつ然ぜん苦しそうにゆがみ、こちらをにらんで、


「……ら、ライナおまえ……いったいだんごになにを入れた？」


　と言ったときにはもう、シオンはだんごの串を、机の上に取り落としていた。それどころか体のバランスも取れないようで、腕うでだけで体を支えて。


　とそこで、フェリスが、バタンとお茶セットを引ひっ繰くり返して倒たおれる。こちらはもう、完全に意識を失ってしまっている。


　それをシオンはにらみ、そして、必死に閉じそうになる目を開きながら、こちらを見てくるので、ライナはもう一度、聞いた。


　やはりさっきと同じ、少しだけそわそわした気持ちで、


「で、どうよ？　だんごにたっぷり眠り草を混ぜこんだんだけど」


　それにシオンは眠気に抗こうするように必死に歯をくいしばり、


「ら、ライナ、おまえ卑ひ怯きよう……」


「いいよーん」


「おま……」


「あ、そうだシオン。聞いてくれ。俺には夢があったんだ」


「……く」


「この腐くさった国をさー、なんつーか、変えるぜー俺が変えてやるんだぜーっていう夢があってさー」


「……うう」


「仕事狂きようの暴君から俺がいま、この世界を救うんだ！　ちゃんと毎日八百時間ぐらい昼寝できるような国を、俺は作る！　ってなわけでシオン。おまえ早起きしすぎ。寝ろ」


　するとシオンはもう、ほとんど閉じてしまっている目でこちらをにらみ、


「だが、この仕事だけは……」


　が、ライナは笑って、


「できねーよ。十時間ぐらいじゃまるで目が覚めないくらい大量に草入れたから」


「お、おまえなぁ」


「でも、おまえが決めたんだろ？　今日は休日だ。休もうぜ」


　それにシオンはもう、困ったようにこちらをにらんでから、少し笑い、


「…………」


　そのままバタリと倒れた。


　ライナはそれを見る。


　もう、気持ちよさそうにすやすやと眠るシオンと、フェリスを見る。


　そのシオンのえり首をつかみ、机から引っぺがす。そして隣の仮か眠みん室しつのベッドに投げ捨てる。


　続いてお茶セットを引っ繰り返して寝ているフェリスの体を、ゴザの上にちゃんと寝かし付ける。


　そして彼はため息をついてから、宿に戻ろうかな、と思う。


　だがもう、帰る体力も残ってなかった。


　だから彼は執務室の扉とびらの鍵かぎをかけ、誰だれも入ってこないようにしてから、自分の机に座る。


「…………」


　ひどく、静かだった。


　本当にフェリスと、シオンの寝息ぐらいしか聞こえなくて。


　この王城には自分たち三人ぐらいしかいないんじゃないかと思えるほどに、静かだった。


　それを彼はしばらく見つめ、そして、


「ふわぁ～あ」


　と大きくあくびをしてから、机にのっていた眠り草入りのだんごを手に取る。


　それを食べる。


「お、ほんとに意外に美味……あ、きたきた。あー眠てー、ってか前から眠かったけどね。だんごなんか食わなくても寝れたけどね！　でも、なんだろ。とにかくすげぇ幸せなので、寝まーす。八百時間くらい寝まーす。みんなおやす……」


　が、そこで、ライナはバタンと机の上に倒れた。


　そうしてこの執務室にもやっと、休日が訪おとずれたのだった。




（すりーぴんぐ・ほりでぃ：おわり）







　いえすたでぃ・わんす・もあ







　突然、ぽんぽんっと背中をたたかれ、


「いよ！　久し振ぶり」


　などとライナ・リュートは声をかけられた。


　場所はローランド帝てい国こくの王城から宿へと繫つながる帰り道。


　その帰り道をライナはふらつく足どりで歩きながら、


「……ああ～もう、なんなの？　あのシオンとかいう馬ば鹿か王おうはなんで三日徹てつ夜やで仕事しようぜとか、四日徹夜で仕事しようぜとかしか言えないの？　それしか言えないのかっての。もうちょい他の言葉で話してみろっての──って言うと、『五日徹夜とか？』なんて馬鹿なこと言いだすしさぁ。ありゃあれだな。もうあれだ。あれあれ。あ～、んぁ～……眠ねむくて頭が全然まわんないから、もういいや……」


　とまあ、とにかく彼は、ふらふらだった。


　寝ぐせのついた黒くろ髪かみに、いまにも眠気で閉じそうな半眼。


　いつもやる気のない猫ねこ背ぜの長身瘦そう軀くは、いじめっ子大王シオン・アスタールにこき使われたせいで、より一層気だるさを纏まとっている。


　その、彼の背中に、


「しっかし帰り道が一いつ緒しよになっちゃうなんて、奇き遇ぐうだな～」


　なんて声が、またかかる。


　しかしライナはそれを、無視する。


　なぜならもう、あまりの疲ひ労ろうにやる気のゲージがゼロなのだ。いや、ゼロどころかマイナス八億点くらいなのだ。なのでもう、振ふり返る体力も残ってないので、彼は振り返らないまま宿に帰ろうとするが。


「なあなあライナ」


「…………」


「おいライナってば」


「…………」


「ちょ、俺のこと忘れたのかよ？　俺だよ。俺俺」


　としつこく声をかけてくるので、ライナはそれに、振り返る。もう、あまりの眠気で閉じかけの瞳ひとみで、声をかけてきている奴やつを見る。


　すると背後には、一人の男がにこにこ笑いながら立っている。


　銀色の髪かみに、強い意志が込こめられた金の瞳。


　無む駄だに好青年な爽さわやか笑顔。


　この国の若き英えい雄ゆう王おうにして、仕事馬鹿のいじめっこ大王──シオン・アスタールだ。


　その顔を、ライナは見つめる。


　もう、ほんのついさっきまで三日徹夜で一緒に仕事をしていた、仕事馬鹿の顔を見つめる。


　するとシオンはそれに、むかつくにこにこ顔で、


「いやー、偶ぐう然ぜんだなぁ。俺ら会うのどれくらいぶりだっけ？」


　などとふざけたことを言ってくるので、とりあえずおまえのおふざけに付き合うほどの体力はもう残ってねぇんだよ！　と王の顔面を殴なぐってみようかとも思ったが、しかし、その体力すら残ってなくて、


「……はぁ」


　とりあえずうんざりしたようなため息だけをついて、ライナは再び歩き始めた。


　するとシオンが、


「無視するなよー」


　などと言ってくるが、やはり無視。


　ライナはそのまま、自分の宿へと帰ろうと、ふらつく足どりで頑がん張ばって歩く。


　一生懸けん命めい歩く。


　するとそこで突とつ然ぜん、背中がぽんぽんっとたたかれ、


「いよ！　ライナ、久し振り」


　などとまたもシオンが言って、横に並んでくるが、


「…………」


　無視する。


「しっかし帰り道が一緒になっちゃうなんて、ほんと奇遇だよな～」


「…………」


「いやー、俺ら、帰り道一緒になるの、どれくらいぶりだっけ？」


「…………」


　なんて言葉の数々をライナが頑張って無視していると、シオンが少しだけ悲しげな顔になり、やっとあきらめてくれたのか、足を止める。


　隣となりからいなくなる。


　それにライナはほっとひと安心して、家路を急ごうとするが、そこでまた背中をたたかれ、


「いよ！　ライナ、久し……」


「うるせぇえええええええええええ！」


　と、ライナは怒ど鳴なった。


　そして振り返る。


　するとシオンはやっと反応してくれたかと言わんばかりの顔で嬉うれしそうに笑っていて、その嬉しそうな顔に向かってライナは怒鳴る。


「いったいなによ!?　おまえ、なにがしたいの？」


　それにシオンが口を開こうとするが、しかしライナは慌あわてて制止し、


「あ、ちなみに言っとくけど、俺もう眠気がピークを超こえてピピピピークまできちゃってっから、絶対これ以上は仕事しないかんな？　どんなに緊きん急きゆうな用事があっても、俺は絶対このまま帰って、でもって二年くらいは冬とう眠みんするって決めてっから、そのつもりでな？」


　と、あらかじめ言っておく。


　するとシオンが言う。こちらを見つめ、


「ピピピピークってなに？」


「知らねぇよ」


「ライナが言ったんじゃーん」


「それくらいもう限界ってことだよ」


「そか」


「そう。だから絶対仕事は……」


　が、それを遮さえぎって、


「いや、今日はもう、やってほしい仕事はないから、安心していいよ」


　などとシオンが言ってくるが、しかしライナは信じない。この仕事狂きようの働き馬鹿が、仕事がないなんて言葉を知っているはずがないのだ。なのでライナは半眼でシオンをにらむと、


「とか言いながらまた俺を騙だますつもりだろ」


「ほんとだって」


「うそだね」


「信用ないなぁ。あ、まあ、そんなに仕事したいならなにか仕事作ってもいいけど……」


「本ほん性しようを現したな、この悪あく魔まめぇええええええええええええ」


　と、ライナは、疲つかれた声で叫さけんだ。


　するとまたシオンは笑う。そして、


「あはは、ま、ほんとに仕事ないから、安心してよ」


　などと言うので、それにライナはシオンを見る。


「じゃ、なんで俺のこと追いかけてきたのよ」


　そう問いかけると、シオンは思いだしたようにまた、


「いよ！　ライナ、久し振り」


「だからおまえはなにがしたいんだよ？」


「いやー、帰り道が一緒になるのなんて、どれくらいぶり……」


「おまえ城に住んでんだから帰り道が一緒になるわきゃねぇだろ」


「あはは」


「ちゃんと説明しろおおおおおおお！」


　とライナが怒鳴ると、シオンが待ってましたとばかりに、


「説明してほしい？」


　などと言ってくる。


　そしてそれに、ライナは顔をしかめる。


　だって、別に全然説明してほしくないし、それどころかもうさっさと帰って寝ねたいのだ。


　なのになんで、こちらが説明して欲しがってるかのような状じよう況きようになってんの？


　なんか、


「なんかすげーむかつくんだけど」


　とライナが言うと、シオンはまたあははと笑った。それから勝手に歩きだし、


「よし。じゃ、いこうか」


　なんて言ってくるが、それにライナはシオンの背中を見つめて、聞く。


「どこへよ？　まじで俺、仕事は出来な……」


「だからもう、今日は仕事はないって」


「じゃあなんで俺んとこきたんだよって聞いてんの」


　するとそれにシオンがこちらを見て、また笑う。それから、


「いやー、帰り道が一緒になるなんてどれくらいぶり……」


「それもういいから。で、続きは？」


　と聞くと、やはりシオンは嬉しそうに、ちょっと棒読み気味の口調で、


「親友にたまたま帰り道に会っちゃうなんて偶然、そうそうないからさぁ……」


「はいはい、それで早く結論を言えって。なにが言いたいのよ？」


　するとシオンが一度言葉を止める。それから指で、杯さかずきを傾かたむけるような仕草をすると、


「どう？　これから俺とどっかで一杯ぱいやっていかない？」


　なんて、言った。


　なにかちょっと、ねぇ彼女、お茶しない？　ぐらいの勢いで、そんなことを言われてしまった。


　そしてそれにライナは呆あきれ顔でシオンを見つめ、


「……おまえ、それを言うためにこんなに時間かけたの？」


　と聞くと、シオンはちょっとだけ照れたような顔で言う。


「いや～、一度これ言ってみたくてさぁ」


「これ？」


「一杯やってく？　ってさ」


「なんだよそれ」


「酒場で上司への愚ぐ痴ちとか言おうぜ？」


「おまえが上司だろうが」


「あは、そうだけど」


　と嬉しそうに笑う。


　それからまた、勝手に歩き始めるので、その背中にライナは言う。


「俺、ついてくって言ってないぞ？」


「まあまあそう言わずに」


「いや俺ほんともう眠ねむいからさ」


「でもまだご飯食べてないだろ？」


「ん？」


「前に二人で食事したのが八時間前くらいだから、そろそろお腹なかが減ってるんじゃないか？」


　という言葉に、ライナは自分の腹を意識する。すると意識した途と端たんに急にお腹が減ってきたような気がして、お腹を触さわると、くーっという音まで鳴ってしまって、


「あ、なんか腹減ってきた」


　するとシオンが笑ってうなずく。


「だろう？　だから酒場にいこうよ？　おごるからさ」


「……とかいってまた仕事を……」


「ないない。というか、ほんとに珍めずらしく俺の仕事も終わっちゃって、ぽっかり時間が空いちゃったんだよね」


「え？　おまえも仕事ないの？」


「いや、まぁ、そりゃ探せばいくらでもあるけどさ……あ、でもそうだよな。やっぱ探してでも仕事をしたほうが……」


　しかしライナは慌ててそれに、


「いや！　いや！　探さなくていいから！」


　と大声で言うと、シオンがこちらを見る。少しだけ考えるような顔になってから、


「そうかな？」


　と言う。


　それにライナはうんうんうなずき、


「そうだよ！」


　と言うと、シオンもうなずいて、


「まあ、たまには息いき抜ぬきもいるよね？」


「そうそう！」


「ちょっと大きめな案件がうまく片付いたしね」


「そうそう！」


「やっぱここは、酒場で酒でも飲んでぱーっとやったほうがいいかもしれないよな？」


　という言葉に、ライナはもう一度大きくうなずくと、


「そうだよ！　酒場でぱーっと酒飲んだほうがいいに決まって……決まって……ってだからなんでまた俺が誘さそってるみたいになってんだよ！」


　と怒鳴ると、シオンはまた笑う。


　嬉しそうに笑う。


　そのシオンの顔が、妙みように機き嫌げんがよさそうで、


「…………」


　ライナは、顔をしかめる。


　なにせこいつは、いつも独りでなにもかもを背負ってるような顔をしているのだ。


　いくら頑がん張ばっても足りない足りないと言って、独りで自分を追い詰つめていってしまうようなところがあって。


　なのに今日は、仕事がうまくいったからもう、働かないのだという。


　放ほうっておけば十日くらい寝ないで仕事をしかねない仕事馬ば鹿かなこいつが、今日は仕事をしないで、ぱーっと飲みにいきたいのだという。


　その、シオンの顔を見て、


「…………」


　シオンの、嬉しそうな顔を見て、ライナは顔をしかめて言った。


「……あ～もう、しょうがねぇなぁ。んじゃ、酒場に飯食いにいくか？」


「お、それはいい案だね！」


「だからなんで俺が誘ったことになってんだよ」


「あはは」


「いや全然おもしろくねぇし」


「じゃ、いこうか」


　と、再び元気に歩きだすシオンに、ライナは聞く。


「どっか目当ての店とかあんのかよ？」


　するとシオンはあっさり答える。


「ないよ？」


「誘っといてねぇのかよ」


「おすすめとかある？」


「んぁ？　あ～、ってか、おまえがくれる賃金が安すぎるから、安い店しか知らないけどなぁ」


「じゃあそこでいいよ」


「まず賃金上げろって」


「はは」


「そこは笑いごとじゃないけどね」


　と言いながらも、ライナも歩きだして、シオンの横に並ぶ。それから、


「ってかシオン」


「ん～？」


「おまえ歳としいくつだっけ？」


「ん？　俺ら同じ学院の、同じクラス出身なんだから、おまえと一いつ緒しよだぞ？」


　という言葉に、しかしライナは言う。


「いや、でもキファは一個下だったよ？」


「あれ、そうなの？」


「そうだよ」


「そうか。じゃああれだ。俺はいま、確か二は十た歳ちじゃないかな」


「だよな？　俺と同い年なら、そうだよな」


「うん」


「でさ」


「うん」


「ローランドの法律で、酒飲んでいいのって何歳からだっけ？」


　というライナの質問に、シオンは答える。


「二十一歳」


「で、おまえ何歳？」


「二十歳」


「それ、王様としてどうなの？」


　と聞くと、シオンは少しだけ考えたような顔になり、


「でもまあ、誰だれも守ってないからいいんじゃない？」


　なんて、王様とは思えないほど軽い口調で言う。さらに、


「だいたい俺らも学生時代によく酒場にいったじゃん？　懐なつかしいなぁ。あれ何歳だっけ？　確かいまから三年前だから、俺ら十七？　キファに至っては十六か。不良～」


　と言って、シオンが笑う。


　そしてそれに、ライナも思いだす。


　シオンと初めて出会った、ローランド帝てい国こく王立特とく殊しゆ学院のこと。


　それはまだ、シオンが革命を起こしてこの国の王になる前のころのことだ。


　キファが笑っていて、タイルや、トニーや、ファルが生きていたときのこと。


　あれからもう三年。


　自分たちをとりまく環かん境きようはガラリと変わってしまったし、なにより、この国自体が変わった。


　かつてはあれほど暗く、まるで希望がない国だったはずなのに、いまでは街に活気が溢あふれ、人々は笑え顔がおで暮らしている。


　それもこれも、英えい雄ゆう王おうと呼ばれるこの、仕事馬鹿が不ふ眠みん不休で頑張っているおかげなのだが。


「だ～からといって、俺も徹てつ夜やさせられるのはめんどいけどねぇ」


　と独り呟つぶやくと、それにシオンが言ってくる。


「いや、上司への愚痴は、もったいないから酒場に着いてからにしよう」


「もったいないってなんだよ」


「あはは。さあいこうぜ。あ、途と中ちゆうライナの宿にいって、服貸してよ。さすがに未成年の王様が酒場で酒飲んでるの見つかるのはまずいしな。変装しないと」


「最初から変装してこいよ」


「あはは」


　とまた、嬉うれしそうに笑うシオンに、


「おまえもう酒飲んでんじゃねぇの？」


　と突つっこむが、やはりシオンは楽しそうにするばかりで。


「…………いや、まあ、楽しいなら別にいいけどさぁ」


　と、ライナは少し疲つかれた顔で苦く笑しようする。





　そして再び二人は、街のほうへとダラダラ歩き始めたのだった。





　　　　◆


　　　　◆


　　　　◆


　　　　◆





　場所は少し移って、ライナの宿。





「……はぁ、なんか宿帰ってくると、腹減りより眠ねむ気けが勝まさってきたんだけど」


　なんて言いながら、長期滞たい在ざいしている自分の部屋の扉とびらを開ける。


　小さなクローゼットと、机、ベッドがあるだけの簡素な部屋。


　そこにライナとシオンは入ろうとするが、しかし、


「…………」


　二人は宿の入り口で止まってしまう。


　そしてそのまま部屋の中の、ある一点へと二人で目を向ける。


　そこには、ベッドがあった。


　いつもライナが寝ね起おきしている、ベッド。


　その上にいま、絶世の美女が横になっていた。


　艶つややかな長い金きん髪ぱつに、異常なまでに整った容姿。


　相棒の、フェリス・エリスだ。


　その彼女が、ライナのベッドで勝手にくーくーと寝息を立てていて。


　それをしばらく見つめ、


「…………」


　それからシオンが意味ありげな顔でこちらを見て、


「はっはーん」


「はっはーんじゃねぇよ」


「いやいや、そういうことならそういうことって、早く言ってくれればいいのに～」


「どういうことだよ」


　するとそれに、シオンはベッドを指さして、


「彼女がいるってことをさ」


「あれフェリスだぞ？」




[image: ]


「うん」


「……あー、なんだ。そのぉ、俺はあいつと付き合ってないし、それにおまえが、またまた～とか言いだすのにも付き合うほど体力残ってないから、とりあえずここはスルーして酒場いこうぜ？　フェリス起きるとまためんどくさ……」


　とライナが言いかけたところで、


「ひ、ひどい……付き合ってくれるって言ったのに……私を弄もてあそぶだけ弄んで、捨てるつもりなの!?」


　なんて声が、ベッドからする。


　それにライナは、ベッドを見る。


　するとそこには、弄ばれて捨てられるような、か弱そうな女の子は、いない。


　いるのは、いまいち感情の起き伏ふくが見えない無表情な美女で、いつの間にやらベッドの上に立っていて。


　ライナは言った。


「土足で俺のベッドの上に立つなって」


　するとそれにフェリスが、


「おっとこれはすまない」


　と言いながら、わざと枕まくらを踏ふむ。


　それをライナは無言で見つめ、それからシオンのほうへと目を向けて、


「……で、俺があれとどうなってるって？」


　と言うと、シオンがうなずいてまた、


「はっはーん」


「っておまえそれ言いたいだけだろ？」


　そこでフェリスが言う。


「で、おまえら私を差し置いて二人でなにをこそこそしている。仲間に入れろ」


　なんて言葉に、ライナは顔をしかめて言った。


「いや、おまえくるとよりめんどくさいから嫌いや……」


「おっとすまない」


「だから俺の枕を踏むのをやめ……ってカバー破れて中身が出たじゃねぇか！」


「次はおまえの腸がこうなる」


「怖ぇよ！」


「嫌なら仲間に入れろ」


　とそこで、ライナは突とつ如じよ、名案を思い付いてしまった。それはあまりにも素す晴ばらしい考えで、自分で思い付いておいてなんだが、もしかしたら俺は天才なんじゃないの？　天才君なんじゃないの？　と自画自賛したくなるような名案だった。


　それがどんなものかというと、こう。


　俺はもう寝るから、シオンとフェリスが二人で酒場行けばいいんじゃないの？　案。


　やばい。


　これはやばい。


　この案はもう、世界から争いや貧ひん困こんをなくしてしまうかもしれないほど素晴らしい説まであるねこれ、なんて思いながら、ライナは言った。


「あ！　あ！　あのさあのさ、俺、いま実はすげーいいこと思い付いたんだけど、ちょっと聞いてく……」


　が、そこでフェリスが言う。


「ところで私は腹が減った。飯にするぞ」


「いやいや、ちょ、フェリス、俺の話を聞い……」


　しかしそれも遮さえぎって、シオンが言う。


「お、ちょうどよかった。いまからライナと酒場で食事しようって話になってたんだよ。実は俺らで酒飲んだこととか、あんまないしさ」


　という言葉にライナが、


「いや、その前に俺の話を……」


「ふむ。だんご酒か」


「だんごと酒って合うの？」


「だからおまえら俺の話を……」


「だんごに合わないものなどない！」


「ふぅん。じゃあそれも食べてみ……」


　が、そこでライナは大声で、


「おーまーえーらー！　俺、俺ほんとにすげぇこと思い付いたんだから、話聞けって！」


　と怒ど鳴なると、そこでやっとシオンとフェリスが言葉を止めて、こちらを向いてくれる。


　そしてシオンが言う。


「すごいこと？」


　続いてフェリスが言う。


「なんだ？」


　それにライナは胸を張って、話を聞いて驚おどろけとばかりに、言った。


「んとね、俺はここで寝とくからさ、おまえら二人で酒場に……」


　が、そこでなぜか、シオンがこちらの背中の服の部分をぎゅっとつかみ、


「いやでも、だんごと酒って、合うと思う？」


「って俺のいまの話、聞いてたか？」


　しかしそこで、フェリスがこちらに近付いてきて、今度はライナのえり首の部分をつかんできながら、


「一度食べれば、ああ、もう酒の相棒にはだんごしかありえないわ───と、おまえは叫さけび続けるに決まっている」


「だからなんでおまえら俺の服つかむん……」


　しかしライナの言葉はそこで止まる。シオンとフェリスに、無理矢理服を引っ張られて引きずられ始めてしまい、


「いや、だからなんで俺がいなきゃいけないんだよ！　おまえら酒場いきたい奴やつだけでいけば……って、あれ、なんか、なんかこれ、俺の首が絞しまってない？　ちょ、服、服放せって！　首が、首が絞まっ……死ぬ……うそ……あ…………あう………………」


　そこでライナは、どういうわけか意識を失った。





　　　　◆


　　　　◆


　　　　◆


　　　　◆





「起きろ馬ば鹿か者もの」


　と、頭からなにかをぶっかけられて、ライナは目を覚ました。


　場所はフェリスとよく飯を食べにいく酒場。


　といってもライナは酒がそれほど得意ではないので、普ふ段だんからほとんど飲まないのだが──しかしなぜかいま、彼は全身からアルコールの臭においがしていて。


　ライナは顔を上げる。


　すると自分が、どうやら頭から酒をかけられて起こされたことに、気づく。その、酒でびしょ濡ぬれの自分の体を見下ろし、それから自分が座らされているテーブル席に、シオンとフェリスも座っているのを確かく認にんする。


　ライナは顔を上げ、その二人を見つめて、


「……で、俺に酒かけたのはどっちだ？」


　と聞くと、シオンとフェリスが同時にお互たがいを指差して責任をなすりつけあう。


　それにライナは半眼で、


「まあどうせ二人でやろうって言ったんだろうけどさぁ」


　するとそれに、フェリスが言った。


「まだ乾かん盃ぱいもしていないというのに、泥でい酔すいして寝ているおまえが悪い」


「まだ一いつ滴てきも飲んでないけどね」


「と言いつつ、昼間から酒を飲み続ける甲か斐い性しよう無しの亭てい主しゆ。やめて。やめてお願い。そのお金は子供のミルク代なの！　しかし最低男の名前をほしいままにしているおまえは、うるせぇ馬ば鹿か野や郎ろう！　酒買ってこーい！　と怒鳴る──つまりはそういうわけか？」


　と、なにがつまりはそういうわけなのかはまるでわからないが、とりあえずフェリスはいつもの調子のようなので、ライナは彼女から目を逸そらし、給きゆう仕じの女の子に向かって言った。


「……あ、じゃあ俺フルーツジュースちょうだい」


「無視するな！」


「はいはい聞いてるよ」


「そして日々浴びるように酒を飲み続けているおまえは……」


「ってまじで続くのかよ」


　と言うと、横でシオンがあははと笑う。それからこちらを見て、


「でも、フルーツジュース？　酒飲まないのか？」


　それにライナは肩かたをすくめ、


「そんな強くないし」


「飲み比べしようよ？」


「やだよ。おまえザルじゃねぇか」


　するとシオンは肩をすくめて、


「いや、でも最近全然飲んでないからなぁ。弱くなってるかもよ？」


「そう言っていっつもおまえ、全員酔よい潰つぶしてけろっとしてんだもんなぁ」


「あはは。でも一杯ぱいくらい付き合えよ。でもって上司の悪口とか言おう」


　と、この国で一番偉えらい立場にいる人間に言われて、ライナは、


「まあいいけどさぁ。おまえへの悪口はいくらでもあるし」


　と、もう一度給仕の女の子のほうへと向かって、


「んじゃ、フルーツジュースやめて、セス酒で」


　続いてシオンが言う。


「俺も同じのを頼たのむ。あ、フェリスはどうする？　同じのでいい？」


　するとそれにフェリスがなぜか、怪け訝げんそうな顔になって、言った。


「なにを言っている。私は未成年だぞ？」


「知ってるよ？　十九になったばっかだよね？」


「そうだ」


「だから酒は飲めん」


　などと、珍めずらしくまともなことを言ってくるので、ライナとシオンは顔を見あわせる。


　それからシオンが笑って、


「なんかかわいいこと言ってるなぁ……じゃあこうしよう。今日から酒は十九からって法律に俺が変えるよ。どうせみんな守ってない法律だしさ」


　するとフェリスがやはりこちらを見て、


「ふむ。それならいいのだが、しかし私は酒を飲んだことがないぞ？　兄様にも酒はよくないと言われていたし……」


　それにライナが言う。


「ってかおまえ、さっき、酒の相棒はだんごしかありえないわーとか言ってたのに、酒飲んだことないの？」


「ない」


「じゃあなんでだんごが酒に合うってわかるのよ？」


　という問いに、彼女は当然だろうとばかりに胸張って答える。


「だんごは万ばん能のうだからな！」


「そーですか」


「うむ！」


「まあ、じゃあ、その万能っぷりをここで確認してみようぜ」


「望むところだ！　女将おかみ、私に酒を持ってこい！」


　と、フェリスが、あきらかにバイトの女の子に言う。


　すると女の子が答える。


「お酒の種類はなにがよろしいでしょうか？」


　それにフェリスは、


「種類？　種類はなにがいいんだ？」


　とちょっと不安げにこちらを向いてくるので、それにライナが言う。


「俺らと同じセス酒でいいんじゃないの？」


「それを持ってこい！」


「セス酒三つですね。ありがとうございます」


　と、女の子が厨ちゆう房ぼうのほうへと去り、それからすぐにグラスを三つ持ってくる。


　中にはセス酒が入っており、ライナ、シオン、フェリスのそれぞれの前におかれて。


　シオンがそれを確認してから、言った。


「じゃ、乾盃するか」


　続いてライナが、


「ってかこれ、なんの会なの？　なにに乾盃すんのよ？」


　最後にフェリスが、


「当然、だんごの時代の幕開けについての乾盃に決まっているだろう。あ、少し待て。いまだんごを出す」


　と、懐ふところからごそごそと、『ウィニットだんご店』と書かれた包み紙を取り出す。それをテーブルの上に開く。


　すると給仕の女の子が横から、


「あ、お客様、うちのお店では持ち込みは禁止となっ……」


　が、その言葉が終わる前に、フェリスが手を、常人ではまるで見えないほどの速さで動かす。腰こしの剣けんを引き抜ぬき、いつの間にかその剣が給仕の女の子の首筋へと添そえられていて、


「ん？　持ち込みがどうしたって？」


　と、言う。


　すると給仕の女の子が半泣きの顔で、


「ひぃっ……」


　と叫びかけるが、それに厨房から、この店の店主が慌あわててでてくる。そして女の子の前に立ち、


「す、すみませんフェリスさん。まだこいつ、新人でして……おいおまえ、フェリスさんに謝れ。このお方はこの街の裏側にある組織をすべて取りまとめている『ダンゴゴゴー会』の会長さんだぞ」


「え!?　あの『ダンゴゴゴー会』を取り仕切っている、伝説の女番長さんですか!?」


「そうだよ。そのお方に持ち込み禁止だなんて、ほら、早く謝って！」


「す、す、すみませんでしたぁ！」


　と、給仕が謝る。


　そしてそれにフェリスが、


「…………」


　なぜか、シオンのほうをチラチラと気にしながら、


「い、いや、その、わかればいいんだ。だんごだけはどこでも食べたいというのが、私の願いでな。もう頭を下げなくてもいいから、下がれ」


「許してくれるんですか!?」


「う、うむ」


「伝説の女番長さんが実は優やさしいって噂うわさは、本当だったんですね！」


　などと、これほど傍ぼう若じやく無ぶ人じんに振ふる舞まったにもかかわらず、なぜかちょっと感動したような様子で女の子が去っていって。


　そして再び、席に静けさが戻もどる。


　テーブルに置かれたセス酒を三人で見つめ、それからシオンが顔を上げてにっこりと微笑ほほえむと、


「あ、フェリス。明日あしたには『ダンゴゴゴー会』潰すから」


　刹せつ那な、彼女は衝しよう撃げきの表情になり、


「んな!?」


　と叫さけんだ。


「だ、だがあれは、だんごの未来のために私が一生懸けん命めい作った組織で……」


「その組織に貯ためられてる資金は、国で接収します」


「うう」


「んじゃ、そろそろ乾盃しようか！」


「ううう」


　と、フェリスは悲しげにうめきながら、グラスを取る。


　それにライナも肩をすくめてグラスを取る。そして、


「で、きたくないって言ってる俺をここまで連れてきて、いったいなにに乾盃すんのよ？　実はなんかお祝い事とかあんの？」


　と聞くと、シオンが言う。


「ないよ？」


「じゃあなにに乾盃すんだよ」


　するとそれに、シオンが嬉うれしそうに言った。


「俺たちの友情に」


「うぜぇ」


「はは。じゃあライナ、おまえ他に乾盃の音おん頭どで言いたいことあるか？」


　と言われて、ライナは応こたえる。


「そりゃ……極ごく悪あく非道王がいない、昼ひる寝ねしまくってる奴やつが一番偉いと言われる平和な国になることを願って、とか？」


「いや、だから上司の悪口は乾かん盃ぱい後にしろって～」


　と、シオンは笑う。


　それからフェリスのほうを見て、


「フェリスはなんか乾盃したいこととかある？」


　するとそれにフェリスはうなずき、


「極悪非道王がいない、だんごが大切にされる国になることを願ってだな！」


「って、二人とも俺のこと嫌きらいなの？」


　とシオンが言ってくるので、ライナとフェリスは同時に言った。


「嫌い」


「嫌いだ」


　するとシオンはそれに、本当に楽しそうに笑って、


「とか言いながら、ここに付き合ってくれる二人が俺は好きだよ」


　などと恥はずかしいことを、恥ずかしげもなく言ってくる。


　さらに、
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「だから、俺たちの友情に、乾盃」


　と、グラスを掲かかげてきて、それをライナは見る。


　それから彼は、困ったような顔でフェリスを見る。


　すると彼女もやはり、似たような、ちょっとだけ照れたような様子でこちらを見てきて。


「…………」


「…………」


　しかし結局そのまま、三人はグラスをあわせた。





　三人の友情に。





　シオンは一気にグラスを傾かたむける。


　ライナも半分ぐらいは飲んで、


「うぇ～、やっぱ、すきっ腹にセス酒は効くなぁ」


　とうめく。


　そして最後に、酒を飲んだことがないというフェリスが緊きん張ちようしたような面おも持もちでちょっとだけ、なめるように酒に口をつけてから、言う。


「……苦い」


　彼女はまずそうに顔をしかめており、おまけに早くも白い肌はだが、真っ赤に染まってきてしまっていて、それにライナとシオンは、笑う。


　それからも酒しゆ宴えんは続いていく。


　本当にシオンは仕事を忘れているようで、なんの事件も、めんどくさいことも起きなかった。


　ただ、さっきまでと同じような、馬ば鹿かみたいに不毛な会話をしながら何なん杯ばいか酒を飲み、食事をして、笑って。


「…………」


　その日は本当に、妙みように笑った。


　徹てつ夜や明けに酒を飲んだせいもあってか、アルコールの回りが早くて、ふわふわした気分でくだらないことでよく笑った。


　フェリスも本当に酒に弱いのか、すぐにふらふらになってしまって。


　それでも数時間は、そこで三人で過ごしたかもしれない。ほとんど夜が明ける、というころにフェリスが酔よい潰つぶれ──


　そして。





　　　　◆


　　　　◆


　　　　◆


　　　　◆





「あ～、酔った。腹いっぱい。眠ねむい」


　と、ライナはテーブルに突つっ伏ぷすフェリスを見下ろしながら、言った。


　するとそれに、相変わらずまるで酔ってなさそうなシオンが言う。


「ライナ途と中ちゆう、酒飲んでなかったろー？」


「おまえと同じペースで飲んだら死んじゃうよ。ってか全然酔わないの？」


「酔ってるよ」


「全然顔に出てねぇんだけど」


「そう？　でも、楽しい気分にはなってるよ」


　なんて言うので、ライナはそれに、


「そか。そりゃよかった」


　とうなずく。


　そしてもう一度フェリスを見下ろす。


　すると彼女は酔い潰れたまま、


「…………そ、そんなに飲ませていったい、だんごになにをするつもり……」


　などと、まるで意味不明な寝言を言いだしていて。


　それにライナは、


「ってかこいつほんとに酒弱いのなぁ。後半お茶飲んでたはずなのにぶっ倒たおれたぞ」


「あはは」


「今度鬱うつ陶とうしく剣けん振り回し始めたら、お茶に酒混ぜてやろかな」


　という言葉にシオンがこちらを見て、


「なるほど。そうやっておまえは数々の女たちを……」


「っておまえはどこのフェリスだよ」


「はは。でもまあ、今日はそのフェリスのことは、任せた」


　なんてシオンが言ってくるので、ライナは顔をしかめてテーブルに突っ伏すフェリスのほうを見て、


「んぁ？　俺に背負って帰れって？」


「だって彼女だろう？」


「だからちげーって言ってんだろが。おまえがおぶって帰れよ」


「でもこっから城は遠いよ」


「王様なんだから馬車呼べよ馬車」


「今日はお忍しのびだからさぁ」


「ああ？　まあ、いいけどさぁ。ってか宿に連れ帰ってこいつ部屋で寝かせたら、明日なに言われるかわかんねぇなぁ」


「責任取って～とか？」


「そそ、責任取って自分の首をはねろーとか。ま、部屋あいてっから別の部屋取りゃいいけど」


　と言いながら、ライナは立ち上がる。それから一応フェリスの背中をたたき、


「おい、起きれるか？」


　と聞く。


　するとフェリスはこちらを見上げ、無む駄だにウルウルうるんでいる瞳ひとみを薄うすく開いて、言う。


「……眠い」


「知ってるよ」


「寝る」


「おまえは俺かよ」


「……くー」


「ってやっぱ起きないよねぇ。背負って帰んのめんどくせぇなぁ」


　と言いながら、ライナは彼女を背負う。


「んじゃいくか？」


　とシオンのほうを見ると、彼はいつの間にやら支し払はらいを終えたようで、こちらに戻もどってきて、言う。


「思ってたより高かったから、ここは割り勘かんで……」


「やでーす」


「はは。さ、いこうか」


「うん」


　と、三人は酒場を出る。


　すると空はまだ、暗い。


　もうすぐ陽ひが出てきてもおかしくない時間のはずだが、まだ、夜は明けてなくて。


　シオンがその空を見上げて、


「いや～、久し振ぶりに楽しかったなぁ」


　などと言ってきて。


　それにライナも空を見上げ、


「……ああ～、まあね」


　とうなずいた。


「これが徹夜明けじゃなかったらもうちょい楽しめたんだけど」


　それにシオンが、こちらを見て、


「じゃ、いつか徹夜仕事をしてないときにまた飲めるといいな」


「ってまるで徹夜してないときがないかのように言わないで欲しいんだけど」


「あは。ないよ？」


「勘かん弁べんしてくれよもう」


「あはは」


　と、シオンは楽しそうに笑う。


　そして、


「じゃ、帰るか」


　と歩きだす。


　しかしこの酒場からだと、ライナの宿と、王宮へと帰る道は反対方向で。


　ライナはそれにうなずいて、


「んじゃ、俺はこっちだから」


　と、手を上げて言う。


　するとシオンはこちらを振ふり返り、


「ああ、そうか。じゃ、また明日あしたな」


　なんて言ってくるので、それにライナは応こたえる。


「明日ってのは、あれか？　いま朝だから、明日の朝以降ってことでいいんだよな？」


　するとシオンはにやりと笑えみを浮うかべ、


「いや、二時間後くらい？」


「無理」


「あはは。まあ、俺も寝るから、起きてからでいいよ」


「起きるの二年後くらいになりそうって言ったら？」


「迎むかえにいく」


「宿やど替かえよ」


「俺から逃にげられると思うなよ？」


「やっぱさっき、この極悪非道な王様がいなくなりますようにーって、乾かん盃ぱいすりゃよかった」


　とライナが言うと、シオンはまた、嬉うれしそうに笑った。


　そしてこちらに手を振って、


「んじゃな」


　と言う。


　ライナもうなずく。


　そのまま歩きだそうとして、しかし、シオンの背中に向かって、彼は言った。


「なぁシオン」


「うん？」


「おまえさ」


「うん」


「なんかあったのか？」


　と、彼は聞いた。


　するとそれにシオンが不思議そうな顔で、言う。


「なんでそう思う？」


「仕事しないで酒飲もうなんて、おまえにしちゃ珍めずらしいからさ」


「そうかな？」


「そうだろ？」


「そうか。でも、悪くなかった。おまえらといられて、俺は幸せだ」


　なんてことをシオンが真顔で言ってきて。


　それにライナは半眼で、この国のすべてを独りで背負っている馬ば鹿かを見つめて、言った。


「だからなんかあったのかって聞いてんだよ」


　それに、シオンは微笑ほほえむ。


　いつもの、好青年な笑顔で笑って、


「ないよ」


「ほんとか？」


「うん」


「じゃあ、ほんとに酒飲みたかっただけ？」


「うん」


「ふぅん」


　と、しかし、それでも疑わしげにライナが言うと、シオンは弁解するようにまた笑って、


「ほんとだって」


「ふぅん」


「ほんとほんと」


「まあいいけど。んじゃま、これでちょっとは気分転てん換かんになんなら、また近いうちに飲むか？」


　と、ライナが言うと、シオンは肩かたをすくめて言った。


「仕事が終わってればね」


「いつ終わんだよ」


「五年後くらい？」


「死ね」


「あはは。でもほんと、今日は楽しかったよ。付き合ってくれてありがと」


　なんてお礼を言われてしまって、ライナは顔をしかめて、


「へいへい」


　とうなずいた。


　するとシオンが言う。


「んじゃまた、二時間後に」


「あいよ。二年後な」


「はは」


　と、二人は手を振り合って、別れた。





　そして本当に、その酒場での出来事に、とりたてて大きな意味はなかった。


　その後も何度か三人で飲むことはあったし、そのたびに馬鹿な話をして、そこそこ盛りあがった。


　だけど。





　　　　◆


　　　　◆


　　　　◆


　　　　◆





　だけどその、初めてフェリスが酒を飲んだときの酒場でのことを、


「…………」


　ライナはたまに、思いだす。


　フェリスはいつもどおり傍ぼう若じやく無ぶ人じんで。


　そしてシオンが、よく笑っていた、あの酒場での光景を思い返す。


　なんの事件も、騒そう動どうもない、ただ三人でだらだら酒を飲んで、笑ったときのことを、思いだす。


「…………」


　過ぎ去った時間はもう、戻ってこないと言うが。


　いま目の前にある幸福は、永遠には続かないと言うが。


　あのときは、あんなふうに三人で笑ってられる時間が永遠に続くと思っていたのだ。


　過去は暗かったかもしれないが、もしかしたらこのまま、永遠にこんな時間が続くのかもしれないと、そう思っていたのだ。


　もちろんシオンにはもう、あの状じよう況きようが長くはないと、わかっていたのかもしれない。


　だからあんなふうに一生懸けん命めい笑ってくれていたのかもしれない。


　でも自分は、それに気づいてなくて。まるで気づけてなくて。


　だから思い返してみると、


「……友情に乾盃って、言ってやればよかったかなぁ」


　なんて、馬鹿なことをたまに思う。


　まあ、実際にいま、あの状況に戻もどったとしても、自分はあいつみたいに臭くさいセリフはなかなか言うことはできないだろうが。


　でも、一つだけ。


　一つだけ、あのとき言った言葉で、自分でも満足いっているものがあった。


　それを彼は、思いだす。


　もう、すでにローランド帝てい国こくからは遥はるかに離はなれてしまった場所で。


　三人で気軽に酒場で飲んでいた、なんていうのがまるで、夢か幻まぼろしに思えるほどに離れてしまったこの場所で。


　それでもあのとき、自分が言った言葉を思いだす。


　そして彼は、その言葉を小さく、


「…………」


　もう一度小さく、呟つぶやく。


　目の前の戦場を見つめて。


　数十万のローランド帝国軍の兵が、自分たちを殺そうと迫せまってきて。そしてそれに対たい抗こうするために、やはり数十万はいる、ライナの部下たちが必死に動いている光景を見つめながら。


　その、もう、まるで取りかえしのつかない状況を見つめながら、それでも小さく、彼は言った。


　あの日を思いだしながら、小さく、


「……二年後な」


　とそう、彼は呟いて、笑った。




（いえすたでぃ・わんす・もあ：おわり）







　あとがき







　はい、『堕おち伝７』です！


　どういうわけか前巻からものすごく時間があいてしまい、申し訳ありません。


　なんかたくさん本を書いていた気がするのですが、『堕ち伝』だけ書くタイミングがあわずに、こんなにあいてしまいました。


　申し訳ありません。が、しかし、やはり『堕ち伝』を書くのは、楽しいです。


　長編では書けなかったけど、作ってあったいろいろなキャラクターの設定を、これでもか！　と書けるので。で、今巻はこんなことになりました。


　ついにルークとクラウが並んでの表紙です。僕はこの二人が揃そろっているシーンを書くのが非常に好きなので、表紙で二人が並ぶのはちょっと嬉うれしいです。


　というか、こんな会話がありました。


担当山やまちゃむ「鏡かがみさん、次の『堕ち伝』の表紙、どんなのがいいですかねー？」


僕「えー？　僕、イラストはとよたさんに全任せだからなー。でも、やっぱ今巻はルークとクラウが並んでたら、嬉しいなー」


とよた「でもでも、『堕ち伝』はキャラピンでずっときてるんだけど（フェリスとルシルは子供時代だったから二人で一人だとしてー）それ外しちゃっていいのかなー？」


僕「う───ん悩なやむね」


山ちゃむ「ね？」


とよた「ね？　でも、カガミンが見たいっていうなら、やるかぁああ！」


　というわけで、今回の表紙であります。かっけー！


　ちなみに次巻も表紙は二キャラの予定であります。


　そして次巻でぇええええええ！　『堕ち伝』はついに最終巻だよおおおおおおお！


　革命編が、ついに終わります。果たしてシオンたちはどうなるのか!?


　みんな、お楽しみに！





　でもってー。


　それとは別に、コミックスの宣伝です。


　この本が発売したのと同月の、６月９日に、長なが蔵くらヒロコさんが描かいてくれているコミックス版『伝説の勇者の伝説９』が、発売されています！　こちらもこれで最終巻でして、一部の終わりまで、ずばっと綺き麗れいに描かれています。泣けます！　みんなぜひぜひ、よろしくお願いしまーす。





　さーらーに、この本が発売されているのと同日！


　６月20日に、ほづみりやさんが描いてくれているコミックス版『堕ちた黒い勇者の伝説４』（発行：スクウェア・エニックス）が発売されまーす！　こちらも最終巻です。動くシオンたちのクライマックスを見たい方はぜひ！　個人的には四コマも大だい爆ばく笑しようです！


　さてさて、今回はあとがきスペースが少ないので、このへんでー。次にお会いできるのは～って、来月ですが！


　７月……紅月光の生徒会室５巻


　９月……大伝説の勇者の伝説12巻


　という順番になってます。


　みんな、よろしくね───！





鏡貴也のツイッター　http://twitter.com/kagamitakaya/


鏡貴也のＨＰ「鏡貴也の健康生活」http://www.kagamitakaya.com/




鏡　貴 也





初　出





真伝勇伝・革命編


堕ちた黒い勇者の伝説７




　　書き下ろし







「はうつー・なんせんす・まにゅある」




　　月刊ドラゴンマガジン２００７年12月号




「すりーぴんぐ・ほりでぃ」




　　ドラゴンマガジン２０１０年９月号




「いえすたでぃ・わんす・もあ」




　　ドラゴンマガジン２０１１年１月号





真伝勇伝・革命編


堕おちた黒くろい勇ゆう者しやの伝でん説せつ７





鏡かがみ　貴たか也や
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